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      第１話　オーバードライブ





「ねえ。ぶっちゃけた話、あんたとお姉さまってどういう関係なの？」

　ガタンゴトンと電車の振動に揺られながら、僕の対面の席に座った彼女はまるで値踏みでもするような口調で訊たずねてきた。

　その外見はどこか人間離れしている。

　窓から注そそぐ夏の日差しを受けて輝く銀髪。ちょっと吊つり目がちだけど、見つめていたらそのまま吸い込まれてしまいそうな大きな瞳ひとみ。そして季節外れの真っ黒なゴスロリドレス。そんなものを着てるくせに涼しい顔をしている女の子。

　桜さくらくるみ。

　そう、僕の妹である桜あるみの元保護プログラムにして、自称彼女の妹である。

　僕たちが初めて彼女と出会ったのは約一ヶ月前。

　場所はあるみの夢の中だ。

　あるみの精神回路こころの異常を治すため、彼女の夢の中に潜った僕たちロボ研メンバーの前に敵として現れたのが桜くるみだった。

　もっとも、そのときは『桜くるみ』なんて名前はなかったし、こうやって現実世界で会話をすることになるなんて思ってなかった。それこそ夢にもね。

「ちょっと。早く答えなさいよ」

　黙っているのが気に入らなかったのか、くるみはむーっと不機嫌そうに唸うなっていた。

　相変わらず、感情表現が豊かなヤツ。表情がコロコロと変わる。姉であるあるみとは大違い。

　もちろん、彼女たちは実際の姉妹というわけじゃない。

　生体アンドロイド。

　彼女たちを一言で表すのならその言葉を使うのがベストだろう。だから、正確に表現するなら姉妹と言うより姉妹機。ドラ×もんとド×ミちゃんみたいなもんだ。

　しかし、関係ね。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　もちろん、僕たちの関係は――。

「兄妹に決まってるだろ」

　だって、あるみはそういう存在として姉さんに造られたんだから。

　高校デビュー。

　僕が掲げる夢であり目標。あるみはそれを妹としてサポートするために我が家にやってきた。もっとも、あいつも『人間としての高校デビュー』なんて目標を持ってるが。

「……ふぅん。兄妹ね」

　くるみは窓際に置いてあったペットボトルのスポーツドリンクをコクコク飲んでから、黙った。

　黙りやがった。

「……なあ。いきなり黙るなよ。ちょっとは会話を続ける努力をしろ」

「はあ？　なんであたしがあんたなんかと話さなくちゃいけないの？」

「最初に質問してきたのはそっちだろ」

「うるさいわね。揚げ足を取らないでよ。まったく、なんでお姉さまはあんたみたいな引きこもりの妹になんか……」

「うるさいのはおまえだ、このシスコン」

「だだだだだだ誰だれがシスコンよ!?」

　グシャっと、くるみの手の中でペットボトルがくの字に変形。そして「ひゃあっ!?」と可愛かわいらしい悲鳴が車内に響く。勢いよく飛び出たペットボトルの中身が、くるみの顔面をジャストミートしていた。

「うわー、クジラの潮吹きみたいだ」

「冷静に感想を述べるなっ！　そもそも、あんたがシスコンとか言うから……っ！」

「だって、おまえってあるみのことが好きなんだろ？」

「っ。ううううううるさいっ！　姉妹なんだからちょっとくらい愛情を抱くのは当然だもんっ！　そんなことより、早くタオルを貸しなさいよっ！」

「はいはい……」

　電車の網棚の上に置いてあったボストンバッグからタオルを出して、くるみにパス。

　彼女は「ふんっ」と息を吐いてから、顔についたスポーツドリンクをゴシゴシ拭ふき取った。

「ううっ……ベタベタする……」

「大丈夫か？　電車を降りたら顔を洗ってきた方がいいぞ」

「わかってるわよ。そうしないと、あんたが変なことしそうだし」

「変なこと？」

「『この味は、恋をしてる味だぜ……！』みたいな寒いセリフを言いながら、あたしの顔をなめて……」

「そんなキザなことはしない！」

「えっ……ホ、ホントに？」

「どうしてそこで不安そうな顔をするのさ!?」

　お願いだから誤解を招くようなリアクションはやめてくれ。コイツは僕のキャラをかなり誤解してる気がする。というか……。

「………？　何？　なんで急にあたしから目を逸そらすの？」

「いや、だって、服が……」

「服？」

　僕の言葉にくるみの視線がゴスロリドレスへと移動。

　瞬間、「きゃっ!?」とその顔が真っ赤に染まる。無理もない。だって、スポーツドリンクがかかっちゃったせいか、生地が張り付いて身体のラインが丸わかりで……うわー、コイツってあるみの妹のくせにあいつより胸があるんだな……。

「みっ……見るなバカっ！」

「み、見てないって。現にこうやって目を逸らしてるだろ」

「嘘うそを言わないで！　あたしが気づくまで凝視してたくせに！」

「人聞きの悪いこと言うなよ」

「そうやってあたしの下着まで透視する気ね！」

「僕はどこの超能力者だ」

「『うわっ、コイツってあるみとお揃そろいの下着着けてるんだ……どんだけシスコンなんだよ……』とか、内心ではビックリしてるんでしょ！」

「むしろ今の発言にビックリなんですけど!?」

　というか、あるみとお揃いの下着って……まさか……。

「おまえ、一昨日の朝に家に来たときにあるみの部屋を見せてもらってたよな？　まさか、そのときにこっそりとあるみの下着を……」

「ち、違うわよ!?　別に盗んだわけじゃないんだから！」

「ああ、そうだよな。さすがにそこまでは……」

「お姉さまのタンスを覗のぞいて、どんな下着を持ってるかチェックしただけだもん」

「『だもん』じゃねえ！　姉の下着を覗き見するな！」

「な、なんでよ！　姉妹だったら普通でしょ！」

「どう考えてもアブノーマルだって！」

　コイツの将来が本気で心配になってきた。近いうちに新興宗教でも起こすかもしれない。崇あがめる対象は当然あるみである。

「あと、もうちょっと力の加減をした方がいいぞ」

　綺き麗れいに折れ曲がったペットボトルを指さしながら言ってやる。さすがは生体アンドロイド。あるみ同様、可愛かわいさだけじゃなくてパワーの方も人間離れしてやがる。

「むっ……しょうがないでしょ。まだこの身体に慣れてないから、上う手まく力の制御ができないのよ……」

　拗すねたように口唇を尖とがらせながら、くるみはタオルを自分の胸元に置いた。服が乾くまではそうやって隠しておくつもりらしい。ナイス判断。じゃないとこっちも会話どころじゃありませんし。

「力の制御……か。そう言えば、一昨日あるみに抱きついたときも『お姉さま大好きっ！』とか言いながらあいつの首をヘシ折りかけてたよな」

「そそそそそこまでのことはしてないわよ！　ていうか『大好き』なんて言ってないし！　そもそもあたしはシスコンじゃないもんっ！」

　言って、ますます真っ赤になるくるみ。

　うわー、マズいな。

　あるみと違って、くるみは感情表現が正直で面白い。だからついついからかいたくなってしまう。あわあわしてるくるみはなんだか小動物みたいで可愛いし……。

「くそぅ……覚悟しなさいよね……あんたなんか、この旅行が終わったら全身バキバキにしてやるんだから……っ」

「………」

　前言撤回。

　全然可愛くねえよ、コイツ。

　だって恨み言を言いながらペットボトルをベキベキ握りつぶしてるし。くの字を通り越して二の字になっちゃいそう。次の犠牲者候補筆頭が僕なのでまったく笑えません。

「そ、そんなに怒るなって。ごめん。からかったことは謝るよ」

「ふんっ。その程度の謝罪であたしが許すと思ってるの？」

「後であるみの写真をあげるから」

「ホントに!?　やったーっ！」

「……おまえって、意外と簡単なヤツだな」

　いくらなんでもシスコンすぎる。ちょっと引いている僕を無視して、くるみは「えへへ♪」とご機嫌ムード。車内にどなたかお医者さまはいらっしゃいませんか？　ここに末期のあるみ病患者がいます。一刻も早くワクチンを開発してあげて。

「………」

　にしても、旅行か。まさかコイツと一緒に旅行に行くとは思ってなかったけどな。当たり前だが、女の子と二人きりで旅行に行くのは初体験である。

　今日の日付は八月十七日。

　僕とくるみは、二人きりで電車に揺られながらある場所へと向かっていた。

　その場所というのが――。

「―――っ」

　不意に――ズキリと、頭が痛んだ。

「……もしかして、また頭が痛むの？」

　こっちの異常に気付いたのか、くるみが少し不安そうに言った。

「――大丈夫。大したことないから」

「し、心配してるわけじゃないわよ。ただ、あんたが倒れたりしたら面倒くさいって思っただけで……」

「サンキュー。でも、そんなに心配しなくても大丈夫だ。たぶん、薬を飲めばすぐに治まるよ」

「だ、だからあたしは……っ」

　むーっと不満そうに頬ほおを膨らますくるみ。その姿はエサを取り上げられたリスみたいで可愛かわいかったけど、残念ながら痛みの方まで癒いやしてはくれなかった。

　――頭痛。

　今でもはっきり覚えてる。

　この厄介な痛みがやってくるようになったのは、夏になってからだ。

　赤と白で色づけられた頭痛薬カプセルをポケットから取り出して飲み込みながら、僕はそんなことを考えた。

　いや――正確には、この頭痛が始まったのはあるみの夢に潜った次の日からなのか？

「―――」

　思えば、色々なことがあった。

　夏休み。

　高校デビューを目指す僕にとっては束つかの間まの休息期間になるはずだったんだけど、現実はそう上う手まくいかない。僕たちロボ研メンバーは高校デビューを成功させるという目的のもと、夏休み中もちょくちょく集まってプランを練っていた。

　騒がしくも、賑にぎやかで退屈しない毎日。

　その中で、僕はコイツと――桜さくらくるみと再会した。そして、今こうして一緒に電車に揺られている。

「―――」

　少しだけ、思い出してみよう。

　僕とくるみがこうして旅行に行くことになった経緯。

　彼女たちと過ごした――夏休みの日々を。



    

  
    
      



    

  
    
      第２話　ジーザス・ジーザス





　働かざる者食うべからず。

　そんなコトワザがある通り、人間は誰だれだって労働に従事するべき生き物だと思う。

　だから僕だって将来的にはちゃんと働かなくちゃいけない。それはフツーの高校生なら誰もが持っている考えのはずである。

　ならば、社会に出る前に少しでも働くことの大変さを学んでおくべきなわけで――。

「……遅いな」

　八月十三日。

　夏休みも中盤に差し掛かろうとしていた猛暑日に、僕は理わ由けあってとある一軒家にお邪魔していた。

　比較的新しく作られたと思われる洋風建築。家の大きさも内装も至ってフツー。ただ、ところどころに猫グッズが飾ってある。その大半はヌイグルミなんだけど、ここまで多いとまるで猫屋敷だ。

　今いるのは、そんな猫屋敷の二階の廊下。

　僕はここで彼女を待っていた。

　その彼女というのが――。

「お、お待たせしました……」

　廊下に響くどこか落ち着かないソプラノボイス。

　声のした方向に視線を向けると、そこにいたのは一階へと続く階段からちょこんと顔だけ出している女の子。まるで物語に出てくるお姫様を思わせる、きらびやかな髪と整った顔つき。

　そう、姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　どうしてか、姫宮先輩は巣穴から顔だけ出す栗り鼠すみたいに自分の身体を隠していた。

「何してるんですか？」

「だっ……だって、さすがのわたくしもまさかこんな恰かつ好こうをさせられるとは思っていませんでしたので……っ」

「けど、僕を誘ったのは姫宮先輩ですよね？」

「そ、それはそうですが……っ」

　ちょこんっと出した顔が羞しゆう恥ち心しんに染まる。まあ、姫宮先輩は家庭の事情で質素な一人暮らしをしてるからお金の誘惑に屈しただけかもしれないが。

「ほら、早くこっちに来てください」

「あっ、待ってください、まだ心の準備が……っ！」

　姫ひめ宮みや先輩の手を掴つかんで階段の陰から引っ張り出す。

　現れたのは、メイド。

　メイド服である。

　フリルが大量についたエプロンドレスとロングスカート。白と黒の絶妙なコントラスト。そして足元にはこれまた愛くるしい猫キャラスリッパ。

　姫宮姫ひめ乃の、メイドスタイルであった。

「わ、笑わないでくださいね……」

　メイド服なんて見慣れない物を着せられてるせいか、姫宮先輩は恥ずかしそうに顔を俯うつむかせていた。

「大丈夫です。ばっちり似合ってますから」

「……むっ。わたくし的には、メイド服が似合うと言われても全然嬉うれしくありませんっ。そもそも黒くろ医い先生がこんなものを用意していると知っていれば、バイトはお受けしていませんでしたのに」

　腰に手を当てて不満げに息を吐くメイドが一人。

　そう、バイト。

　僕たちが今日この家を――黒医先生の自宅を訪れたのはバイトのためだった。

「………」

　いや、一応説明しておくけど、姫宮先輩がメイドの恰かつ好こうをしてるのは何もいかがわしい仕事をするためじゃなくてですね。

　掃除。

　それが今日の仕事内容である。そもそも僕がバイトをしようと思ったのは、高校デビューのため。なにせ今は夏休み。高校生ならこの長い休みに社会勉強の……そして給料という名の臨時ボーナスのためにバイトをするのもありだろう。

　というか、うちのクラスの生徒にはそういうヤツが多かった。

　その数なんと七割。どうやら僕のクラスメイトは行動的なメンツが揃そろっているっぽい。つまり、うちのクラスではバイトをしない人間は少数派になってしまうのだ。もちろん、僕は少数派にはなりたくない。

　だって、僕のポリシーは保護色。

　クラスに溶け込む目立たない生活こそが信条である。バイトをする生徒が過半数を占めつつある以上、保護色を目指す僕もそっち側にいかなくちゃならない。『朱に交われば赤くなる』ならぬ『朱に交わって赤くなれ』だ。

　そんな話をロボ研の部室でしたら、ちょうど姫宮先輩がバイトを紹介すると言ってくれたわけである。

　ちなみにカレンも誘ったんだけど、「カレンは不良だからバイトはちょっと……」と断られてしまった。アウトローを目指すカレンは僕とは逆にマイノリティでいたいっぽい。社会に出たときに困らなきゃいいけど。

「でも、鉄てつ之の介すけさんの予定が空いていてよかったですわ」

「まあ、夏休みだから毎日ヒマですよ」

「いっそのこと何か趣味を持たれた方がいいのでは？　人生には潤いが必要ですわよ？」

「趣味ですか……」

　そんなことを言われても、パッと思いつくのがゲームくらいである。いや、一時期ベースギターなんてロックンロールなものにハマったことがあったけど、そもそも手を出した原因は某人気バンドアニメのせい。今考えたらすごいミーハーだ。

「そう言えば、あるみさんはまだ帰ってきていないのですか？」

「ええ。ちょっと時間がかかるかもしれないとか」

「なるほど。まあ、何事もなければいいのですが」

「あいつのことだからケロッとした顔で帰ってきそうですけどね」

　僕の妹――桜さくらあるみは身体の定期検診のために一週間ほど前から会社の研究施設に出かけている。

　精密機械にとって夏は鬼門。パソコンなんかも熱に弱いって聞くし。しかし、そんなことをあるみに言ったら怒られた。「私とパソコンを一緒にしないでください」とか。

　そう、桜あるみは生体アンドロイド。

　開発者である姉さん曰いわく、人間と機械の中間の存在……。

「けど、ちょっと意外でした。まさか姫ひめ宮みや先輩があるみのことを気遣うなんて」

「なっ……わたくしはあるみさんを気遣ってるわけでは……」

「でも、今あいつのことを心配してましたよね？」

「っ。ち、違いますっ。わたくしはロボ研の部長ですからねっ。ちょっとくらい後輩の面倒を見るのは当然ですわっ」

　言って、わざとらしく高笑いをする姫宮先輩。

　そこまで意地を張らなくてもいいのに。顔を合わせるとケンカをしてばっかりのあるみと姫宮先輩だけど、入学してからこの四ヶ月で少しは溝も埋まったんだと思う。たぶん、一ミリくらいは。

「では、そろそろ掃除を始めましょうか。これは鉄之介さんの高校デビューのためでもあるのですし」

　やる気満々で胸を張る姫宮先輩。

　しかし……どうも目のやり場に困る。

　ただでさえ姫宮先輩がメイド服を着てるってだけでドキドキするのに……このメイド服、微妙にサイズが合っていないというか、一部分がやけにピッチリしてる。

　具体的に言うと……その胸の辺りが。

　そもそも姫ひめ宮みや先輩がこんな恰かつ好こうをしているのは、黒くろ医い先生の指示。『姫ひめ乃のちゃんはこれを着てお仕事をしてね。もし着なかった場合はお給料を減額するから♪』と我らが雇用主からの非情な書置きメツセージとメイド服が玄関に置いてあったのである。

　ちなみに黒医先生は留守。

　なんでも急な仕事が入って家を空けることになってしまったとか。なので今僕はメイドスタイルなお姫様と二人きりなわけである。

「じゃあ、とりあえず二手に分かれますか。そっちの方が効率いいですし」

　言いながら、僕は用意されたモップを持って移動を開始しようとした。

　黒医先生曰いわく、掃除するのは二階だけでいいとのこと。けど、見たところこの家は結構片付いている。ひょっとしたら黒医先生は几き帳ちよう面めんな性格なのかも。だからまずは散らかっている場所を探して――。

「待ってくださいっ」

　と。

　いきなり姫宮先輩が焦った様子で僕の服をきゅっと掴つかんできた。

　そして、今にも消え入りそうな心細い声で、一言。

「……お願いですから、わたくしを一人にしないでくださいっ」

「………」

　……いや。

　わかってますよ？

　夏休みに異性の先輩（メイドスタイル）からこんなことを言われたらフツーはドキドキしちゃってそのまま大人の階段をホップステップジャンプで登頂しちゃうかもしれないが、残念ながら人生はそこまでイージーモードじゃない。

「えっと、一応聞いておきますけど、姫宮先輩が一人になりたくない理由って……」

「もちろん、この家で一人きりになるのが危険だからです」

「………」

　ですよね。

　なにせこの家の主は黒医猫ねこ子こ。

　僕たちロボ研の顧問にして、教師のくせに『生徒に好かれる先生としての高校デビュー』なんて目標を持ってる変わり者。

　高校ではそれこそ猫を被っているが、本性は生徒を実験動物マウスか何かと勘違いしちゃってる十九歳の女の子。しかも、サーカスインダストリアルの元社員であり、あのエキセントリックな姉さんの知り合いだ。

「………」

　考えてみれば僕は今日の勤務内容について『掃除』としかきいてなかったっけ。うーん、仕事を始める前にちょっと質問しておくか。

「姫ひめ宮みや先輩。今日のバイト代っていくらなんですか？」

「一万円ですわ」

「いちまんえん!?」

「ど、どうしてそんなに驚くんですの？」

「いや、掃除をするだけにしてはやけに高いような……あ、もしかして僕と姫宮先輩二人合わせて一万円なんじゃ……」

「いいえ。一人頭日給一万円です」

「………」

　刹せつ那な、真夏だっていうのにひどく冷たい汗が僕の背中をナイアガラの滝よろしく滑り落ちていった。

　ヤバイ。

　掃除をするだけで一万円？　世界的不況なこの時代にそんな天国みたいなバイトがあってたまるか。ただの掃除で諭ゆ吉きち先生が動員されるわけがない。

　これは絶対に裏があるぞ。

　ひょっとして、掃除は掃除でも死体の清掃係とか？　一昔前の都市伝説にそんなのがあった。もしくはホテルの風ふ呂ろ場ばでお客さんの身体を洗わされるとか。いや、それじゃただの違法風俗だ。しかも姫宮先輩ならまだしも僕の需要はゼロである。

「さ、さあ、行きましょう」

　僕と同じくバイト内容に不信感を抱いているのか、姫宮先輩は少しぎこちない声で言ってから廊下を進み始めた。

　黒くろ医い邸の二階。

　見た感じだと部屋は四つ。

　とりあえず、僕は階段の傍そばにある部屋に注目。その部屋のドアにはデフォルメされた猫キャラのプレートがかけられていた。しかし、そこには何も書かれていない。

「……ん？」

　変だな。

　どうして何も書かれていないプレートをわざわざかけているんだろう。これじゃまるで、何かを書き込む予定があるみたいな……。

「猫ねこ子こさんの話では二階に研究室があるらしいのですが、そこはあまり弄いじって欲しくないそうです。なので、まずはこの部屋から行きましょう」

　姫宮先輩が何も書かれていないプレートがかかった部屋のドアノブに手をかける。その姿はどこか緊張しているように思えた。

　もちろん僕だってドキドキ。この気持ちはビックリ箱を開けるのに近いかもしれない。もしくは命がけのロシアンルーレット。ハズレが出ないことを祈るばかりである。

「――ふぅ」

　気持ちを落ち着かせるように、姫ひめ宮みや先輩は一度息を吐いた。

　そして、一気にドアを開けると――。



　桜さくらあるみがいた。

　というか、部屋中あるみで埋め尽くされていた。



「………」

　さすがに絶句する僕。

　姫宮先輩も同じだったようで、ドアノブを握ったままポカンと口を開けている。

　そんな僕たちを出迎えたのは桜あるみ――いや、正確に言うならあるみグッズ。

　ポスター、ヌイグルミ、カレンダー……などなど。その部屋は桜あるみをモデルに作られたグッズで埋め尽くされていたのだった。

「……姫宮先輩。黒くろ医い先生って、こんなにあるみのことが好きでしたっけ？」

「さ、さあ、わたくしは何も……」

　ひどくぎこちない会話を交わしながら、僕たちは部屋へと入る。

　無理もない。なにせここは黒医先生の自宅なんだ。

　もし教育者が自分の部屋に生徒のグッズを飾っていたら、確実に問題視される。きっとＰＴＡ総会でも議題になるだろう。下手をすればその生徒の家族に通報されてもおかしくない。というか、あるみの家族である僕は現在進行形で一一〇番したいです。

「うわー、すごい……」

　飾られた二頭身のあるみのヌイグルミを手に取りながら感心してしまった。

　だが、いくら可愛かわいかろうが手作りだろうが、ここまでの数が揃そろっていると激しく違和感を覚える。というか、すごく不気味だ。終始あるみに監視されてるみたいで兄としてはかなり落ち着かない気分。

「……ん？」

　と。

　僕が部屋に飾られたあるみグッズを眺めているときだった。

　カタンッと、廊下の方から物音がした。

「……鉄てつ之の介すけさん。今、廊下の方から……」

　物音……というより、僕たち以外の誰かの気配に気付いたのか、姫宮先輩がドアの方を見つめていた。

「とりあえず隠れましょう」

「えっ、ちょっ、姫ひめ宮みや先輩!?」

　電光石火。

　姫宮先輩は僕の腕を掴つかむと、そのまま部屋のクローゼットの中へと押し込んだ。そして、その後で自分も入ってからドアを閉めて……って、うわああああ狭い。いくらなんでもクローゼットに高校生が二人も入るのは窮屈すぎる。

「ひ、姫宮先輩……！」

「シーっ！　静かにしてください。廊下にいる誰だれかに気付かれますわ」

「………っ」

　その言葉にゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　誰か。

　そう、家主である黒くろ医い先生が留守な以上、この家には僕たち以外の誰かがいるのだ。

（まさか、空き巣でしょうか？）

　小声で姫宮先輩が呟つぶやいた。

（かもしれません。落ち着いて、様子を見ましょう）

（わ、わかりましたわ……）

　ほんのちょっとだけ、姫宮先輩の声は震えているように思えた。無理もない。いくら姫宮先輩でもこんな状況に置かれるのは初体験だろう。

　ヴァンプ姫宮。

　そんな物騒なあだ名で呼ばれているが、この人だって高校生の女の子なのだ。ならば、怯おびえても仕方ないはずで……。

（――チャンスですわね）

（……はい？）

（だって、もし空き巣だったとしたら、捕まえればきっと黒医先生に感謝されるでしょう？　もしかしたら、臨時ボーナスを出してくれるかも）

（………）

　緊急事態発生。

　廊下にいる誰かさんより、このお姫様の方がよっぽど怖いんですけど。どうやら姫宮先輩の震えは武者震いの類だったっぽい。

（……ふぅ）

　小さく、僕は一度息を吐いた。いくら姫宮先輩がやる気でも空き巣相手に一人で戦わせるのはデンジャラスすぎる。ここは僕が落ち着かないと……。

（んっ……。それにしても狭いですわね。鉄てつ之の介すけさん、もっとそっちに寄ってください）

　が。

　まるでこっちの集中を乱すように、姫ひめ宮みや先輩が僕に体重を預けてきて……うわああああああやめて！　そんなに引っ付いてこないで！　暗くて見えないけど、明らかにふにょんっとした感触が当たっちゃってますから！

（大丈夫ですか、鉄てつ之の介すけさん。なんだかやけに息が荒くなっているような）

（い、いえ、ちょっとドキドキして……）

（緊張しているのですか？　まあ、この状況では無理もありませんが）

（そ、そうですよね……）

　うわー、大変だ。この人、自分が所持してる武器のポテンシャルの高さをこれっぽっちも理解できてない。

　気付けば、僕の脳内では小悪魔の姿をしたデフォルメサイズの姫宮先輩が誘惑を開始。『こんな機会は二度とないですわよ？』と確実に僕の理性の崩壊を狙ねらってくる。

　そして、それに対抗するのは天使の恰かつ好こうをしたデフォルメサイズのあるみ。妹は白い羽で舞いながら『エッチです、不潔です、これだからマスターは……』といつもの無表情で呟つぶやいて……って、何を考えてるんだ、僕。

　しっかりしろ。

　脳内で勃ぼつ発ぱつしかけたルシフェル姫宮ｖｓエンジェルあるみのゆるキャラ大戦争を寸前でストップ。のん気に妄想に浸っている場合じゃありません。



    

  
    
      



    

  
    
      「―――」

　でも――なんだろう。

　どうしてか、こんなことをするのは初体験じゃない気がする。

　いつだったか。

　ひどく昔――今日と同じくらい暑い日。まるでかくれんぼでもするみたく、こんな風に女の子とクローゼットの中に入って遊んだことがあるような……。

「―――っ！」

　瞬間、ズキリと。

　頭の奥が少しだけ痛んだ。

（？　どうかしましたか？）

（た、大したことないです。ちょっと頭痛が……）

　痛みを振り払おうと頭を軽く揺する。

　頭痛。

　最近、ごくたまにだけどこんな風に痛みを感じることがある。痛み自体は全然大したことがないので放っておいたが、念のため病院に行った方がいいのかもしれない。

　いつからだったかな。

　この痛みを最初に感じたのは、確かあるみの夢に潜った日あたりで――。

（………っ!?）

　瞬間、ガチャリと部屋のドアが開く音がした。そしてペタペタとフローリングの上を歩き回る足音。どうやら、廊下にいた誰だれかが部屋に入って来たらしい。

（―――）

　落ち着け。いくらメイド姿の先輩に胸を押し付けられようが、相手が空き巣だろうが、最悪の事態は回避しなくちゃいけない。

　まずは、冷静に相手の様子を探って――。

「か、隠れても無駄よ？　この部屋にいるのはわかってるんだからっ」

「………」

　クローゼットの中で僕は頭を抱えたかった。

　……ちょっと待ってくれ。この子供っぽくてちょっと棘とげのある口調には聞き覚えがあるような。それこそトラウマになるレベルで。

「大人しく出てきなさいっ。この家に入ったことを後悔させてあげるわっ」

　どこか緊張した様子で、床の上を歩き回る誰か。どうやら部屋の中を探索しているっぽいのだが……。

（……あの、鉄てつ之の介すけさん）

　さきほどとは明らかに違うテンションで僕を呼ぶ姫ひめ宮みや先輩。たぶん、彼女もこの声の主に心当たりがあるんだろう。

「あとは、ここだけね」

　そんな僕たちを無視して、足音はクローゼットの前でピタリと停止。

　次の瞬間、一気にクローゼットの扉が開かれて――。

「さあ、抵抗は無駄よ！　言っておくけど、あたしはこう見えても強いんだからっ！　それがわかったら大人しく降伏……あれ？」

　扉を開けた瞬間――彼女はくりっとした両目をパチクリさせて驚いていた。

　銀髪を結ったポニーテール、気の強そうな吊つり目、そして熟練の職人が作り上げた機械人形のように整った輪郭。どこか僕の妹――桜さくらあるみと似た雰囲気を持った女の子。

「ばっ、ばっ、ばっ……」

　そして、さきほどまでの自分の慌てっぷりが恥ずかしかったのか、彼女は一生懸命言葉を紡ぐ。

「バッカじゃないのっ!?　わかってたもん！　このクローゼットの中にいるのが空き巣じゃなくてあんたたちだってことは、ちゃんとわかってたわよ!?　だって――」



　あたしはお姉さまの妹だから！



　そんな感じで、精一杯の虚勢を張ってから宣言したのだった。

　そう――彼女は、桜あるみの保護プログラム。

　そして、自称あるみの妹であった。



「まったく、なんであんたたちがこんなところにいるのよ」

　黒くろ医い邸のリビング。

　そこにあるソファーでくつろぎながら、彼女は言った。

「それはこっちのセリフだ。どうしておまえが現実こつちの世界にいるんだよ？」

　保護プログラム。

　彼女と初めて会ったのは先月。場所はあるみの夢の中だった。そう言えば、黒医先生はあるみからコイツをサルベージしたらしいけど……。

「ちょっと考えればわかるでしょ？　猫ねこ子こにサルベージされた後、あたしはこっちの世界でも動けるように、新しい身体を造ってもらったの」

「新しい身体って……まさか、おまえ……」

「そうよ。現実世界で、またお姉さまと会いたかったから」

「………」

　シスコン。

　そんなキーワードが僕の脳内でポルカを踊っていた。そうだった。コイツは筋金入りのシスターコンプレックス。検査をする必要もなく重病と判断できるよね。

「あと、『おまえ』とか呼ばないで。あたしには『くるみ』っていう名前があるんだから」

「くるみ？」

「その通り。サーカスインダストリアルが行ったＥプロジェクト。そのＧＭＴナンバーズ姉妹機――桜さくらくるみ。それが、お姉さまがあたしにつけてくれた名前よ」

　えっへんと自慢げに胸を張りながら、彼女――いや、くるみは言った。

　……思い出した。

　夢の世界から生還したあの日。あるみはコイツの願い事を一つ叶かなえてやったとか言ってたっけ。それはコイツに名前を付けることだったってわけか。

　おそらく、くるみの身体を造ったのは姉さんと黒くろ医い先生。つまり、コイツもあるみと同じ生体アンドロイドってことになる。どうしてわざわざ身体を造ったのかわからないけど、深く考えるだけ無駄だろう。あの人たちの思考パターンを理解する方が難しい。

「あたしがこの身体を手に入れたのは三日前。昨晩は身体のメンテナンスもあったから猫ねこ子この研究室へやで眠ってたんだけど、起きたらあたしの部屋にあんたたちがいたわけ」

「だから空き巣と間違えたのか」

「ちちちち違うもんっ。ただ、猫子は今日家を空けるって言ってたのに、人の気配がしたからビックリして……」

　くるみは「むーっ」と拗すねたように口唇を尖とがらせた。

　なるほど。あのあるみジャングルはコイツの部屋だったわけか。部屋は持ち主の心を表すって言うけど、あんなにわかりやすい例はないね。

「しばらくはここに住むのか？」

「そうだけど……なんでそんな不ふ憫びんそうな顔をするの？」

「だって、同居人が黒医先生だろ？」

　一つ屋根の下にあのサディスティックティーチャーがいるとかホラーすぎる。寝ている間に解剖実験の被ひ験けん体たいとかにされそうですげえ怖い。

「し、仕方ないでしょっ。あたしの身体はまだ出来たばかりだから、しばらく調整が必要なの。じゃなきゃ誰だれがあんなサディストと同居なんか……っ」

「ご愁しゆう傷しよう様さま。まあ、今の説明でおまえの境遇は大体わかった」

「……あんた、意外とリアクションが薄いのね。お姉さまの保護プログラムだったあたしと現実で再会したのよ？　フツーならもっとビックリしてもいいんじゃない？」

「あいにく、トラブルには慣れてるんだ」

　これでも僕はあの姉さんの弟。子供の頃ころからあの人の起こすトラブルに嫌と言うほど巻き込まれてきたからすっかり耐性ができてしまっているのだ。

「それより、くるみ。一つ質問があるんだけど」

「何？　くだらない質問だったら許さないわよ？」

「いや……おまえ、そんな恰かつ好こうしてて恥ずかしくないのか？」

　思わず、くるみから目線を逸そらしながら忠告した。

　ベビードール。

　繊細なレースやフリルで彩られた薄桃色の衣装。丈の短いキャミソールワンピースにギリギリ見えなくもないけど……ダメだ。生地が透けててスンゴイことになってる。レディー・ガガでもこんなアヴァンギャルドなファッションはしないぞ。

「あっ、あたしだってちょっと恥ずかしいわよっ。でも、これは今流りゆう行こうの最先端の寝巻だから、むしろ着ない方が恥ずかしいって……」

「そんなこと誰だれに言われたんだ？」

「桜さくら鈴すず音ね」

「へ、へえー」

「鈴音が『きっとくるみちゃんにベストマッチだよ♪』とか言って送ってきたの。そう言えば、あいつってあんたのお姉ちゃんなんでしょ？」

「ああ、認めたくないけどね……」

　思い出した。姉さんはあるみにもセクシーな下着を送りつけてきたことがあったっけ。

　姉さんからしたら自分の妹に可愛かわいい下着を身に着けて欲しいだけなのかもしれないが、やってることはお人形遊びに夢中な子供に近い気もする。

「どうぞ。お茶が入りましたわ」

　そんなことを考えていたら、姫ひめ宮みや先輩がお茶の準備をしてくれた。コップに入っているのは冷えた麦茶。うーん、なんとも夏っぽい。ありがたくいただこう。

「……あ、ありがと。姫ひめ乃の」

「あら、わたくしの名前をご存じなのですか？」

「う、うん。猫ねこ子こから教わったの」

「そうなのですか。では、改めて自己紹介をする必要もありませんわね。今後ともよろしくお願いします、くるみさん」

「よ、よろしく……」

　人に慣れていない子リスみたいに縮こまりながら、チビチビと麦茶を飲むくるみ。どうやらちょっと人見知りな性格っぽい。

「話を聞いたところ、くるみさんはこの街に来てまだ日が浅いそうですわね。困ったことがあったら、なんでも言ってください」

　対する姫宮先輩は上品そうに微笑ほほえんでいた。さすがは『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』を成功させただけはある。見事な営業スマイルだ。

「……そうね。じゃあ、ちょっと質問していい？」

「ええ。もちろん」

「う、うん……えっと……」

　と。

　くるみは、その大きな瞳ひとみで僕と姫ひめ宮みや先輩を見つめてから。



「姫ひめ乃のって、そこの引きこもりと付き合ってるの？」



　瞬間、僕は自分が飲んでいた麦茶を思いっきりふき出した。

　……ストップ。

　いきなり何を言い出すんですか、このシスコンさんは。

「……くるみ。どうしてそういう結論に行きついたのさ？」

「だって、さっきは二人で仲良くクローゼットに入ってたでしょ？」

「あれはおまえのことを空き巣と勘違いしただけだ」

「だからってあんな特殊プレイを……」

「特殊プレイとか言うな！」

　いや、メイド服を着た女の子にクローゼットの中で胸を押し付けられるとか十分特殊プレイな気もするが。

「ほら、姫宮先輩もなんとか言ってください」

　僕だけが弁解しても仕方ない気がしたので、姫宮先輩にも援護射撃を求めた。きっとこの人なら、くるみを納得させる上う手まい言葉を……。

「えっ……そ、そうですわねっ。別に、わたくしと鉄てつ之の介すけさんは特別なお付き合いをしているわけでは……っ」

「………」

　あの、姫宮先輩？

　どうしてそこで思わせぶりな態度をするんですか？

「ただ、くるみさんに会わなければ、二人きりで休日を過ごしていたのは事実ですが」

「うんうん。しかも姫乃はメイド服を着てるし」

「別にわたくしは鉄之介さんのためにこんな恰かつ好こうをしてるわけではありません！」

「引きこもりはそういう恰好が好きなのよ？」

「……え？　そうなのですか？」

「うん。その服装のまま、スカートをちょっとめくり上げれば完かん璧ぺき」

「こ、こうでしょうか？」

「……ごめん。まさかホントにやるとは思ってなかったわ。軽い冗談だったのに」

「なっ……！」

　スカートをちょこんと握ったままで真っ赤になる姫ひめ宮みや先輩。

　僕もくるみと同意見。こんなトラップに引っかかるとは、この人らしくもない。というか、僕はそこまでメイド好きな人間に見えているのだろうか。

「――くるみさん」

　瞬間、姫宮先輩の声のトーンが一気に氷点下まで落ちた。

　……ヤバイ。

　今の一撃で、ヴァンプ姫宮が目覚めてしまったのかも。

「な、何よ、姫ひめ乃の。もしかして……怒ってる？」

「いいえ。わたくしは全然怒っていませんよ？　シスコンさん」

「シスコンさん!?　何よその呼び名は！」

「だって、あなたはあるみさんのことをお慕いしているんでしょう？」

「お、お慕いって……あたしはそういうわけじゃ……っ」

「その恥ずかしい恰かつ好こうもあるみさんを誘惑するためなのでは？」

「これってやっぱり恥ずかしい恰好なの!?」

「当たり前でしょう。そんないやらしい服を着たまま男の子と喋しやべったりしたら、もうお嫁に行けませんわ」

「っ」

　顔を完熟トマトみたいに真っ赤にしながら、くるみはベビードールの裾すそをぎゅっと握りしめて……あれ？　なんでコイツ、涙目で僕を睨にらんでくるんだ？

「どうしてくれるのよこの引きこもり！　あんたのせいであたしはお嫁に行けなくなっちゃったじゃない！」

「人聞きの悪いこと言うなよ!?」

「汚されちゃった……あたし、汚されちゃった……」

「いや、そんな大げさな……」

「ううっ……ごめんなさい、お姉さま……」

「なんでそこであるみに謝るんだ!?」

　大変だ。コイツの未来予想図は歪ゆがんでいる。なにせ将来の嫁ぎ先が姉のところ。婚活セミナーに行っても絶対にオススメされないプランである。

「さあ、シスコンさん。今自分が置かれている状況がわかったら早くシッポを巻いて逃げ……いえ、その服を着替えに行ったらどうかしら？」

「く、くぅっ」

　ヴァンプ姫宮の猛攻に、くるみは悔しげに唸うなっていた。

　まあ、ここは意地を張ってないでリビングから出てった方がいいと思う。正直、そんな恰かつ好こうでいられると目のやり場に困るし。

「……バッカじゃないの？」

　しかし、瞳ひとみをうるうると潤ませながらも、くるみは一歩も引かなかった。

「あら、まだ逆らう気なのかしら」

「当たり前よ。あたしはお姉さまの妹だもん。だから、あんたなんかにはぜーったい負けないんだからっ」

　強気に断言するくるみ。

　うわー、まるであるみｖｓ姫ひめ宮みや先輩の一戦を見ているみたいな不安感が。どうやらくるみも、姉のあるみ同様頑固な性格らしい。敵に回すには恐ろしすぎる姉妹である。

「なるほど。さすがシスコンさん。あるみさんと似て、強情ですわ」

「シスコンって言うなっ！　それに――」

　くるみは。

　ビシッと白い綺き麗れいな指で姫宮先輩を指さしてから。



「あんただって――ブラコンじゃない！」



「………」

　いやいやいや。

　いきなり何を言い出すんですかくるみさん。姫宮先輩がブラコン？　そんな情報は本邦初公開だ。それに確か姫宮先輩は一人っ子だったはずである。

「猫ねこ子こに聞いたもん。『ああ見えて、姫ひめ乃のちゃんは弟にすごく憧あこがれてる』って」

「っ。そ、それは……」

　恥ずかしそうに口唇を噛かみしめてから、落ち着かない様子で視線をキョロキョロさせる姫宮先輩。

　……このリアクション。

　もしかして、姫宮先輩が弟に憧れてるって情報は本当なのだろうか。うわー、すっごい意外。このわがまま高飛車お姫様にそんな願望があったとは。

「あれ？　どうしたの姫乃？　顔が真っ赤だけど？」

「そっ……そんなことはありませんっ。わたくしは恥ずかしがってなんか……っ」

「強がっちゃって。本当は年下の男の子に『お姉ちゃん』って呼んで欲しいんでしょ？　例えば――そこにいる引きこもりとか」

「そそそそそんなことはありませんっ！」

「ホントに？」

「本当ですわ！」

　メイド服のスカートを握りしめながら叫ぶ姫ひめ宮みや先輩。

　そんな彼女を見て、くるみはクスッと挑発的に口唇を歪ゆがめてから、

「じゃあ、ちょっとしたゲームをしましょ」

「ゲーム？」

「名付けて――姉弟ごっこ。今から姫ひめ乃のと引きこもりで姉弟きようだいのフリをしてみせて」

「なっ……！　ふざけないでくださいっ！　どうしてわたくしがそのような恥ずかしいマネを！」

「でも、姫乃はブラコンじゃないんでしょ？　だったら、別に姉弟ごっこをするくらい恥ずかしくないんじゃない？」

「た、確かにそうかもしれませんが……」

　微かすかに瞳ひとみを潤ませる姫宮先輩。そのまま助けを求めるみたいに僕の方を見つめてくる。

　うーん、どうするか。

　フツーだったらここは姫宮先輩のフォローをするべきだろう。部活の先輩だし、姫宮先輩が弟に憧あこがれているのは本当っぽいし。

　でも、今回は――。

「面白そうですね。せっかくだからやってみますか」

「えええええええっ!?」

　まさかの裏切りに、姫宮先輩は激しく動揺していた。

「て、鉄てつ之の介すけさん？　どうして急にやる気に？」

「いえ、一回くらいは姫宮先輩の弟になってみるのもいい気がして」

　にこやかに微笑ほほえみながら言ってやる。

　もちろん、今の言葉は口から出まかせだ。姫宮先輩の弟になるのはかなりリスキーな遊びな気がする。わがままで高飛車なお姫様だし、どんな扱いをされるかわからない。

　だが、それでもやる価値はある。

　弟。

　もしかしたらそれが姫宮先輩の弱点なのかもしれない。

　姫宮先輩の弱点を知っておくのは今後の高校デビューにも役に立つ。いつもみたいに無む茶ちやな命令をされたときとか、料理の毒味役に指名されたときとかにね。

「ふふ。引きこもりの了解も得られたことだし、姉弟ごっこスタートね」

　楽しそうなくるみの声で、異色の遊びは幕を開けた。

　うわー、やけにノリノリだなコイツ。まあ、さすがにそこまで恥ずかしいことはさせられないと思うが……。

「じゃあ、今から姫乃のことを『姫ねぇ』って呼んでみて」

「なんだよその可愛かわいらしい呼び方は!?」

「鈴すず音ねに聞いたの。あんたは子供の頃ころ、あいつを『鈴ねぇ』って呼んでたんでしょ？」

「いや、よく憶おぼえてないけど……」

「『大きくなったら鈴ねぇのお嫁さんになるんだ！』ってプロポーズしたって……」

「そのセリフだけは確実に言ってねえ！」

　きっと姉さんが思い出を改ざんしただけだ。というか、なんで嫁なんだよ。フツーならお婿むこさんだろ。

「もしくは、もっと過激なことをする？　引きこもりが姫ひめ乃のを押し倒しちゃうとか」

「頼むから血迷ったことを言うのはやめてくれ」

「姉妹……ゲフンゲフン。姉弟きようだいだったらそれぐらい普通でしょ？」

「普通じゃねえよ！」

　ていうか、コイツ今思いっきり『姉妹』って言いやがったよな!?　逃げろあるみ！　おまえは狙ねらわれてるぞ！　誰だれでもない、このシスコンな妹に！

「まあ、冗談は置いておいて」

「ホントに冗談なんだろうな」

「当たり前じゃない。――ではでは、ミッションスタート。さあ、早く『姫ねぇ』って呼んでみて？」

　言って、くるみは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　うわー、悔しいけど笑顔だけはメチャクチャ可愛いぞコイツ。こんな顔で微笑まれたら男の子として非常に断りづらい。

　ただ……。

「くそっ……」

　一気に顔が熱くなるのを感じた。

　そりゃそうだ。いくらなんでも『姫ねぇ』なんて呼び方をするのは恥ずかしすぎる。これじゃただ姫ひめ宮みや先輩に甘えてるみたいじゃないか。

「わ、わかったよ」

　しかし、結局のところ僕は納得してしまった。

　そう、これは僕の夢のためなのだ。高校デビューを円滑に進めるためには、姫宮先輩の弱点を掴つかんでおく必要がある。そのためなら……！

「姫宮先輩。準備はいいですか？」

「わわわわたくしはいつでも構いませんわっ！」

　慌てながらも、姫宮先輩はふふんっと強気に胸を張っていた。この人はこの人で僕に弱みを見せないつもりなのかもしれない。

　上等だ。

　こうなったら、やれるところまでやってみよう。

「……ふぅ」

　一度だけ。

　僕は息を整えた後で。



「…………姫ねぇ」



　その呼び名を呼んだ。

　姫ひめ宮みや先輩の瞳ひとみを真まっ直すぐ見つめながら。

「っ。あ、あぅ……」

　ボッと顔を真っ赤にしながら、姫宮先輩は喋しやべることもできずにただ口をパクパクさせていた。

　……よし。

　どうやら割と効果があったようだ。もしくは後輩から『姫ねぇ』なんて愛称で呼ばれてテンパってるだけか。

　何にせよ、これでミッションはコンプリートなはずで――。



「…………もぅ一度」



「え？」

　姫宮先輩からの思わぬ要求に、ポカンとしてしまった。

「で、ですから！　もう一度今の呼び方で呼んでくださいと言ったのですっ。別にわたくしはまだまだ耐えられますからっ」

「耐えられるって……」

「さあ、もう一度」

「………。……姫ねぇ」

「っ！　ふ、ふふ。まあ、たまにはこういうのも悪くないかもしれませんわねっ」

　口では強がりながらも、姫宮先輩は照れくさそうににやけていた。

　ヤバイ。思った以上に効果はバツグンだぞ。この人のこんな姿を見るのは初体験だ。どうやら、よっぽど『姫ねぇ』と呼ばれたのが嬉うれしかったっぽい。

「じゃあ、もう終わりでいいですよね？」

　姫宮先輩の弱点は十分わかった。これからはピンチに陥ったら『姫ねぇ』って呼ぶことにしよう。その言葉こそが姫宮先輩にとってのジョーカー。それがわかっただけでも収穫はあったはずで……。

「――いいえ、まだ終わりではありませんわ」

　しかし。

　意外なことに、姫ひめ宮みや先輩がまさかの続行宣言を出しやがった。

「？　何よ、姫ひめ乃の。あんたまだ『姫ねぇ』って呼ばれたいの？」

「違いますわ。わたくしはただ、ちょっと気になっていることがありまして」

「気になってること？」

　不思議そうにちょこんと首を傾かしげるくるみ。

　そんな彼女に、姫宮先輩は天使のような笑顔で、一言。



「くるみさんの方こそ、ブラコンなんじゃないですか？」



「………」

　……いやいやいや。

　いきなり何を言い出しやがるんですか姫宮さん。

「なっ……いきなり何を言い出すのよっ！」

　奇遇なことにくるみも僕と同じ心境だったっぽい。彼女は精一杯声を張り上げて姫宮先輩に異議を申し立てていた。

「バッカじゃないの！　なんであたしがブラコンなのよ！　そもそも、あたしは引きこもりの妹じゃないし！」

「ですが、あなたは鉄てつ之の介すけさんの妹であるあるみさんの妹。ということは、必然的に鉄之介さんの妹ということになるのではないですか？」

「うっ……で、でも……」

「それに、口では何を言おうが本心はわかりませんわよ？　だって、くるみさんってツンデレっぽいですから」

「ツ、ツンデレって……！」

「鉄之介さんに対するツンツンした態度の裏では『おにぃちゃん大好き♪』みたいな感じで想おもいを寄せて……」

「そそそそそそんなわけあるかぁ―――――っ！」

　がおーっと手負いの獣のごとく叫ぶくるみ。

　……マズい。

　これはどう考えてもヴァンプ姫宮の手口だ。姉弟きようだいごっこなんてマネをやらされたのがよっぽど恥ずかしかったんだろう。明らかにくるみへのリベンジを企ててるぞ。

　だから、この後の展開は……。

「というわけで――今度は、兄妹ごっこを始めましょう」

「っ！　ふざけないでよ！　どうしてあたしがそんな恥ずかしいマネをしなくちゃいけないわけ!?」

「でも、くるみさんはブラコンじゃないんですよね？　だったら兄妹ごっこをするくらい恥ずかしくないんじゃありませんか？」

「そ、それは……」

　むむむっ……っとくるみは悔しげに唸うなった。

　無理もない。なにせさっき姫ひめ宮みや先輩にした攻撃がそっくりそのまま自分に返ってきたのだ。なんて容赦のないクロスカウンターだ。

「どうせならもっと素直になればいいのに。そもそも、あなたは鉄てつ之の介すけさんに借りがあるのでは？　先月の事件を解決したのは鉄之介さん。あなたがここにいるのも彼のおかげなのでしょう？」

「うっ……それに関してはちょっとだけ感謝してるけど……」

「では、今から鉄之介さんのことを『鉄にぃ』って呼んであげてください」

「何よその恥ずかしい呼び名は!?」

「別に兄妹だったらフツーでしょう？　鉄之介さんだって、わたくしのことを『姫ねぇ』と呼んでいたじゃありませんか」

「く、くぅっ！」

　ぷるぷると追い詰められた小こ鹿じかみたいに震えながらくるみは瞳ひとみを潤ませていた。

　よっぽど僕を『鉄にぃ』って呼ぶのが嫌っぽい。まあ、それもそうか。僕だってそんな呼び名で呼ばれるのは恥ずかしいし。

「わっ……わかったわよっ」

　しかし、くるみは羞しゆう恥ち心しんを押し殺して頷うなずいていた。うわー、負けず嫌いだなコイツ。そういうところは姉であるあるみと似てるのかな。

「行くわよ、引きこもり！」

「う、うん」

　やけに気合の入ったくるみの言葉に押されてつい頷いてしまった。いや、気合が入っているというよりはもはやヤケクソに近いのかもしれないが。

「……てっ……てつ……っ」

　そして。

　羞恥心にうるうると瞳を潤ませながら、彼女は僕を上目づかいに見つめて――。



「…………てっ、てちゅにぃ」



「………」

　……噛かんだ。

　コイツ、あろうことか思いっきり噛みやがった。

「っ」

　噛んでしまったことが余計に恥ずかしかったのか、くるみはますます顔を真っ赤にして顔を俯うつむかせてしまった。

　あるみだったら間違いなくオーバーヒートしてるところだろう。

「―――」

　けど、その姿は拗すねてしまった子供みたいでやけに可愛かわいく見えた。

　桜さくらくるみ。

　あるみの妹だけど、コイツはコイツであるみとは違った魅力を持っている気がした。それに、今のコイツはまるで拗ねちゃった子供みたいで――。

「―――っ!?」

　瞬間。

　どうしてか、また頭が少し痛んだ。

「……鉄てつ之の介すけさん？」

　異変に気付いたのか、姫ひめ宮みや先輩が心配そうな顔でこっちを見つめてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　……大丈夫。

　彼女を心配させたくなくて、そう言おうとしたが――。



「あんまり無理はしない方がいいわ、鉄てつ之の介すけくん」



　突然、響いたのは鈴の音のように透き通った声。

　思わず視線を向けると――そこにいたのは、黒くろ医い猫ねこ子こ。

　相変わらずの白衣姿でリビングに入ってきた彼女は、僕たちを見つめていた。

「く、黒医先生。どうして……」

「用事が早めに片付いたから帰ってきたのよ。それより、鉄之介くん。顔色が悪いけど、大丈夫？」

「ええ、まあ……」

「はっきり言って死相が出てるわ」

「シャレにならないことを言わないでください」

　相変わらず教育者とは思えないジョークを飛ばす人だ。

　しかし、その軽口で気が紛まぎれたのか、頭痛も治まってくれた。もしかしたら黒医先生なりに気を遣ってくれたんだろうか？

　――と。

「くるみ」

　唐突に、黒医先生はくるみに話しかけて。

「姫ひめ乃のちゃんと鉄之介くんと遊べて楽しかった？」

「むっ。そんなわけないでしょ。……でも、気晴らしぐらいにはなったわよ。最近は猫子としか喋しやべってなかったから」

「そう。それはよかったわね」

　言って、黒医先生は自分のポケットから黒い革の財布を出した。そして、その中から一万円札を二枚取り出して、

「はい。姫乃ちゃんに鉄之介くん。これが、今日のバイト代」

「えっ……ちょっと待ってください。僕たち、実はまだ掃除をしてないんですが……」

「ああ、掃除はしなくていいわ。だって、あれはあなたたちをこの家に呼ぶための嘘だから」

「……はい？」

　黒医先生の言葉にフリーズしかける僕。

　掃除が嘘うそって……どういうことだ？

「簡単に言うと、あなたたちの本当のバイト内容は――くるみの話し相手になることだったのよ。この子、最近メンテナンス続きでストレスが溜まってたみたいだったから」

「………っ！」

　やられた。あの高額なバイト代はこういうことか。でも、割に合わないぞ。今日くるみにやらされたことを考えると、お金の他にも色々欲しい。具体的に言えば胃薬とか、頭痛薬とか、精神安定剤とか。

「ふうん。今日のことってバイトだったんだ。よく知らないけど、あんたたちもご苦労さま」

「よく言うよ。僕と姫ひめ宮みや先輩で遊んでたくせに」

「そんなのお互い様じゃない。あたしだって姫ひめ乃のに恥ずかしいことをさせられたし……」

「うふふ。そんなに恥ずかしかったのですか、くるみさん」

「そそそそそういうわけじゃないけどねっ！」

　力いっぱい否定するくるみ。

　まあ、結果的に今日僕たちがしたことはくるみのストレス解消に付き合わされただけ。うーん、やっぱり割に合わない気がする。フツーだったら労働環境の改善を求めてストライキを起こしてるところである。

　まったく、コイツもあるみに似て生意気な女の子だし……。

「――でも、これはこれでよかったのかな」

　しかし。

　くるみは突然そんなことを呟つぶやいた。

「……よかった？　それはどういう意味だよ？」

「えっ……だって、鈴すず音ねがあんたのことをやけに心配してたから」

「姉さんが僕のことを？」

「うん。あんたがちゃんと高校デビューできてるのか……鈴音はいっつも心配してたわ。だから、それにつられてあたしもほんのちょっとだけ気になってたわけ」

「………」

「でも、今日姫乃と仲良く……自然に接してるあんたを見てちょっと安心できた。引きこもりのあんたじゃ、姫乃と仲良く喋しやべるのは無理だろうなって思ってたから。それに――あんたを見てて、わかったの」

「……何が？」

　反射的に訊たずねる。

　すると、くるみはどうしてかぷいっと視線を逸そらしてから。

「あんたも、引きこもりなりに高校デビューをがんばってるんだなぁって」

「………」

　その言葉に、僕は恥ずかしくて黙るしかなかった。

　桜さくらくるみ。

　まさか、コイツが僕のことを気遣ってくれてたとは。

「サンキュー。おまえからそんな言葉が聞けるとは思ってなかった」

「……あっ。ち、違うわよ!?　あたしはそこまで心配してたわけじゃなくて、鈴すず音ねのヤツがあまりにもうるさかったから……っ！」

　誤ご魔ま化かすようにくるみは叫んだ。

「あ。そうだ、くるみ。二階に頭痛薬があるから取って来てくれない？　一応、鉄てつ之の介すけくんに飲ませてあげた方がいいと思うの」

「はあ？　バッカじゃないの。なんであたしが引きこもりのために……」

「がんばって。これも、『てちゅにぃ』のためよ」

「っ!?　ね、猫ねこ子こ、あんたもしかしてリビングに入る前からあたしたちの会話を……？」

「もちろん、ばっちり聴いていたわ。くるみが恥ずかしさを堪えながら一生懸命『てちゅにぃ』って呼ぶところも……」

「うわああああああそれ以上言うなぁあああああああっ！」

「あ。そんなに怒っちゃダメよ？　あなたはまだ身体の制御が上う手まくできないんでしょう。生体アンドロイドのパワーで暴れられたらこの家が倒壊するわ」

　言うが早いか、黒くろ医い先生は逃げるようにリビングを出て行った。もしかしたら二階にある自分の部屋にでも立てこもるつもりなのかも。そして、くるみも「待ちなさいっ！」とダッシュダッシュ。

　うーん、こうして見ると二人は結構いいコンビに見える。トムとジェリーみたいだ。第三者として観賞しているのは面白そう。こんな最前線の特等席で観るのはもう二度とごめんだけどさ。

「まあ、何はともあれ。お疲れ様でした、姫ひめ宮みや先輩」

　ふうっと息を吐いてから姫宮先輩に言った。

　紆う余よ曲きよく折せつあったけど、今日の仕事は終わり。

　そして僕のバイト初体験も無事に完了。

　これで、僕の高校デビューも――。

「――いいえ」

　けれど。

　姫宮先輩は僕の言葉を否定した。

「そんなことより、鉄之介さん。頭痛の方は大丈夫なのですか？」

「？　はい。もう大分治まりました」

「………。でも、また痛み出すかもしれませんし、横になって少し休んだらどうですか？」

　どうしてか、姫ひめ宮みや先輩はちょっとだけ僕から目線を逸そらしながらそう言った。

　まあ、この人の言う通り少し休むのも悪くないかな。バイトはもう終わったんだし、また頭が痛みだしてみんなに心配をかけるのも嫌だし……。

「わかりました。じゃあ、ちょっとだけ休むことにします」

　幸いリビングには大きなソファーがあった。黒くろ医い先生には悪いが、ちょっと使わせてもらおう。

　そんなことを考えながら、僕はソファーに横になろうとしたが――。

「……って、姫宮先輩？」

　思わず彼女の名を呼んでしまった。

　僕の視線の先では、姫宮先輩が思いっきりソファーに座っていた。いやいや、何をしてるんだこの人。これじゃ横になれないぞ。

「鉄てつ之の介すけさん」

　しかし。

　こっちの思考を無視して、姫宮先輩は言葉を紡ぐ。

「早く横になったらどうですか？」

「えっ……でも、姫宮先輩がいたら……」

「っ。わ、わたくしのことを気にする必要はありませんわっ」

「………？」

　気にする必要はない？

　どういう意味だろう。

　だって、このまま僕がソファーに横になったら姫宮先輩に――。

「―――っ」

　そこまで考えて、やっと気付いた。

　……もしかして。

　この人は、僕のことを膝ひざ枕まくらしてくれるつもりなんだろうか？

「で、でも、姫宮先輩に悪いような……」

「だっ……大丈夫ですわっ。わたくしは特に気にしませんから。それに、あなたは具合が良くないのでしょう？　だったら、先輩としてそれぐらいのことをするのは当然です」

「ま、まあ、それはそうなのかもしれませんが……」

　けど、膝枕ですよ？

　さすがにこの人にそんなことをしてもらうのは……。

「むっ。なんですか、その煮え切らない態度は。もしかして……わたくしの膝枕では不満ですの？」

「いや、そういうわけでは……」

　うわー、どうしよう。姫ひめ宮みや先輩にこんな顔をされたら断れない。そもそも、この人は先輩として後輩の身を案じてくれているわけだし……。

「……わかりました。じゃ、じゃあ、お言葉に甘えて」

　結果的に、僕は姫宮先輩の申し出を受けることにした。

　リビングのソファー。

　その上にゆっくりと座ってから、姫宮先輩のふとももに頭を乗せるようにして横になる。

「んっ……」

　ふとももに僕の頭が触れてくすぐったかったのか、姫宮先輩が少しだけ息を呑のんだ。

　……マズい。

　これは思った以上に恥ずかしいぞ。メイド服を着た姫宮先輩に膝ひざ枕まくらをされる。別の意味で具合が悪くなりそうなシチュエーションだ。ドキドキしすぎて心臓発作を起こしても不思議じゃない。

「そっ……そう言えば、姫宮先輩はどうして弟が欲しかったんですか？」

　気まずい雰囲気を変えたくて、僕は彼女に話しかけていた。

　姉弟きようだいごっこ。

　くるみに無理やりやらされた遊びだったけど、姫宮先輩は満更でもなかったようだった。『姫ねぇ』って言われるのも気に入ってたみたいだし。

「ああ、それは簡単ですわ。だって、弟がいたら楽しそうでしょう？」

「……楽しそう？」

「ええ。だって男の子おとうとなら思う存分わたくしの遊びに付き合ってくれるじゃありませんか。女の子いもうとじゃ、わたくしも本気を出せませんし」

「………」

　えーっと。

　それはつまり、弟という名の遊び相手オモチヤが欲しかったってことですか？

「だから、鉄てつ之の介すけさんみたいな弟がいたらよかったのに」

「あ、あはは、そうですね……」

　緊急事態発生。

　せっかく膝枕をしてもらってるっていうのにまた頭痛がしてきそうだ。ギロチン台に首を乗っけた死刑囚の心境がかなり理解できてきた。

「うふふ。心配しないでください」

　僕の心境を読み取ったのか、姫宮先輩がそんなことを言い出した。

「今鉄之介さんのことを膝枕してあげているのは、お礼の意味もありますから」

「お礼？」

「そう。今日わたくしのバイトに付き合ってくれたお礼ですわ。それに……」

　ちょっとだけ。

　姫ひめ宮みや先輩は黙ってから。



「『姫ねぇ』って……可愛かわいらしい呼び名で呼んでくれましたから」



　そう言って、照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「………」

　……まあ、いいか。

　たまには姫宮先輩の弟役をやるのも悪くないかもしれない。そりゃあオモチャにされるのはちょっとシンドいけど……この人のこんな顔が見られるなら十分等価交換な気がする。

　だって――。

「なんだ。姫ねぇは意外に乙女チックなんですね」

「っ！　て、鉄てつ之の介すけさん、そうやって不意打ちで呼ぶのは……！」

「嫌なんですか、姫ねぇ」

「っ！」

　姫宮先輩はきゅぅぅぅうっと口唇を噛かみしめた。そして、僕を膝ひざ枕まくらしたままで、「ま、まあ……たまになら構いませんわ」とだけ呟つぶやいた。

　嬉うれしさを堪えるように、はにかみながら。

「―――」

　こんな感じで。

　僕のバイト初体験は終わった。

　けれど、最後にもらった思わぬご褒美だけは、忘れられそうになかった。



    

  
    
      



    

  
    
      第３話　オレンジサンシャイン





　暑中見舞い。

　最近はメールなどの文化が発展したせいで少し忘れがちな日本の夏の風物詩だけど、個人的には暑中見舞いを贈るのも悪くないと思う。手紙でも、贈り物でも、真心を込めた品物を。

　ただ、炎天下を歩いて届ける場合、話は別だ。

「……暑い」

　八月十四日。

　ギラギラ輝くオレンジ色の殺人鬼たいように照らされたアスファルトの上を、僕は一人歩いていた。片手には小さな紙袋。中に何が入っているかは知らないが、これは紛まぎれもなく暑中見舞いである。

　きっかけは姉さんだった。

『お世話になってる人がいるから、その人の家まで届け物をしてきて』

　そんな内容が書かれた手紙とともに、我が家に送られてきたのがこの紙袋だったわけである。どうせなら宅配便でその人の家に送ればいいのに。まあ、直接手渡した方が印象はいいかもしれないけどさ。

　にしても、姉さんが暑中見舞いか。

　あんなエキセントリックな人にも他人を気遣う心があったことにビックリだ。最初は贈り物に見せかけた爆弾かとも思ったけどさ。姉さんならビックリ箱を作るような軽いノリで爆弾を造りそうだもん。

　けど、出かけるのを午前中にしてよかった。

　手紙によると相手先に届ける時間はいつでもいいとのこと。なので僕は比較的気温が低い午前十時に家を出発。まあ、それでも死ぬほど暑いのには変わりない。天気予報によると今日の最高気温はなんとビックリ三十八℃。

「………っ」

　一瞬、頭が軋きしむように痛んだ。

　まただ。

　あの原因不明の頭痛である。なんだか、最近は回数が多くなってきた気がする。さすがに心配になったので身近な医者に診みてもらったのだが、「夏風邪が長引いてるだけじゃない？」と言われてしまった。

　もっとも、その人物は黒くろ医い先生なんだけど。

　昨日、黒医先生の家でバイトをした後に診てもらったのだ。そのとき「念のためによく効くお薬を渡しておくわ」と頭痛薬をもらったけど、今日はうっかり飲んでくるのを忘れてしまった……。

「……はあっ」

　軽く後悔しながらため息を吐く。

　なんだか、最近どうもおかしい気がする。

　それは何もこの頭痛だけじゃない。

　――夢。

　近ちか頃ごろ、よく同じ夢を見るようになった。不思議なことに、夢を見たという事実だけは正確に憶おぼえているのに、内容をよく思い出せない。

　ただ、一つだけ憶えているのが、小さな女の子が出てくるということ。

　そして――。

「―――」

　これは、ありえない話なのだが。

　その女の子は――僕の妹に似ている気がするのだ。

　桜さくらあるみ。

　僕の高校デビューをサポートするために造られた生体アンドロイド。僕たち兄妹が出会ったのは忘れもしない四月四日。僕の部屋の天井に風穴が開けられた記念日である。

　当然、あるみと会ったのはそれが初体験はじめて。

　だから、僕の夢は致命的に破は綻たんしているはずなんだけど――。

「いっそのこと、姉さんか黒くろ医い先生に聞いてみるか」

　話を聞く限り、姉さんはあるみを造ったメンバーのリーダーだったそうだし。

　サーカスインダストリアル。

　超大企業として名を馳はせているけど、裏では秘密裏に生体アンドロイドなんかを造ってる本当の意味でのブラック企業だとか。

　Ｅプロジェクト。

　それがあるみの開発プロジェクトだったはずだ。

　いや、もうあるみだけじゃない。

　桜さくらくるみ。

　あるみの保護プログラムが、現実で動けるように身体を手に入れた姿。あいつも立派な生体アンドロイドである。

　うーん、どうもわからない。

　姉さんたちは一体何がしたいんだ？　サーカスインダストリアルの基本方針は企業秘密らしいけど、あるみは僕の妹なんだし、ちょっと気になるよな……。

「と、ここを左か」

　姉さんが手紙と一緒に送ってきた地図を見ながら住宅街を進む。ちなみに、地図はアナログなことに手書き。姉さんは致命的に字が下手なので、最初は解読に苦労した。気分はロゼッタストーンを解読するシャンポリオンである。

　だけど、もうすぐだ。

　目的地はこの道を真まっ直すぐ行ったところにある家で――。

「あれ？　そうちょー。こんなところで何してるんだ？」

　突然、脇わきの路地から出てきたちっちゃなシルエットに声をかけられた。

　ノースリーブのワンピース、頭の上には麦わら帽子、この太陽の下でも元気ハツラツな笑顔、そして天てん真しん爛らん漫まんな子犬みたいに大きな瞳ひとみ。

　狼かみ谷やカレン。

　僕のクラスメイトであり、高校デビューを目指すロボ研のメンバーだった。

「おはよう。カレンは散歩中？」

　こんな猛暑日じゃ普通は外出したくないだろうと思ったんだが、カレンは違ったっぽい。その手にはリード。そして、その先にいるのは――犬。

　三角形の垂れ耳とモフモフした毛皮。背中にはミニマムサイズのリュックサックを背負った可愛かわいらしい子犬である。

　どうやらカレンは愛犬の散歩中らしかった。でも、カレンの家って犬を飼ってたっけ？　カレン自身は犬好きだし、犬を飼いたかったみたいなんだけど、何か理由があって飼うことができなかったような。

　しかし、その理由をド忘れしてしまった。

　確か、あるみの夢の中に潜ったときに……。

「そ、そうだっ。そうちょー、カレンの家に寄っていくか？　せっかく会ったんだし、お茶でも飲んでいけばいいぞ」

　どうしてか、カレンは何かを誤ご魔ま化かすみたいな早口で言った。

「ごめん。実はお使いの途中でさ。この荷物をここまで届けなくちゃいけないんだよ」

「へえー。どれどれ」

　言って、カレンは僕が持った地図を覗のぞき込んだ。

「ふむふむ。この赤い印のところに行けば……あれ？　そうちょー。ここってカレンの家なんだけど」

「え？」

　もう一度、地図をよく見てから、街の風景を観察する。

　……うわっ、ホントだ。

　どうやら夏の暑さで思考能力が鈍っていたようだ。それか紫外線を浴び過ぎて脳細胞がおかしくなったか。何にしろ、友だちの家の場所を忘れているとはいくらなんでもうっかりすぎる。

「あはは。そうちょーはドジッ子だな。仕方ないからカレンが家までエスコートしてあげるぞ」

　いつも通り天てん真しん爛らん漫まんに笑ってから、カレンは自分の家へと歩き出した。

「相変わらず、カレンの家は大きいね」

「そうかな？　でも、パパの実家はもっとおっきいぞ」

　機械仕掛けで開く巨大な門を通り抜けて、これまた広大な庭に入りながら、カレンは何でもない事のように言う。

　ああ、これがブルジョワってヤツか。

　あるみと一緒にこの家――というか、屋敷に来たときがあったけど、そのときはメイドさんがいたしなぁ。なんというカルチャーショック。

「カレンは夏休みにどこか旅行とかには行った？」

「ううん。部活がない日はずっと家にいた」

「……すっかり休みを満喫してるね」

　もっと外で遊んだりすればいいのに……とは言うまい。なにせ僕は引きこもりだ。そんなことを言う資格は一カケラも持ち合わせちゃいないのである。

「むっ。カレンだって、ただ脳天気に過ごしてるわけじゃないぞ」

　しかし、僕の言葉がお気に召さなかったのか、チビオオカミはご機嫌ナナメ。

　そして「はあっ」とため息を吐いた後で、俯うつむいてしまった。その顔はあと少しのところで甲子園出場を逃した高校球児のごとくブルーである。

「もしかして、何か悩みでもあるの？」

「……うん。聞いてくれるか、そうちょー」

「まあ、僕でよければ……」

　答えると、カレンは俯いた顔をこちらに向けてから。



「実は、身長が全然伸びなくて」



「………」

　……聞かなきゃよかった。

　カレンの悩みは、地球温暖化を解決するくらいハードルが高い。

「……だ、大丈夫だよ。そのうち伸びるって」

「気安く言わないでくれ……。これでもカレンは悩んでるんだ。せっかくの夏休みだから、色々と身長を伸ばす方法を試してみたし……」

「ちなみに、成果はあったの？」

「うっ……」

　気まずそうに、カレンはまた俯いてしまった。

　この様子だと、結果は惨敗だったっぽい。

　たぶん、僕が姉さんにコンプレックスを持っているように、カレンも自分の身長にコンプレックスを抱いてるんだろう。なにせ小学生なみにちっちゃいし。まあ、あんまり気にしすぎるのも良くないと思うが。

「そ、そう言えば！」

　話を変えたかったのか、カレンが唐突に声を張り上げた。

「そうちょーはひめのんとバイトしてきたんだろ？」

「！」

　その言葉に、心臓が大きく震えた。

「あれ？　どうしたんだ、そうちょー。顔が赤くなってるぞ？」

「な、なんでもないよ！　ただ、そのときにくるみと再会したからビックリしただけで！」

「……くるみ？」

「ほら、あるみの夢の中で会った保護プログラムだよ。黒くろ医い先生と僕の姉さんに、現実で動ける身体を造ってもらったらしいんだ」

「そうなのか!?　でも、どうしてそれで赤くなるんだ？」

「そ、それは……」

　恥ずかしくなって、カレンから目を逸そらす。

　もちろん強引に話を逸らしただけで、くるみと出会ったことを思い出して赤面してるわけじゃない。姫ひめ宮みや先輩に膝ひざ枕まくらしてもらったことを思い出して恥ずかしくなっただけである。ここまで破壊力が持続するとは。恐るべし、姫ねぇ。

「と、ところで、カレンの家に『秋あき人と』って人はいる？」

　玄関を抜けてシャンデリアが輝く客間に入ってから、動揺を誤ご魔ま化かすように訊たずねた。

　姉さんの手紙によると、その人が暑中見舞いの届け先らしかった。しかし、『秋人さんによろしくね♪』しかメッセージがないのはどうかと思う。名字くらい書こうよ姉さん。

「あー……秋人っていうのはパパのことだよ」

「カレンのお父さん？」

　姉さんとカレンの父親は知り合いだったのか？

　もしかして、姉さんがまた変なモノを造って、その実験に巻き込んじゃったとか。姉さんなら十分あり得る。この暑中見舞いはマジでお見舞いの品だったわけだ。

「あれ？　でも、カレンって自分のお父さんのことを『おとーさん』って呼んでなかったっけ？」

　四月にカレンと会ったときは、そんな呼称を使っていたような。

「……うん。でも、パパが『お願いだからパパって呼んでくれ！』ってうるさいから」

　やれやれとため息をつくチビオオカミ。

　もしかして、あんまり仲が良くないのかな。カレンも思春期の女の子だし、反抗期なのかもしれない。

「そうちょーはそこで待っててくれ」

　リードをつけたままの子犬を従えて、カレンは客間から出て行った。たぶん狼かみ谷や父を呼びに行ったんだと思う。今日は日曜日だし、一家の大黒柱が家にいてもおかしくない。

　しかし、なぜだろう。

　客間から出ていくカレンの背中はどこか困っているように見えた。

　ひょっとして、僕と父親を会わせるのが嫌なのかな。いきなり「貴様なんかに娘はやらんぞ！」とか言い出すスタンダードな親バカとか。

「……お待たせ」

　と、そんなことを考えているとカレンが戻ってきて……あれ？

「カレン。お父さんを呼びに行ったんじゃなかったの？」

　なぜか客間に戻ってきたのは麦わら帽子を取ったカレン一人だけだった。あえて言うなら、リードを外された子犬も一緒。

　ひょっとして留守なのかな？

「いや……パパはここにいるぞ」

「は？」

　その言葉の意味がまるでわからなかった。

　そんな僕に、カレンはちょっとだけ困ったように。

「狼かみ谷や秋あき人と。この人が、カレンのパパだ」

　あろうことか、たった今紹介した自分の父親をちっちゃな腕で抱きかかえた。

　子犬。

　どう見てもそれは、さっきまでカレンと一緒に散歩していた小さな子犬だった。

「………」

　沈黙。

　非常に気まずい沈黙が流れる中、子犬は僕に挨あい拶さつでもするみたいに「わふっ」と一声吠ほえた。



　突然だが、白い犬が一家の大黒柱をやっている某有名ケータイ会社のＣＭを見たことはあるだろうか？

　あれはフィクションだから許されるのだ。実際に父親が犬だったら笑えない。少なくとも、僕は嫌だ。

「えっ、えっと……カレン？　さすがに冗談だよね？」

　乾いた笑いがクーラーの効いた広い客間に反響する。もちろん笑い声の主は僕。いや、実際この状況に置かれたら誰だれだって笑うしかありませんよ。

「……ごめん、そうちょー」

　申し訳なさそうに、カレンは上目づかいで僕を見つめてから。

「パパはちょっと疲れてるんだ。それで、こんな姿に」

「………」

　いや、むしろ疲れてるのはカレンの方じゃないのか？　と心配になったが、いくら疲れていたとしても犬を自分の父親だとは言わないだろう。

　きっと、これには何か理由が……。

「少年。そんな疑わしそうな顔をするのはやめたまえ」

「！」

　突然、客間にやけにナイスミドルな低い声が響いて……って、気のせいか？

　今、この子犬が喋しやべったような……。

「そうだ。きみの前にいる子犬が、私だ」

「うわあああああああああああああっ！」

　あまりの状況に、僕は絶叫していた。

　な、なんなんだこの奇想天外なシチュエーションは……！　姉さんという名の大型ハリケーンが身近にいたせいで生まれてこの方数々のトラブルと遭遇してきた僕だけど、ここまでのインパクトは初体験である。

「パパ。ちゃんとそうちょーに説明してあげないと」

「そうだな。すまん、カレン。――少年。私がこの姿になったのには重大な理由がある」

「理由？」

　訊きき返すと、狼かみ谷や父はやけにマジメな口調で、

「実は一ヶ月ほど前にストレス性の胃い潰かい瘍ようを患ってしまって」

「胃潰瘍でそんな姿に!?」

「むっ。そんな姿とは失礼な。これでも私は結構気に入っている」

「気に入っていようがなんだろうが犬じゃん！」

「ちなみに胃潰瘍は先月行った人間ドックで発見された。そして、今の私は紛まぎれもなく人間ドッグだ」

「お願いだからその姿でオヤジギャグをかますのはやめて！」

　シュールすぎてついていけません。

　しかし、なんてことだ。まさか胃潰瘍で身体が犬になる怪事件が発生していたとは。もしかして投与された薬の副作用かな？　黒くろ医い先生に教えれば高値で買い取ってくれるかもしれない。もちろん、実験動物として。

「心配はいらん」

　ナイスミドルな声で子犬――いや、狼谷父は続けた。

「別に胃潰瘍の症状でこんな身体になったわけじゃない。簡潔に説明すると、本当の私は今病院に入院しているのだ。胃潰瘍の治療のために」

「えっ……ということは、この子犬は……」

「その通り。この身体は病院のベッドの上にいる私がモニターとコントローラーで遠隔操作している犬型アンドロイドだ。よくできているだろう？　内蔵されたマイクとスピーカーで会話もバッチリだ」

　えっへんと偉そうに息を吐く狼谷父。

　しかし、その姿は子犬のためにまったく威厳がない。むしろ可愛かわいいくらいだ。きっと幼稚園に連れて行ったら一躍園児たちのアイドルになるだろう。だが、その中身は高校生の娘を持つ中年。夢も希望もないとはこのことか。

「……あ。思い出した。あるみの夢の中に入ったときに教えてもらった、カレンが犬を飼えない理由って……」

「うん。ママが『犬はパパだけで十分だ』って」

「まあ、喋しやべれる犬が一匹いれば他はいらないか」

　普通の犬を飼ってケンカなんかしたら大変だしな。

　しかし、まさか本当に狼かみ谷や父が犬だったとは。こんな伏線の回収の仕方とかありかよ。あんなセリフを真に受ける人間はいないって。

「でも、よく出来てますね」

　狼谷父の子犬ボディを見ながら感嘆してしまった。一見しただけではただの犬にしか見えない。とんでもない技術である。一体誰だれがこんな物を……。

「ちなみに、この子犬ボディを造ったのは少年のお姉さんだ」

「なんで姉さんが!?」

「きみのお姉さんとはちょっとした知り合いでね。この度たび私が入院することになったために、彼女はわざわざこの犬型アンドロイドを造ってくれたのだ」

　ふははっと笑う子犬。

　もしかして、この人は姉さんと仲が良いのかな？　姉さんとフレンドリーってだけで大分尊敬できる。なにしろ姉さんは僕が毎年作っている『今年度関かかわりたくない人間ランキング』のトップを十年以上キープしてるし。そろそろ殿堂入りさせるべきだろう。

「けど、どうしてわざわざ犬の姿に？　姉さんだったら、もっとロボっぽいものも造れたんじゃないですか？」

　例えば、映画『スター・ウォーズ』に出てくるＲ２－｜Ｄ２みたいな。人間そっくりの生体アンドロイドを造る技術を持つ姉さんだ。それっぽいのは造れそうなのに。

「まあ、大した理由ではないのだよ」

　ゆっくりと狼谷父は語り出した。何度聞いても渋い声だ。ジャック・バウアーの日本語吹き替え版みたいな声をしている。

「人間の私は、身体が大きく、どちらかと言うと顔も強こわ面もてでね。昔から別に悪さをしたわけでもないのに周囲の人間に怖がられたりしてきた」

「だから、そんな可愛かわいい姿に？」

「うむ。一種の道楽のようなものだ。入院している間も、家の様子は気になっていたしな。そして、うちの娘……カレンは犬が好きだ。だから可愛い子犬の姿をしていた方が喜んでくれるだろう？」

　言った瞬間、驚くことに狼谷父は器用に片目を閉じてウィンクをした。うわー、子犬がウィンクするとかメチャクチャ可愛い。中身は強面のオッサンだが。

　でも、この人って結構いい人なんだな。

　まさか娘のためにわざわざ犬の姿になるとは。家族サービスをしっかりするタイプらしい。前に聞いた話だと、カレンが不良をやることもとりあえずは認めてくれてるそうだし、実は器の大きい人格者なんじゃ……。

「それに、この姿ならカレンとお風ふ呂ろに入ってもまったく不自然じゃない」

「………」

　前言撤回。

　この人、ただの親バカだ。

「少年。そんな羨うらやましそうな目で私を見るのはやめたまえ」

「そんな目はしてません」

「えっ……そうちょーも、カレンとお風呂に？」

「お願いだから簡単に信じないで！」

　どうしてそんなカミングアウトをしなくちゃいけないんだ。僕がそんなことを思うわけがないだろ。

「けど……そうちょーとカレンは、一緒にお風呂に入ったことがあった気が」

「………」

　そうでした。

　四月四日、入学式の日。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、僕とカレンは一緒に銭湯に行ったっけ。しかも、混浴。

「それにカレンはそうちょーのお背中を流したし」

「！」

「あのときはカレンの身体に巻いたタオルが取れて大変なことになっちゃったよな」

「!?」

「あと、先月は二人きりでデートも……」

「………」

　やめて。それ以上僕の罪状を述べるのはやめて。このままでは僕の命が大変なことになってしまう。なにせここには冷徹な裁判官がいる。父親という名の恐るべきジャッジが。

「――少年」

　さっきよりも明らかに低くなった声。

　うわあああああやっぱり怒ってるんじゃないか狼かみ谷や父。そりゃそうだ。どこの馬の骨とも知れないヤツが娘と混浴なんかしてたら……。

「ずるいぞ！　私だってカレンとお風呂に入りたいのに！」

「まさかのジェラシー!?」

「当たり前だ。カレンとお風呂に入ろうとしても、『ごめん、いくらワンちゃんでもパパと一緒はちょっと……』と断られる日々だからな」

「まあ、カレンも思春期の女の子ですから」

「その代わり、カレンに首輪とリードで繋つながれて街をお散歩できるがな。どうだ？　すごく羨ましいだろう？」

「全然羨うらやましくねえよ！」

　うわあああああいきなりとんでもねえことを言い出したぞこの犬！

　蘇よみがえるのはさっきカレンと出会ったときの光景。

　傍はたから見たら少女が愛犬の散歩をしてるようにしか思えなかったが、実際は父親が娘に首輪とリードで繋つながれて街を徘はい徊かいしてるという恐ろしい映像だったわけか。ハードコアすぎる。そんなプレイはＳＭクラブでもやらないぞ。

「ははは。ドン引きするのはやめたまえ。さっきの私の発言は軽いジョークだぞ」

「えっ……そうなんですか？」

「ああ。せっかく子犬の身体を手に入れたんだ。本当はもっと色々なことをしたい。カレンと一緒の布団で添い寝したり、頭をなでなでされたり、本当の犬みたいに躾しつけられちゃったり……」

「お願いですから全部ジョークだって言って！」

　ご愁しゆう傷しよう様さま、カレン。この人はとんでもない変人だ。エキセントリックな姉を持つ僕にはカレンの気持ちが痛いほどわかる。身内がぶっ飛んだ性格だと、やりきれないよね。

「まあ、いい加減冗談は終わりにして」

　狼かみ谷や父は、渋い声でそう言ってから。

「少年。きみがここに来たのは、私に用があったからなのだろう？」

「あ、はい。どうぞこれを。姉さんからの暑中見舞いだそうです」

「ふむ。ありがたくいただこう」

　カレンの腕の中から飛び降りると、狼谷父は僕から暑中見舞いを受け取った。当たり前だけど、身体が子犬なので口で咥くわえている。

「カレン。開けてくれるかな」

「うん……あっ、チョコレートケーキだ！　すごく美お味いしそう！」

「何!?　それは嬉うれしいな。私は甘いものが大好きだ」

「でも、パパは犬だから食べられないな。犬はチョコレートを食べると中毒症状になっちゃうし」

「うぉおおおおおおおなんてことだああああああああっ！」

　客間の絨じゆう毯たんの上で狼谷父がもだえていた。傍から見ればエサをもらえなかった子犬がダダをこねている微笑ほほえましい光景だが、実際は中年の父親が暴れているだけである。ていうか、犬型アンドロイドなんだからたとえ食べたとしても中毒にはならないんじゃ？

「大丈夫。カレンが病院まで持って行ってあげるから、そっちで食べよ？」

「ううっ……ありがとう、カレン……」

　娘の気遣いにダラーっと涙を流す子犬。

　さすが姉さん。無駄な機能をつけてやがる。この小さな身体にもサーカスインダストリアルの技術が詰め込まれてるのか。自爆機能とか搭載されてないことを祈っておこう。

「じゃあ、用事は終わったので、僕はそろそろ帰りますね」

　言って、僕はその場で背を向けてくるりとターン。正直、一刻も早く帰りたかった。カレンと一緒にいるのは好きだけど、この父親はアグレッシブすぎる。黒くろ医い先生といい、姉さんの知り合いにロクな人はいないようだ。

　そんなことを思い知りながら、僕は客間を出ようとしたが……。

「ダ、ダメだっ！」

　出口をくぐる寸前で、カレンに服の裾すそをくいっと掴つかまれてしまった。

　そして、彼女はうっすらと涙ぐみながら、

「そうちょー。お願いだから、一緒にいよう？」

「……カレン。もしかして、僕に一緒にいて欲しい理由って……」

「うん。せっかく家に来たんだから、カレンと一緒にパパの相手をして」

「やっぱりか……」

　どうやら、カレンはカレンで父親との接し方に困っているっぽい。まあ、父親がこの姿になったら戸惑うよな。人によってはグレて家出をしててもおかしくない気がする。

「お願いだよ、そうちょー。カレンにできることなら何でもするから……」

「うっ……」

　うわー、やめてくれ。カレンみたいなちっちゃくて可愛かわいい女の子に上目づかいでお願いされるとすごく困るんですけど。

「それに、そうちょーも最近は寂しかったんじゃないのか？」

「え？　どういう意味？」

「だって、今そうちょーの家にはあるみんがいないんだろ？」

「………。まあ、そうだけどさ」

　定期検診。

　そんな理由のためにあいつがいなくなってから、もう一週間が経たっている。昨日の夜あるみから『近いうちに帰ります』というメールが届いたけど、ちょっと心配だ。

　それに……。

「………」

　カレンの言う通り、僕は寂しいのかもしれない。

　桜さくらあるみ。

　あいつがいなくて、僕は――。

「―――っ！」

　不意に、頭が割れそうになった。

　例の頭痛である。

　しかも、今までよりもずっと激しい――。

「そ、そうちょー？　大丈夫か？」

　ひどく心配そうなカレンの声。

　気付いたら、僕は絨じゆう毯たんの上に膝ひざをついていた。どうやら、頭痛のせいで立ちくらみを起こしたらしい。

「う、うん。大丈夫。少し頭痛がしただけだから。たぶん軽い貧血だよ」

「ホントか？　ホントに大丈夫なのか？」

　カレンの顔は今にも泣きそうだった。

　……まいったな。コイツを心配させるためにここに来たわけじゃないのに。こんなことならちゃんと薬を飲んでくるんだった。

「カレン。キッチンから水を持って来るんだ」

　僕を気遣ってくれたのか、狼かみ谷や父が指示を出した。

　カレンは「う、うんっ」と頷うなずいてから、脱だつ兎との勢いで走って行く。

　……よかった。

　カレンが帰ってくる前に、ちゃんと平気なフリができるようにしておこう。

「――少年。今きみは頭痛と言ったが、それは持病か何かかな？」

「い、いえ、そういうわけでは……」

「そうか。ならば――何か悩みでもあるのかね？」

「えっ……」

　こっちの心を見透かしたみたいな狼谷父の言葉にドキリとしてしまう。

　確かに、僕は最近少し悩んでいた。

　止まらない頭痛。

　思い出せない夢。

　帰って来ないあるみ。

　そして、Ｅプロジェクト。

　姉さんの……サーカスインダストリアルの目的について。

「……まったく」

　やれやれ、と。

　狼谷父はため息を吐いてから。



「そうやって、なんでも一人で抱え込もうとするところは、父親譲りだな」



「………っ!?」

　突然の言葉に息を呑のむ。

　……父親譲り？

　どういうことだ。

　狼かみ谷や秋あき人と。

　この人は、僕の父さんを知ってるのか？

「――少年」

　困惑する僕に。

　狼谷父は落ち着き払った態度で。

「私が背負っているリュックサックを開けなさい」

「……はい？」

「いいから開けるのだ」

　言って、狼谷父は僕に背中を向けた。

　リュックサック。

　たぶん特注で作られたヤツなのだろう。小さな身体にジャストフィットしている。でも、いきなり開けろって言われても……。

「早くしろ。そして、中にある物を取り出すのだ。きみに渡したいものが入っている」

「わ、わかりました」

　やけに真剣な声に押されるようにして、僕はリュックサックを開けていた。子犬のくせに、やけに威圧感を覚える態度である。

「えっと……」

　ゆっくりと。

　リュックサックに手を突っ込んで、中身を取り出すと――。



　カレンの写真が出てきた。

　しかも、どう見ても寝顔を写したものだった。



「………」

　なんだろう。狼谷父はこんなものを僕に見せたかったんだろうか。正直、カレンが幸せそうにすやすや眠っているワンショットを眺めてるとかなり癒いやされるので、頭痛も悩みも丸ごとふっ飛んでしまいそうだけど。

「違うぞ、少年。それは私の私物だ」

「ああ、ですよね。こんなものを僕に渡しても……」

「五万円で譲ろうか？」

「高っ！」

「むっ。何を言う。私ならその二倍は払うぞ」

「いえ、いくらなんでも写真一枚に十万円は……」

「可愛かわいいカレンの寝顔を隠し撮りした写真だ。それぐらいの価値はある」

「娘の寝顔を隠し撮りしてんじゃねえよ！」

　とんでもねえ親父おやじだ。

　今すぐ動物病院に連れて行って去勢手術を受けさせてやろうか。

「し、仕方ないだろう！　カレンは恥ずかしがり屋さんだから、あまり写真を撮らせてくれないのだ……！」

「まあ、あいつって結構シャイですからね」

「うむ。だから、私も苦労して……って、そんな話をしている場合ではない。リュックサックの中に入っているもう一つの品物を取り出すのだ」

「わかりましたよ……」

　まさか今度はカレンの入浴シーンとか出てくるんじゃないだろうな？　そんな期待……いえ、不安を抱きながらも、僕はリュックサックに手を突っ込む。

　そして――出てきたのは一枚の紙。

　見たところ名刺らしい。まあ、当たり前だけどこの人も社会人だろうし。外見は子犬だけど、こんな豪華な屋敷を建てるくらいだ。結構立場のある人なのかも。

「………」

　そう言えば、四月にカレンと初めて出会ったとき、自分の父親について『会社では偉い人』って言ってた気が――。

「―――っ!?」

　その瞬間。

　僕は本日二度目の驚きよう愕がくに貫かれた。

　狼かみ谷や父の名刺。

　そこには、こんな一文が書かれていたのだ。

『株式会社サーカスインダストリアル・代表取締役　狼谷秋あき人と』



「あれ？　大丈夫か、そうちょー。なんだかさっきよりも顔色が悪くなってるけど……」

　水の入ったコップを持って客間に戻ってきたカレンが、僕を見て心配そうにしていた。

　無理もない。

　自分の顔からどんどん血の気が引いていくのがわかる。あまりの衝撃に頭痛がふっ飛んでしまったくらいだ。

　もちろんその原因は目の前にいる子犬――狼谷秋人。

　まさかこの人がサーカスインダストリアルの関係者だったとは。

　しかも、代表取締役。

　つまりはトップの座に君臨するお方。そりゃあでかい屋敷も建てられるよ。姉さんの知り合いというのも納得がいった。部下と上司。桜さくら鈴すず音ねと狼かみ谷や秋あき人とはそんな仕事上の関係だったのだ。だったら暑中見舞いぐらい送るのも当たり前である。

「………」

　いや。

　今重要なのはそういうことじゃなくてですね。

「少年。そこまで青ざめることはないぞ」

　さきほどとまったく変わらないトーンで、狼谷父は続けた。

「きみが年長者に対するものとは思えない乱暴な口調で何度も私にツッコミを入れたことは、まったく気にしていない」

「………」

「ついでに言えば、私がストレス性の胃い潰かい瘍ようになった原因は部下である鈴音くんが毎日のようにトラブルを起こすせいだと思うのだが、それもきみのせいではない」

「………」

「ああ、そうだ。きみはうちの娘と一緒にお風ふ呂ろに入ったんだったな。もしよければ、そのときの話を詳しく聞かせてくれないかね？　なに、心配することはない。私はこれでも温厚な性格をしているのだ」

「………」

　ごめん、あるみ。

　おまえが家に帰ってくる前に、お兄ちゃんは天国に旅立っちゃうかも。

　なにせこの人はサーカスインダストリアルのトップ。

　ブラック企業の親玉である。迂う闊かつな発言をすればセメント漬けにされて東とう京きよう湾わんに沈められる可能性も十分あり得る。外見は子犬だが病院にいる本人はゴッドファーザーも真っ青の強こわ面もてさんなのだ。

「大丈夫か、そうちょー」

　コバルトブルーに顔を変色させた僕に、カレンが心配そうに話しかけてきた。

「ねえ。カレンは……知ってたの？」

「え？　何が？」

「いや、だからカレンのお父さんの仕事のことさ」

「パパのお仕事？　うーん、会社の偉い人ってこと以外、あんまり知らないかな」

「し、知らないって……！」

　マイペースすぎる。

　自分の親のことだし、フツーは気になるものなんじゃ……。

「だって、パパのお仕事とかあんまり興味ないもん」

「………」

　ひどい。

　悪気がない無邪気な態度だけに、興味を持たれなかった人間のダメージは大きいと思う。その証拠に、狼かみ谷や父はルーベンスの絵を前にしたフランダースの犬のごとく屍しかばね状態。物の見事にイジケちゃってるぞ。

「それに……昔、カレンが訊きいたことがあったけど教えてくれなかったし……」

　少し拗すねた様子で頬ほおをぷっくりと膨らませるカレン。

　もしかして、カレンも本当は興味があったけど、狼谷父が仕事の内容を教えたくなかったんだろうか？　姉さん曰いわくかなりブラックなことをやってるとか……。

「少年。そんな怯おびえたような顔をするな」

　こっちの顔色を悟ったのか、狼谷父が身体を起こした。

「きみが鈴すず音ねくんから何を聞いたかは知らないが、私の会社はまっとうな企業だ」

「……本当ですか？」

「当たり前だろう。清く正しく美しく。それが我が社のモットーだ」

　わははっと笑う子犬。

　なんだ。つまりサーカスインダストリアルがブラック企業だってのは姉さんの冗談だったってわけか。

　あの人は昔から意味のない嘘うそで人をからかうのが好きだったしな。生まれてこの方ターゲットにされてきた僕が言うんだから間違いない。

　さすがに、ブラック企業のトップが自宅で子犬の姿をしてるわけが……。

「――まあ。世の中には、知らない方がいいこともあるがね」

「………」

　……ダメだ。やっぱりこの人の発言は信用できない。娘の前だからブラック企業だってことを隠したいだけかもしれないし。

　サーカスインダストリアル。

　どうやら、真実はまだまだ企業秘密らしい。

「……って、そんなことより、話を戻しましょう。あなたは――僕の父さんのことを知ってるんですか？」

「………」

　問いかけると、狼谷父は沈黙した。

　正直な話、僕は幼い頃ころに両親を病気で亡くしたから、二人がどんな人間だったのかよく知らない。そういう意味じゃ、カレンと同じであんまり興味がなかったのかもしれないけどさ。

「―――」

　――しかし。

　結果的に僕は父さんのことを訊きいていた。

　そうしなければ、大事な何かを見逃してしまうような気がしたのだ。

「――いいだろう」

　長い沈黙の後で。

　狼かみ谷や父はそう答えた。

「きみの父親の――いや、両親のことを教えよう」

「！」

　両親だって？

　じゃあ、この人は父さんだけじゃなく母さんのことも……。

「ただし――それには条件がある」

「………っ！」

　今までになく真剣な狼谷父の態度に息を呑のんだ。

　条件。

　それを飲まなければ、父さんたちのことは教えてくれないってわけか。

　しかも、相手はサーカスインダストリアルのトップ。

　外見は子犬だが、中身はブラック企業のリーダー。一体、どんな理不尽な条件を出されるか……。

「今からする私の質問に、正直に答えてくれ」

「……はい」

　ゴクリと唾つばを飲み込んでから応こたえる。

　すると、狼谷父はカッと小さな目を見開いてから。



「きみは、うちの娘とはどういった関係なんだね？」



　瞬間、僕は物の見事にずっこけた。

　……親バカだ。

　この人、マジで親バカだ。

　まさかこの状況でこんな質問をしてくるとは。

　どうやら本気で娘のことが大事らしい。この様子だと、カレンに頼めばコネでサーカスインダストリアルに就職することだって可能なんじゃないか？　思わぬところで僕の就職先が決まるかも。

「さあ、早く答えたまえ」

「いや、いきなりそんなことを言われても……そもそも、どうしてそんな質問をしようと思ったんですか？」

「ふんっ。そんなの決まっているだろう。カレンがきみと仲が良いからだ」

「まあ、カレンとはそこそこ仲が良いですが」

　クラスメイトで、同じ部活のメンバーでもある。

　そして何よりカレンは僕の友だちだ。

　友だち。

　引きこもりの僕にとって、その存在はすごくありがたい。たぶん、それは極度の人見知りでそれを打開するために不良としての高校デビューを目指しているカレンも一緒だろう。

　けど、だからと言ってそれ以上の関係ってわけでは……。

「それに、カレンの様子が最近変だからな」

「……変？」

「うむ。高校から帰ってくると、いつもきみの話ばかりするのだ。しかも、とても嬉うれしそうに。だから、私はてっきり――」

　瞬間、狼かみ谷や父は黙った。

　というより、黙らされた。

　シッポ。

　短くて可愛かわいらしいシッポである。何を思ったのか、頬ほおを激しく紅潮させたカレンがそのシッポを掴つかんで父親の小さな身体を高々と持ち上げていた。

「な、ななななな何言ってるんだよパパ！　カレンとそうちょーはただの仲の良い友だちだぞ！　なっ!?　そうちょーもそう思うだろっ!?」

「えっ、あっ、うん……」

　反射的に答えることしかできなかった。

　だって、顔を真っ赤にしたカレンがシッポを掴んだまま狼谷父をビッタンビッタン床に叩たたきつけてるんだもん。中世ヨーロッパの拷問でもここまで惨むごいことはしないだろう。

「カ、カレン、やめっ、そんな乱暴ににに……」

　幾度も床へのダイブを強制されながらも、狼谷父は必死にコミュニケーションを図ろうとしていた。

　おお、結構頑丈だな。しかもちっちゃいカレンが片手で振り回せるぐらいだからボディも軽量化されてるんだろう。さすがメイド・イン・サーカスインダストリアル。

「カレン。そろそろ落ち着いて」

　まるで日ひ頃ごろのストレスを発散するみたいに子犬をビッタンビッタンしているカレンに話しかけた。

　すると、カレンは「えっ……」ときょとんとしてから、

「……ハッ!?　カレンは今まで何を……うわあああああ大変だ！　パパの身体がヒラメみたいにペッタンコになっちゃってる！」

「まあ、あれだけ叩たたきつけられればね」

「ひどい！　一体誰だれがこんなことを！」

「実行犯は間違いなくカレンだから！」

「こ、これがウワサに聞くドメスティックバイオレンスってヤツか……！」

「どっちかって言うと動物虐待に近いと思うよ？」

　見た目だけなら狼かみ谷や父は子犬だし。

「ううっ……視界がグラグラする……」

　うめきながらも、よろよろと立ち上がる子犬。

　あれだけ叩きつけられてもまだ稼働できるんだからタフなボディである。ただ、病院で遠隔操作している狼谷父は目を回したようだ。せめて胃い潰かい瘍ようが悪化しないことを祈っておこう。

「で、でも、これでパパもわかってくれただろ？　そうちょーとカレンは友だちだって」

　まだちょっと焦った様子で、カレンは言った。

　今のビッタンビッタンで僕との関係が証明されたとは思えないけど、もしかしたらこれ以上追及するならまた拷問をスタートさせるというカレンなりの脅しなんだろうか。だとしたら、さすがに狼谷父も……。

「――いや、まだだ」

　しかし、狼谷父はまるで魔王に追い詰められながらも起死回生を狙ねらう勇者のような口調で告げた。おおっ、結構カッコイイぞ。声が渋いから余計にそう思う。外見は犬で中身はオッサンだが。

「カレン。去年私があげた誕生日プレゼントがあっただろう？」

「えっ……もしかして、アレのこと？　恥ずかしくて一回も着てないヤツ？」

「そうだ。アレを身に着けてきなさい。そして、その姿を見ても少年がカレンとの恋愛関係を否定するなら、私も信じよう」

「ううっ……わかったよ……」

　どこか気の乗らない様子で、カレンは客間から出て行った。

　そして、狼谷父は「ふぅっ」と一息ついてから、

「さすがにあのビッタンビッタンは驚いた。ふふ、最近の若い子は難しいな。少年もそう思うだろう？」

「僕的には最近の大人も十分難しいと思います」

「私はあくまで自然体でいるつもりなのだが」

「外見は犬にしか見えませんけどね」

「ほお、そんなことを言っていいのかね？　見るがいいこの鋭い牙きばを！　今の私は言わば野獣！　これが本当のモンスターペアレントだ！」

「どっちかって言うとマスコットキャラって感じが……」

「ならば親しみを込めて『アッキー』と呼んでもいいぞ？」

「とりあえずあんたは自分の歳としを考えろ！」

　高校生の娘がいるんだからそこまで若くはないはずである。なのに『アッキー』とか軽いあだ名で呼べるかよ。

「それより、カレンに何をさせるつもりですか？」

「なに、大したことはない。去年の誕生日にプレゼントした服を着てもらうだけだ。きみがその姿を見てもまだ理性を保っていられたら、カレンとはただの友だちなのだと信じてやろう」

「また意味のわからないことを……」

　さっきのビッタンビッタンで子犬ボディに誤作動が生じてるんじゃないか？　もしくは操作している本人の三半規管がやられたとか。

　何にせよ、注意は必要だ。

　なにせ服を着るのは狼かみ谷やカレン。

　我らがロボ研のマスコットキャラ。可愛かわいさだけなら昨今ブームのユルキャラにだって負けやしないのだ。

　まあ、いくらなんでも警戒し過ぎなのかもしれないが。さすがの狼谷父も、娘の誕生日プレゼントにそこまでマニアックな衣装を贈るわけが……。

「き、着てきたぞ……」

　そこでカレンが恥ずかしそうに顔を俯うつむかせながら客間に帰ってきた。

　瞬間――僕は息を呑のんだ。

　浴衣ゆかた。

　今の季節にベストマッチなジャパニーズファッションである。桃色の生地がカレンの天てん真しん爛らん漫まんな雰囲気によく似合っていた。

　ただ……。

「な、なんだよ、そうちょー。何か文句でもあるのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　違和感。

　カレンの着てる浴衣にはどうしようもない違和感があった。そう、正直言ってあまりにも似合いすぎなのだ。言わずもがな、カレンの身長は小学生なみにちっちゃい。そんなチビオオカミにジャストフィットしてしまう浴衣ってことは……。

「もしかして……子供用？」

「っ！　し、仕方ないだろっ！　フツーのヤツじゃサイズが合わなかったんだっ！」

　……もぅ、だから着たくなかったのに、とカレンは拗すねたように口唇を尖とがらせた。

　個人的には可愛かわいくて良いと思うのに。まあ、この恰かつ好こうで夜祭りに行ったら確実に迷子センターに連行されるだろう。

「―――」

　でも――カレンが拗ねるのも無理はないかもしれない。

　コンプレックス。

　カレンは自分の小さな身体に劣等感を持っている。その証拠に夏の目標が身長を伸ばすことだったし。だから、子供用の浴衣ゆかたをプレゼントされたのは結構ショックだったんだと思う。

　うーん、これは何かフォローをした方が……。

「うむ！　さすが私の娘だ！　殺人的に似合っているぞ！」

　しかし、そんな娘の浴衣姿に歓喜する親バカが一人……いや、一匹。

　狼かみ谷や父は最上級のビーフジャーキーでももらった犬みたいにはしゃいでいた。ああ、子の心親知らずとはこのことか。むしろ、カレンの浴衣姿が見たくてあんな要求を出したんじゃないか？



    

  
    
      



    

  
    
      「く、くそぅ……なんでカレンみたいな不良がこんな服を……っ」

「おおっ！　恥ずかしがってるカレンも可愛かわいいな！」

「……あの、その発言は父親としてどうかと思うんですが」

「何を言う。これでも譲歩したのだぞ。カレンの誕生日プレゼントの候補はもう一つあったからな」

「もう一つ？」

「ダンボールだ」

「なんでそんなものを娘の誕生日に!?」

「わからんのか！　カレンみたいなちっちゃい女の子がダンボールに入っている姿を想像してみろ！　雨に濡ぬれた捨て犬みたいでついついお持ち帰りしたくなっちゃうだろう！」

「あんたはもう警察官にお持ち帰りされちゃえよ！」

　別名、逮捕とも呼ぶ。いっそのこと留置場で頭を冷やしてこい。

　しかし、誕生日プレゼントがダンボールかもしれなかったのは不ふ憫びんすぎる。教育委員会に話したら間違いなく児童虐待を疑われるエピソードである。

「ううっ……いつの間にかこんなに可愛く育ってしまって。大きくなったな、我が娘よ」

「単に今のあなたがちっちゃいだけじゃないですか？」

「ふっ。なんとでも言うがいい。ところで、どうかね？　きみはこれでもカレンのことをただの仲の良い友だちだと言えるのかな？」

「ええ。もちろん」

「な、なんだと!?　信じられん！　きみは今までどんな教育を受けてきたのだ！」

「至ってフツーの教育ですよ」

「いい子ぶりおって！　この学歴社会の犬が！」

「今のあんたにだけは言われたくないセリフだ！」

　なんで犬に犬って罵ののしられなきゃいけないんだよ。

　何にせよ、ここでカレンの魅力に屈服するわけにはいかない。正直、普段の僕だったらとっくに陥落してるところだけど、狼かみ谷や父の前では冷静でいないと……。

「……むっ」

　しかし、僕の言葉を聞いたカレンが少し不機嫌そうにしていた。

　え？　何そのリアクション？　だって、僕たちはクラスメイトで、同じ高校デビューを目指す部活のメンバーじゃないか。

　だから僕たちはただの仲の良い友だちだ。

　そう、いくら浴衣ゆかた姿のカレンがちっちゃくて妹みたいだからって――。

「………っ!?」

　――瞬間。



　あまりにも唐突に、視界が歪ゆがんだ。



　頭痛。

　それも今までとは比べものにならないほどの激痛。

　まるで頭ず蓋がい骨こつの中身を焼けた棒で串くし刺ざしにされているような、鮮烈な痛みが意識を揺さぶった。

「……そうちょー？　もしかして、また頭が痛むのか？」

　カレンが心配そうに声をかけてきた。

　……よかった。

　浴衣ゆかた姿のカレンとは結構距離が離れている。

　たぶんこれなら、巻き込んでしまうことはない――。

「―――」

　そして。

　僕は倒れた。

　今度は、受け身すら取れなかった。



　――祭まつり囃子ばやしが聴こえる。

　おぼろげな意識の中で、僕はそんなことを思った。

　――夢。

　きっとここは夢の中なのだろう。

　だって、僕の前には彼女がいる。

　浴衣を着た、小さな女の子。

　どうしてか顔はよく見えないけど、彼女とは以前にも会ったことがある。

　あのとき、彼女は白いブラウスを着ていた。

　そして、涙を零こぼして泣いていた。

　だから僕たちは、チョコレートをはんぶんこして――。

「―――」

　でも、どうしてだろう。

　彼女とは会ってはいけない気がする。

　夢の中。

　そこで再現された季節は、夏。

　耳に届くのは祭まつり囃子ばやし。

　夏祭り。

　その日、僕と彼女は――。

「うっ……」

　パチリ、と。

　現実の世界で瞼まぶたを開けて、僕はベッドの上で目を覚ました。

　視界に映るのは見慣れない部屋。

　ここは……。

「……そうだ。僕は暑中見舞いを届けにカレンの家に来て……」

　頭痛で倒れてしまって……うわっ、もう夜の十時だ。そう言えば、昨日は夏休みってこともあって深夜遅くまでゲームしてたっけ。その影響で目覚めるのが遅れてしまったのかもしれないが……。



「……そうちょー？」



　と。

　部屋にある時計を見ながらベッドの上で上体を起こすと、幼い声が僕を呼んだ。

　狼かみ谷やカレン。

　未いまだに浴衣ゆかた姿の彼女はベッドの脇わきに置かれた椅子の上にちょこんと座っていた。

「!?」

　次の瞬間、身体に感じる柔らかな感触。

　突然のことに寝ボケていた意識が一気に覚かく醒せいする。

　なんと――カレンが僕に抱きついてきたのだ。

「……カ、カレン？」

　反射的にカレンの身体から離れようとしたが――彼女の肩が小さく震えているのに気付いた。

　――そして。



「…………よかった」



　僕の身体を強く抱きしめながら、カレンは震える声で言った。

「し、心配したんだぞっ。そうちょーがいきなり倒れるから……っ」

「………。ごめん、カレン」

「ご、ごめんで済むかっ！　そうちょーのばかっ！　そうちょーはカレンの友だちなんだぞ!?　だから、カレンがどんな気持ちで……っ」

「……うん。ありがとう。僕なんかのことを、心配してくれて」

「っ！　お、お礼なんか言っても、絶対許してやらないぞ……っ」

　うーっと子犬のように唸うなりながら、カレンは目に涙を浮かべていた。

『優しい不良としての高校デビュー』

　そんな目標を叶かなえるために、いつも強気な態度でいようとするカレンだけど……今の彼女は少し違う気がした。

　僕に抱きついているのは――小さな女の子。

　人見知りで、不器用だけど……根は優しい友だち想おもいな女の子。

　その姿は――どうしようもなく可愛かわいく見えた。

「――ねえ、カレン」

　だからなのだろうか。

　僕は、彼女に話しかけていた。

「今朝僕と会ったとき、身長が伸びないことで悩んでるって言ってたよね？」

「うっ……ま、まあな」

　思い出すのも嫌なのか、カレンの声は少し沈んでいた。

「でも――そこまで気に病みすぎることはないと思うよ？」

「むっ……どういう意味だよ」

「いや、だってさ――」



　カレンは、今のままでも十分魅力的だから。



「えっ……」

　僕の言葉に、カレンは顔を上げてきょとんとしていた。

「け、けど、カレンは不良を目指してるんだし、身長は大きい方が……」

「だからって、気に病みすぎて落ち込むのも良くないんじゃない？」

　思えば、ちょっとだけ今日のカレンは元気がなかった気がする。浴衣ゆかたを着たときもやけに拗すねてたし。

　だから――僕は彼女のことを元気づけたかったんだろう。

　自分が倒れたときにずっと心配してくれた友だちを、少しでも励ましたくて……。

「それに、身長が変わっても変わらなくても、少なくとも僕はずっとカレンの友だちでいるからさ」

「………」

　沈黙。

　カレンは少しだけ黙った後で、「……そうちょーのばか」と言ってから、再び僕の身体をぎゅっと抱きしめてきた。

　言葉遣いは乱暴だったけど、不思議と嫌な感じはしなかった。

　たぶん、これがカレンなりの親愛の証あかしなんだと思う。

　そんなことを考えながら、僕は小さな友だちの背中を両腕で抱きしめた。



「おや。やっと目覚めたのかね、少年」

　響き渡るナイスミドルな声。

　狼かみ谷や秋あき人と。

　相変わらず子犬スタイルの狼谷父は、小さく開けられたドアの隙すき間まから部屋に入ってきた。

「具合はどうかね？　きみは随分長い時間眠っていたのだよ」

「今は大丈夫です。ご心配をおかけしました」

　素直に頭を下げる。

　けど――一体あれはなんだったんだ？

　頭痛。

　そして、さきほど見た夢。

　浴衣ゆかたを着た小さな女の子。

　そして、夏祭りの思い出――。

「―――っ」

　その瞬間、また微かすかに頭が痛んだ。

　まるで思い出してはいけないかのように。

　思い出すことを、拒絶するかのように――。

「もう夜も遅い。今夜はうちに泊まっていきなさい」

「……ありがとうございます」

　若干甘え過ぎだと思ったけど、宿を貸してもらうことにしよう。帰る途中にまた倒れたりしたら厄介だ。夜の街なら余計に。

「ところで、カレンはそこで何をしているんだ？」

「い、いえ、これは……」

　思わず言葉に詰まってから、僕は未いまだに自分の身体に抱きついているカレンを見つめた。

　あの後、いつまでもカレンが身体から離れないと思ったら……僕に抱きついたままで眠ってしまったのだ。

　泣き疲れたのか、僕が目覚めてホッとしたのか……何にしろ、僕はカレンに大分心配をかけてしまったらしい。

「――まあ、仕方がないか。きみが倒れてから、カレンはずっと傍そばで看病していた。まったく、よっぽどきみのことが大事らしいな。きみが倒れたときも泣きじゃくって大変だった」

「……ホントに、ご迷惑をおかけしました」

　カレンを起こさないように小さな声で言う。

　安らかな寝顔。

　きっと僕が倒れたせいで精神的に疲れたんだろう。目を覚ましたら、もう一度お礼を言わないと。

　そして、目を覚ましたら狼かみ谷や父に弁解をして欲しい。

　この人のことだからまた僕たちの関係を誤解しそうだし、最悪ブラック企業流の制裁が加えられる可能性も……。

「まあ、今回は見なかったことにしよう」

　けれど。

　意外なことに、狼谷父はそんなことを言った。

「正直な話、きみには感謝している。カレンはこう見えても人見知りでね。今まで友だちがなかなかできなかったからな」



    

  
    
      



    

  
    
      「………」

「だが、高校生になってからは違うようだ。カレンが家族以外の人間にここまで気を許している姿は初めて見たよ」

「………。そう言えば、カレンには双子の姉妹がいるんですよね？」

「むっ。なんだ、そのことも知っていたのか。けど、あの子は今この屋敷にはいない。全寮制の女子高に通っている」

「そうなんですか……」

　そう、僕がカレンと仲良くなったのはお互いの境遇が近かったからだ。

　僕が天才である姉さんに激しいコンプレックスを抱いて引きこもりになったように、カレンも自分の姉妹にコンプレックスを抱いていた。

　だから、僕たちは友だちになれた。

　一緒に高校デビューを目指そうって、決めたんだ。

「しかし、さすがの私もきみが倒れてしまうとは思っていなかったよ。また例の頭痛かね？」

「ええ、まあ……」

　軽く返事をしてから、僕は黙った。

　そして覚悟を決める。

　そう、真実に踏み込む覚悟を――。



「――教えてください」



　静かに。

　僕は狼かみ谷や父に訊たずねた。

「あなたは、僕の両親を知っているんですか？」

「………」

　沈黙。

　狼谷父の返答は沈黙だった。

　少しの間、カレンの小さな寝息だけが響く。

　――そして。

「ああ、そうだ」

　彼は小さな顔を動かしてはっきりと頷うなずいた。

「少年。私がきみに教えられるのは一つだけだから、よく聞くといい。きみの両親――特に、父親とは学生時代からの友人だった。そして、彼らは長い間私の仕事仲間だったよ。今の私の会社があるのも、彼らのおかげだ」

「………っ」

　じゃあ、つまり。

　僕の両親は――。



「そう。きみの両親は、サーカスインダストリアルの社員だった」



　狼かみ谷や父は。

　その小さな瞳ひとみで、真まっ直すぐに僕を見つめてから――。

「そして――きみの妹である桜さくらあるみを造り出したＥプロジェクト。その創始者は、きみの両親だ」



    

  
    
      第４話　ラッキープール





　八月十五日、午前九時三十二分。

　鉛のような雲に覆われているせいか、街の空気は昨日ほどバーベキューされてはいなかった。

「いや、単に朝だから気温が低いだけかな」

　曇天の下を、僕は一人歩いていた。

　昨日は結局カレンの家に泊まることになった。今朝は朝ゴハンまでご馳ち走そうになってしまったし、これじゃ暑中見舞いを贈った意味がない気がする。

「けど……Ｅプロジェクトか」

　昨晩、狼谷父――サーカスインダストリアルのトップに立つ人間から教えてもらった話。

　僕の両親は生前、サーカスインダストリアルの社員だった。

　そして、Ｅプロジェクトの創始者。

　つまりはあるみの開発に関かかわっていた可能性がある。

　狼谷父はそれ以上のことは教えてくれなかったけど……これはもう放っておいていい問題ではなくなってしまった気がする。

　そう、僕は真実が知りたい。

　桜さくらあるみ。

　あいつは、僕の妹なのだから。

「……と、着いたな」

　街を歩くこと十数分。僕は一晩ぶりの我が家へとたどり着いた。

　カチャリとドアを開けて、玄関へと入る。

　しかし、住み慣れたホームに帰ってきたはずなのに、どこか寂しい感じがした。

　理由は簡単だ。

　今、この家には僕一人。

　あるみは定期検診から帰って来ていない。

「………」

　でも、あるみは知っているんだろうか？

　Ｅプロジェクト。

　その計画に、僕の両親が関かかわっていたことを――。



「おや。何やら浮かない顔をしていますね、マスター」



　突然。

　玄関からリビングへと移動したのは無感情だが滑らかな声だった。

　二つに結った艶つややかな髪、華きや奢しやな体たい躯く、可愛かわいらしい桜色のキャミソールに季節外れの初雪みたいな真っ白なスカート、そして機械人形のように端正な輪郭。

　桜あるみ。

　僕の妹は、何事もなかったようにリビングに佇たたずんでいた。

「……あるみ。おまえ、何してるんだ？」

「何をと言われても、私はちょうど朝食の準備を終えたところですが？」

　見ると、確かにテーブルの上にはあるみシェフお手製のモーニングセットが。

　オーブントースターで焼いたチョコクロワッサン、スクランブルエッグ、トマトとレタスのサラダ、そして牛乳。パーフェクトな朝食である。ああ、惜しいことをした。朝食はカレンの家で食べてきちゃったからせっかくの妹の料理を完食できなさそう……。

「……じゃなくて！」

　何をのんびりと朝食風景を描写してるんだ。

　もっと他にすることがあるだろ。

「あるみ。いつ帰ってきたんだ？」

「昨日の夜です。……すみません、マスター。定期検診が長引いてしまって、思ったよりも帰るのが遅れてしまいました」

　自分でも申し訳ないと思ってるんだろう。あるみはシュンとした態度で言った。

　……まあ、あれですよね。

　妹にこんな顔されたら、兄としては何も言えなくなってしまうわけで。

「……別に謝らなくていいよ。ただ、ちょっと長引いてるみたいだったから少し心配だっただけで」

　やれやれとため息を吐きながらリビングのソファーに腰を下ろす。何はともあれ、あるみが帰って来てくれてよかった。

「ところで、定期検診ではどんなことをしてきたんだ？」

「えっ……そ、それは……っ」

　なぜか、頬ほおを紅潮させるあるみ。

　むっ。なんだよそのリアクションは。まさか、定期検診の担当者にセクハラとかされたんじゃないだろうな。だとしたら許さない。狼かみ谷や父に情報をリークしてリストラに追い込んでやる。

「まあ、色々ありました。なにせ、定期検診の担当者は博士でしたから」

「よりにもよって姉さんか……」

　フツーは身内が相手なら安心するかもしれないが、この場合は違う。なぜならセクハラをする人間よりもあのエキセントリックな天才科学者の方が数倍タチが悪いからだ。

「大丈夫か？　変なこととかされなかったか？」

「はい。検診中は私も目を光らせていましたから。博士は残念そうにしていましたが」

「残念そう？」

「『ドリルとか付けたかったのになぁー』と」

「定期検診って言うより改造手術じゃん！」

　自分の妹をなんだと思ってるんだ。検診を受けた方がいいのはどう考えても姉さんの方である。

「ちなみに、私もマスターのことを心配していたんですよ？」

「えっ？」

「マスターが、私がいなくて泣いているんじゃないかと思って」

「いや、さすがにそこまで寂しがっては……」

「『ひゃっはああああっ！　妹がいなくなって俺は今最高にフリ―ダムだああああっ！　嬉うれしくて涙が止まらないぜええええっ！』みたいな」

「僕はそんなハイテンションキャラじゃねえ！」

「では、寂しがってくれたのですか？」

「うっ……」

　反射的に、あるみから視線を逸そらしてそっぽを向いてしまった。だって、今の僕の顔を見られるわけにはいかない。たぶんリンゴばりに赤くなってること間違いなしである。

「……マスター」

　と。

　そこで、あるみは僕の方に近づいてきてから、

「――ただいま、帰りました」

　少しだけ照れくさそうに、そんな挨あい拶さつをした。

「ああ。おかえり」

　当たり前のように、僕はそう応こたえる。

　――そうだ。

　今のやり取りはひどく当たり前のことだ。「ただいま」と言えば、家にいる誰だれかが「おかえり」と返事をしてくれる。そんなのは、妹と一緒に住んでいる僕にとっては何でもないことだ。

　けど――。

「やっぱり、我が家が一番ですね」

　あるみはそう言ってから、ちょっとだけ微笑ほほえんだ。

　――たぶん。

　そんな当たり前の日常こそが、僕たちにとってのかけがえのない幸せなんだと思う。

　一週間ぶりにあるみが帰ってきたことで、そのことを強く実感できた。

　正直な話、僕はコイツがいなかった一週間、どうしようもなく寂しくて――。

「ところで」

　が。

　そこであるみはジトーッと僕を半目で睨にらみつけてきた。

「マスター。昨日の夜はどこへ行っていたんですか？　家に帰って来なかったところを見ると、どこかに外泊していたのですか？」

「………」

　緊急事態発生。

　住み慣れたアットホームな我が家が一瞬で殺伐とした法廷へと早変わり。もちろん質問担当は桜さくらあるみ特別捜査官。どうやら彼女は兄の外泊先が気になるご様子です。

「べ、別にそこまで気にすることじゃないだろ？」

「いいえ。私はマスターの高校デビューをサポートするためにやってきた妹です。マスターの行動をできるだけ把握しておかなければなりません」

「………。実は、友だちの家に泊ま――」

「嘘うそですね」

「否定するのが早すぎやしませんか!?」

「だって、マスターを泊めてくれるほど仲の良い友だちはいません。それはクラスメイトであり、妹であるこの私が一番わかっています」

　えっへんとぺったんこな胸を張るあるみ。

　あー、そうですよ。なにせ僕は引きこもり。最近は大分改善されたけど、あるみの言う通りそこまで仲が良い男友だちはいない。

「ただし、例外が一人います。カレンさんです。彼女はマスターとも仲が良いですから」

「ぎくっ」

「……マスター。何ですか今のリアクションは？」

「………」

「もしや……本当にカレンさんの家にお泊りを？」

「………」

　真夏だっていうのに、僕の背筋はマイナス三十℃くらいまで瞬間冷凍。おかしいな。朝の天気予報じゃ今日は午後から真夏日とか言ってたのに、我が家の空気は南極も真っ青なくらいフリーズドライですよ。

「なるほど。マスターは私がいない間に十分羽を伸ばせたようですね。その結果、女の子の家にお泊りを……」

「ち、違う！　カレンの家には泊まったけど、ちゃんとカレンのお父さんもいて……」

「つまりは家族ぐるみの付き合いをしてきたと？」

「なんでおかしな風に解釈するのさ！」

「だ、だって……」

　むっとあるみは拗すねたように唸うなった。

　もしかして、コイツもカレンの家に泊まりたかったのかな。修学旅行みたいな感じで枕まくら投なげがしたかったとか。もっとも、あるみのパワーは人間離れしてるから枕が凶器になりかねないが。

「心配するなよ。別にやましいことはなかったから」

「えっ……そうなのですか？」

「頼むからもうちょっと兄を信用してくれ」

「カレンさんにエッチなコスプレをさせていたわけではなくて？」

「そそそそそんなことはしてませんよ!?」

　と言いつつも、カレンが浴衣ゆかたを着たのは事実。我が妹ながら恐るべき勘の良さである。犯人は狼かみ谷や父だが、黙って見ていた僕も同罪だろう。しかも、思いっきり抱きしめちゃったし。

　ともかく。

　これでカレンの家に泊まった件は不問に――。

「そう言えば、博士が黒くろ医い先生から聞いたらしいのですが――マスターは姫ひめ宮みやさんと仲良く一緒にバイトをしていたそうですね？」

「………」

　……黒医先生。

　雇ったバイトの個人情報をバラすのは規則違反だと思うのですが。

「お、落ち着け、あるみ。あれは高校デビューの一環だったんだ」

「それなら、私のことを誘ってくれても……」

「仕方ないだろ。おまえは定期検診でいなかったんだから」

「っ」

　悔しげに唸うなった後、「だとしても、どうしてよりにもよって姫宮さんと一緒に……」と口唇を尖とがらせるあるみ。

　まあ、コイツがこんなリアクションをするのはわからなくもない。

　だって、あるみと姫宮先輩って犬猿の仲だし。だから兄である僕が姫宮先輩とバイトに行ったのが気に入らないんだろう。たぶん。

　しかし、マズいことになってしまった。

　せっかく家に帰って来たっていうのにあるみはご機嫌ナナメ。このままでは兄妹水入らずの夏休みが台無しである。

　うーん、これは何か対策を立てねば……。

「あの……マスター」

　だが、そこで口を開いたのはあるみ。

　妹はどこか落ち着かない様子で瞳ひとみをきょろきょろさせてから、スカートのポケットに手を入れて、

「実は、博士からこんなものを貰もらったんです」

「ん？　これって……チケットか？」

　ポケットから取り出されたのは、カラフルな絵がプリントされたチケット。そこに書かれている文字には見覚えがあった。

　レジャーランド。

　この街から電車で三十分ほど行ったところに最近造られた大型娯楽施設。プールやアトラクションが揃そろった、夏には持って来いの遊び場であった。

「博士曰いわく、定期検診が予定より遅れてしまったお詫わびだそうです」

「へえー。姉さんもたまには気の利いたことをするんだな」

「そ、そうですね。ところで……マスター。一つ相談があるのですが……」

　あるみは。

　かすかに顔を桃色に染めてから、消え入りそうな声で、



「私と一緒に……ここへ行きませんか？」



「………」

　……いや。

　ちょっと待ってくださいあるみさん。

　それって、もしかして……。

「……つまり、僕とデートがしたいってこと？」

「っ。そ、そういうわけではなくてっ。ほら、前にキャンプに行ったときにマスターは私に言ってくれたじゃないですか。『今度泳ぎを教えてやる』って」

「ああ、そんなことも言ったような……」

　こう見えても、あるみはカナヅチである。身体能力はバツグンなのに泳ぎだけは苦手なんだとか。それは五月に行ったキャンプで明らかになった。そのとき、僕は兄として泳ぎを教えるって言った気が……。

「それに、遊びに行くのは高校デビューのためにも役に立ちます。マスターが目指しているのは『フツーの男の子としての高校デビュー』。フツーの高校生男子だったら、夏休みに一回ぐらいは女の子とプールに行きます」

「そうかな？」

「そうですっ。絶対行くに違いありませんっ」

　頑固な態度で断言するあるみ。

　しかし、世の中そんなにリアルが充実している高校生ばっかりじゃない気がする。一度統計を取ってグラフにしてみたい。

「それに、マスターは先月私の夢の中でカレンさんとデートをしていたでしょう？　マスターも高校生ですから、女の子とデートしたいのは当然です。だから、ここは妹である私が一肌脱いであげようかと……」

「いや、別に僕はそこまで女の子とデートしたいわけじゃないぞ」

　そう、僕のモットーは保護色。

　目立たない高校生活が信条なので、女の子と二人きりでデートするのはまだ早い気がする。グループで行くならまだしも、二人だとクラスメイトの誰だれかに見られたら誤解されそうだし。まあ、相手が妹あるみならその可能性も低いと思うが……。

「あ、あぅ……でも……」

　けれど。

　あるみは心細そうに胸の前で指をモジモジさせながら、

「せっかくの夏休みなのに、定期検診があったせいで……私だけマスターと一緒に遊んでいませんし……」

　いつもの彼女らしくない、子供っぽい声で呟つぶやいた。

　……うーん、それもそうか。

　姫ひめ宮みや先輩とカレン。

　この一週間、僕はあるみ以外のロボ研メンバーと一緒に夏休みを過ごした。なのにコイツだけ仲間外れっていうのも、ちょっと可哀かわい想そうな気がするよな。

「――うん。わかった。じゃあ、一緒に行こう」

「本当ですかっ!?」

「あ、ああ……」

　あるみが珍しく大声を出したのでビックリしてしまった。そんなに嬉うれしかったのかな。まあ、コイツも一週間の定期検診で退屈してたのかも。

「では、早速出発しましょう」

「今から行くのかよ!?」

「ノープロブレムです。私の準備はもう万端ですから」

「万端って……」

「ちなみに、スカートの下には水着を着ていますよ。ほら、この通り」



    

  
    
      



    

  
    
      「わざわざ捲まくらなくていいから！」

　スカートを両手でちょこんと摘まんでたくし上げているあるみから必死に目を逸そらす。うわー、僕の答えを聞く前からすでに行く気満々じゃん。遠足前夜の小学生かよ。

「おまえ、もしかして昨日の夜からずっと楽しみにしてたのか？」

「えっ……どうしてわかったんですか？」

「いや、普段は生意気で無愛想なくせに、珍しく大はしゃぎしてるからさ」

「っ！　そっ、そんなことはどうでもいいのですっ！　さあ、マスターも早く出かける準備をしてくださいっ！」

　自分でも自覚があったのか、あるみは頭から湯気を出しそうな勢いで顔を真っ赤にしていた。

　その姿は普段のクールな雰囲気とは違って見えて……うん。やっぱりコイツって毒舌さえ吐かなければメチャクチャ可愛かわいいよな。

　だから、悪くないだろう。

　せっかくの夏休みなのだから、コイツと一緒にデートをするのも悪くない。

　それで、少しでもあるみの楽しそうな顔が見られるなら――。

「―――っ」

　瞬間。

　微かすかに、頭が軋きしんだ。

「……マスター？　どうかしたのですか？」

　こっちの表情の変化を敏感に悟ったのか、あるみが上目遣いで僕を見つめてきた。

「――いや、なんでもないよ。ただ、今日のあるみはやけに子供っぽくて可愛いなって思ってさ」

「なっ……ね、寝ボケたことを言うのはやめてくださいっ！」

　耳まで真っ赤になりながら、あるみは僕の背中を押すようにしてリビングから出た。

　……よかった。

　今のセリフでこっちの不調はどうにか誤ご魔ま化かせたっぽい。

　そう――せっかくレジャーランドに遊びに行くんだ。

　あるみに変な気を遣わせたくない。

　正直な話、こんなに楽しそうなコイツの姿を見るのは初体験だし。

「―――」

　――だから。

　Ｅプロジェクトのことについて訊たずねるのは、もうちょっと後にしよう。

　もしかしたら――あるみは知っているのかもしれない。

　僕の両親がサーカスインダストリアルの社員だったこと。そして、自分の開発に関かかわっていたかもしれないことを。

「………」

　でも、それを今訊きくのはナンセンスだ。

　だって、今日はデート。

　一週間ぶりに、兄妹二人きりで過ごせる日なのだから――。

「――ん？」

　と。

　あるみに背中を押されたまま二階に上がろうとしたところで、玄関からインターホンの音が響いた。

　どうやら、誰だれかが訪ねてきたみたい。

「……誰ですか、こんなときに」

　背中から聞こえた妹の声に僕は「ひいっ」と悲鳴を上げそうになった。さっきの楽しそうな雰囲気とは一転。殺気すら含まれていそうなあるみのデスボイスであった。

「あ、あるみ、ちょっと落ち着いて……」

「わかっています。落ち着いて追い返せばいいのですね？」

「そういう意味じゃなくて！」

「落ち着いてミゾオチを狙ねらうのですか？　しかし、私のグーが当たったら最悪の場合内臓破裂を起こして病院に緊急搬送される可能性が……」

「物騒なことを言うのはやめてくれません!?」

　大変だ。このままでは妹が犯罪者の仲間入りである。楽しい気分に水を差されたからって、そこまで不機嫌になるなよな。

　とりあえず二階に行くのを中止して玄関のドアを開けると、そこにいたのは宅配便のお兄さんだった。この暑い中、ご苦労様です……って、待て待て待て。

「なんだこれ？」

　受け取りの手続きをしてから、お兄さんがドンッと我が家の玄関に置いていったものを凝視する。

　箱。

　一言で言うならば箱である。白い包装紙とピンクのリボンで彩られた立方体。クリスマスプレゼントを入れるのに使われそうな派手なタイプ。

　しかも、やけにでかい。

　人間が一人くらい余裕で入りそうな感じ。やっぱりクリスマスプレゼントには使えなさそうだ。こんなのが靴下の中に入るわけがない。

「誰がこんなものを？」

　言って、あるみが箱の上に貼はられた伝票を覗のぞき込んだ。つられて僕も視線を向ける。すると、伝票の『荷物の種類』の欄には――。



『愛』



「………」

　やべえ。

　とんでもねえプレゼントが送られてきたぞ。なんだよ、『愛』って。しかも、よく見たらご丁寧に『愛ＬＯＶＥ』ってルビまで振られてやがる。

「もしや、この箱はマスターの仕業ですか？」

「え？　なんで僕？」

「だって、『愛』ですよ？　きっとマスターが通信販売で大人のオモチャ的なものを買ったに違いありません」

「違いなくない」

「『グヘヘ、これで生意気な妹を調教してやるぜ……！』とエッチなプレイを……」

「その愛は歪ゆがみすぎだから！」

「しかし、これは大人のオモチャだとしても大きすぎる気が……ハッ、まさか私がプリントされた抱だき枕まくらをオーダーメイドで……」

　不潔です、信じられません、私という妹がいながら……と後ずさりするあるみ。

　いかん。このままではデートどころじゃない。下手をしたら通報されて国家権力さんのお世話になっちゃうかも……って、あれ？

「おい。この荷物、受取人の名前があるみになってるぞ」

「えっ……でも、私は……」

「こっそり大人のオモチャを買ったのか？」

「そそそそんなことはしませんっ」

「じゃあ、僕がプリントされた抱き枕？」

「違いますっ。どうせ注文するのならもっと別の物を頼みますっ」

「別の物？」

「マスターがプリントされたサンドバッグを」

「そっちの方が余計に嫌だよ！」

　どう考えても呪のろわれたアイテムだ。最悪の場合ドメスティックバイオレンスを誘発しかねない。あるみなら嬉き々きとしてプロレス技をかけそうでマジ怖いです。

「とりあえず、中身を見てみましょう」

　自分にかかった疑いを晴らすためか、あるみが箱に手をかけた。シュルシュルと解かれるリボン、バリバリと剥はがされる包装紙。ほどなくして、箱の本体が現れた。

「じゃあ、開けますね？」

　ちょっと緊張した様子で、あるみが箱の蓋ふたに手をかけようとした。

　その瞬間だった。

「!?」

　バンッと勢いよく箱の蓋が飛んだ。もしやこのファンシーな箱は小包爆弾で、娘と混浴したことに腹を立てた狼かみ谷や父からの冥めい土どの土産なんじゃないかと思ったが、どうも違ったらしい。

　女の子。

　なんと、箱の中には黒いゴスロリドレスを着た小柄な女の子が潜んでいたのだ。

「お姉さまっ！」

　そしてそいつは歓声を上げながら、箱を開けようとしていたあるみの首に豪快なダイビングハグをかまして、そのまま押し倒した。

　対するあるみは……あ、ヤバイ。抱きついてきた女の子の背中を必死に叩たたいてる。これはどう見てもタップアウト。プロレスなどではお約束のギブアップサインである。どうやらものすごい力で首を圧迫されているらしい。

「……おい。そろそろ離れろよ。それ以上やるとあるみが死ぬぞ」

　レフリーになった気分で忠告してやると、女の子は「えっ……」と硬直してから、



    

  
    
      



    

  
    
      「ああっ！　お姉さまの顔がいつの間にか土色に！」

「まあ、あれだけ首を絞められればな」

「大変！　早く人工呼吸してあげないと！」

「どさくさに紛まぎれて行為に及ぼうとするな！」

「こ、こここ行為って……バッカじゃないのっ!?　あたしはただお姉さまのことを心配してるだけだもん！　そんなエッチなことをしようとしたわけじゃないんだからっ！」

　ポニーテールを揺らしながら、女の子は必死に弁解していた。

　そう、桜さくらくるみ。

　箱の中から出てきたのは、桜あるみの保護プログラムであり、自称彼女の妹であった。

「………」

　まあ、とりあえず。

　桜あるみｖｓ桜くるみのサプライズデスマッチの結果は、くるみの勝利。

　決まり手は、変形チョークスリーパー。



　レジャーランド。

　最近できたそこは夏休み期間というだけあって大変賑にぎわっていた。

　もっとも、このレジャーランドはプールエリアとアトラクションエリアの二つに大きく分かれており、中でも人が集まっているのはアトラクションエリアの方だった。なんでも絶叫系アトラクションでスンゴイのがあって、みんなそれ目当てだとか。

　だから、プールエリアはそこまで大混雑ってわけではなかった。

　しかしこちらもなかなか侮れない。ウォータースライダーや流れるプールはもちろんのこと、その他にも豊富なプールが揃そろっていて、夏を満喫するには十分。引きこもりにとって人ごみは苦手なシチュエーションである。

　ちなみに、出かける前にちゃんと黒くろ医い先生にもらった薬を飲んできたから、例の頭痛の方は心配ないと思う。

　ただ――僕たちが素直に楽しめるかはまだわからないが。

「大丈夫か、あるみ」

　晴天の下のプールサイド。

　そこに設置されたパラソル付のテーブル席で、僕は水着姿のあるみに話しかけた。

「ええ。なんとか……」

　言いつつも、あるみは細い首を撫なでている。玄関で喰くらったチョークスリーパーのダメージがまだ少し残っているのかもしれない。さすがに姉妹キャットファイトが我が家の玄関で観られるとは夢にも思わなかったよ。

「けど、姉さんがチケットを三枚くれてよかったな。全員で来ることができたし」

　例の襲撃事件の後、くるみは僕たちがレジャーランドへ行くことを知ると、「二万円払いますから、あたしも一緒に連れてってくださいっ！」と頭を下げてきた。二万円という数字が嫌に現実的だったから、たぶんそれがあいつの全財産なのだろう。

　そんなわけで。

　ちょうどチケットも三枚あったし、わざわざ訪ねてきたのに置いてけぼりにするのも可哀かわい想そうだったので、僕たちは三人で束つかの間まのサマーバケーションに繰り出したわけだけど……。

「そうですね。マスターも高校生。女の子がたくさんいた方が嬉うれしいでしょうから」

「……あの、あるみさん？　なんか、さっきから怒ってません？」

「いえいえ。私はこれっぽっちも怒ってませんよ？」

　言って、あろうことかあるみはにこやかに笑った。

　笑いやがった。

「………」

　……エマージェンシー。

　微笑ほほえむのならまだしも、コイツが笑うなんて絶対におかしい。もしかして定期検診のついでに表情筋の改造手術まで受けてきたのか？　それか、ご機嫌ナナメなのをどうにか笑顔で誤ご魔ま化かそうとしているとか。

「き、機嫌直せよ。おまえはあいつのお姉ちゃんだろ。だったら、妹の面倒はちゃんと見てやらないと」

「うっ……それもそうですが……」

　せっかく二人きりで遊べると思ったのに……とあるみは消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　なんでそんなに残念そうなんだろう。

　もしや、二人きりなのをいいことに僕に食事をすべて奢おごらせるとかそういう魂胆だったんだろうか。だとしたらくるみに感謝しなければ。危うく妹のお財布係りにされるところだったかも。

「と、ところで……マスター」

　と。

　なぜかあるみは少しだけ緊張した声で、

「私の水着……変なところはないでしょうか？　兄妹としての率直な意見を聞きたいのですが……」

「ああ。大丈夫。よく似合ってるよ」

「っ。では、もっとわかりやすく言ってください」

「えっ……えーっと、とっても可愛かわいい」

「っ。ふ、ふふんっ。相変わらずボキャブラリーが貧困ですね。どうせならもっと気の利いた褒め言葉を言ってくれればいいのに」

　まったく、これだからマスターは……と言いつつも、あるみの顔はどこか嬉うれしそうだった。その証拠にさっきの怖い笑顔とは違って、表情が微かすかにはにかんでる。相変わらず感情表現が下手なヤツだ。

　でも――。

「―――」

　そんないつも通りのあるみの仕草も、ひどく久しぶりに感じた。

　一週間。

　定期検診のために、僕たち兄妹は一週間も離ればなれだった。

　いや、冷静に考えたらそんなに長い時間ではないのかもしれない。けど、やっぱりカレンが言った通り、たったそれだけの時間でも僕は……。

「……お、お待たせしました」

　と、ウワサをすれば何とやら。

　どこか緊張した声に視線を向けると、そこにいたのはくるみ……って、オイ。

　なんだあれ。

「くるみ。その水着、おまえが選んだのか？」

「っ！　そんなわけないでしょ！　あたしだってこんな水着は予想してなかったわよ！　でも、猫ねこ子こが『流りゆう行こうの最先端を行くキュートな水着を買っておいたわ』って言うから……っ！」

　言って、少しでも自分の姿を隠そうと両腕で身体を抱きしめるくるみ。

　純白のビキニ。

　確かにフリルがあしらわれたそのデザインは可愛かわいいと思うのだが、どう考えても布の部分の面積が小さすぎる。例えるならキュートっていうよりオフェンシブ。流行の最先端を行くのはいいが、先走りしすぎて神風特攻してるようなイメージである。

「……むむむっ」

　そして、妹の水着を見てうなり声を上げる姉が一人。

　そう、桜さくらあるみ。

　いや、別にあるみの水着が可愛くないってわけじゃない。露出度では負けるが、ピンクのビキニはあるみのスレンダーな身体によく似合ってる。記憶が正しければ、五月にキャンプに行くときに黒くろ医い先生に選んでもらったヤツである。

　だが……。

「なあ、くるみ。おまえって、あるみよりちょっと身長が低いよな？」

「はあ？　なんでそんなこと訊きくの？　あたしはお姉さまの妹なんだから、そんなの当たり前じゃない」

「まあ、そうなんだけどさ……」

　確かに、姉妹というだけあってくるみの方が若干身長が低い。

　だけど……なんていうか、その……胸が。

　どんなに時を経ても姿を変えなかったシーラカンスのごとく、成長とは無縁のスレンダーバストを持つあるみに対して、くるみの胸はフツーに高校生女子の平均サイズなわけで……。

「マスター。今、凄すさまじく失礼なことを考えていませんか？」

「！」

「図星でしたか。しかし、謝る必要はありません。なぜならくるみは私の姉妹機。即すなわち、後に造られたくるみの方が優秀なのは仕方のないこと。ですから、胸のサイズが違うのも当たり前でででで……」

「お、落ち着けあるみ！　湯気！　頭から湯気が出てるから！」

　プールから手で水を汲くんであるみの頭にかけてやる。

　うわー、忘れてた。コイツって感情が高ぶるとこんなマンガみたいな事態になるんだった。

「ううっ……そんなに気を遣わないでください……。どうせ私はお姉ちゃん。ドラ×もんよりもド×ミちゃんの方が優秀なのは事実なのです……」

　ズーンと重いオーラを背負いながら、あるみはプールサイドで「の」の字の書きとり練習を……うわぁ、よく見たら指で書いてる文字が「の」じゃなくて「胸」だ。世界広しといえどこんな落ち込み方をするのはコイツぐらいだろう。

　……まったく。

　仕方ないな。

　ここは兄として、妹にフォローを入れておくか。

「そんなに気に病むなよ、あるみ」

「マスター……」

「ここだけの話、僕はスレンダーな胸の方が好きだし」

「………。マスター、それはお世辞ですか？」

「えっ……いや、割と本気だけど？」

「そうですか。では、今すぐ係員さんを呼んできましょう。一刻も早くマスターの身柄を拘束しないと」

「なんでだよ!?」

　せっかく励ましてやろうと思ったのに！　それとも正直に自分の好みをカミングアウトしたのがいけなかったのか!?

「そう言えば、猫ねこ子こが言ってたわ。『鉄てつ之の介すけくんは妹っぽい女の子が大好き』って。つまり、あんたは筋金入りのシスコンで……」

「宅配便で送られてきたヤツに言われたくない」

「ううううううるさいわね！　今朝のあれは軽いドッキリだもん！」

「いやいや、ドッキリって……」

「名付けて、びっくるみ箱」

「言っとくけど全然上う手まいこと言えてないからな!?」

「うっ……あれでもセーブしたのに……」

「セーブ？」

「ホントは、裸になったあたしの身体にチョコレートで『お姉さまＬＯＶＥ』って文字を書こうと思ったのよ。でも、それはちょっと……」

　言って、カァアアアアアっと顔を赤くするくるみ。

　まあ、気持ちはわからないでもない。その方法はどう考えても恥ずかしすぎる。随分と身体を張ったドッキリだ。けど、コイツにも人並みの羞しゆう恥ち心しんがあってよかった。さすがに全裸にチョコレートは……。

「だって、夏だとチョコレートが溶けちゃうし」

「問題点はそこかよ!?」

「そんなことにも気づけなかったなんて……恥ずかしいっ」

「恥ずかしいのはおまえの思考だ！」

「けど、溶けて文字が読めなくなっちゃったらダメでしょ？」

「そんなことより全裸になることが問題なんだって！」

　まさかコイツは涼しくなったら今の計画を実行する気なんだろうか。止めるためには無理やりにでも地球温暖化を進行させるしかない。ファイトだ太陽。僕の妹の貞操を守るためにももっと輝いてくれ。

「マスター」

　と。

　くるみと言い争いをしていると、いつの間にか立ち上がっていたあるみが、僕の腕を掴つかんでいた。

「今日は私に泳ぎを教えてくれるんでしたよね？　では、早速プールに行きましょう」

「え？　ちょ、あるみ？」

　困惑する僕を尻しり目めに、あるみは僕の手をガッチリとロックしたままプールの方へ引っ張っていく。

　そして、「あっ、待ってくださいお姉さま！」とくるみが追ってくる。

「お、おい、あるみ。いきなりどうしたんだよ？」

　いくらなんでも強引過ぎると思う。

　これじゃまるで、僕とくるみを引き離したかったみたいな……。

「マスター。一つ質問していいですか？」

　すると、あるみは僕の方を振り向かずに尋ねてきた。

「ここに来る前にマスターに聞いた話だと、くるみと現実で再会したのは二日前なのですよね？」

「ああ、そうだよ」

　玄関での襲撃事件の後。くるみの登場に驚くあるみに、僕は彼女が現実で身体を手に入れたことを教えた。リアクション的に、あるみは知らされてなかったみたいだし。

「では、その後も何回か会っていたのですか？」

「いや、あいつと現実で会うのは今日で二回目だけど」

「………」

　僕の言葉に、あるみは少しだけ黙ってから。



「…………ずるいです」



　消え入りそうな声で、あるみは呟つぶやいた。

「ずるいって……どういうことだよ？」

「だって……マスターとくるみはとっても仲が良さそうでした」

「おまえもう一回検診を受けてきた方がいいんじゃないか!?」

　視覚が誤作動を起こしているとしか思えない。あの光景のどこをどう見ればそんな風に思えるんだよ。ハブとマングースだってあそこまで険悪じゃないぞ。

「ですが、あんなに息の合ったトークを交わして……」

「あれはただの口ゲンカだ」

　あそこまで乱暴なキャッチボールも珍しいよ。いつデッドボールになってもおかしくないワイルドピッチ合戦である。

「………あ、」

　やっとわかった。

　きっとあるみはヤキモチを焼いてるんだろう。もちろん、僕とくるみの仲が良いように見えたから。

「バカだな。そんなに拗すねるなよ」

「えっ……」

　ピタッとあるみの足が止まる。

　やっと振り向いた彼女に、僕は出来るだけ真まっ直すぐに言ってやる。

「一番仲が良いのは、あるみだ。これから何が起きようが、それだけは僕の中で絶対に変わらない」

「っ」

　瞬間、あるみの顔がボッと赤くなった。

　そのまま「あっ、あっ、ありがとうごじゃいましゅ……」と口をゴニョゴニョさせながらも一生懸命呟つぶやいて、僕の手をきゅっと握りしめた。

　よし、なんとかフォロー成功である。

　でも、真っ赤になって喜ぶことはないんじゃないか？　僕はただ、真実を言っただけなのに。

　だって――くるみと一番仲が良いのはあるみだと思うし。

　その事実は僕の中で変わらない。

　なにせ二人は姉妹なんだから。

　にしても、いくらくるみと喋しやべったからって、僕に嫉しつ妬としなくても。自分の妹だから独り占めしたいのかな。普段はクールなくせに、意外に独占欲が強いヤツ。というわけで、僕が兄として大人な態度を取らなければ。

（……ねえ、引きこもり。あんた、お姉さまに何言ったの？）

　やっと追いついてきたくるみが、僕にヒソヒソと小声で話しかけてきた。

（いや、ただ真実を言っただけだぞ）

（ホントに？　変なこと言ったんじゃないの？　どうもお姉さまの様子がおかしいような……）

（そうか？）

　思わずあるみに目を向けると、彼女は傍そばで密談する僕たちすら一切目に入っていない様子で、嬉うれしそうにはにかんでいた。

　うーん、確かにこんなあるみを見るのは初体験だ。そんなにくるみとの仲を褒められたことが嬉しかったんだろうか。

「まあ、とりあえず泳ごうぜ」

　時刻は午後二時。

　天気予報通り、午前中に空を覆っていた雲はどこかへ行ってくれた。代わりにやって来たのは目の覚めるような青空と、さんさんと輝く真夏の太陽。

　絵に描いたような、炎天下。

　ここまで泳ぐのにピッタリのシチュエーションもないだろう。

「さあ、行こう」

　言って、あるみと手を繋つないで、エスコートでもするみたいにプールへ入ろうとしたが、

「……マスター」

　不意に、掌てのひらをきゅっと握り返された。

　そして、あるみは上目づかいで僕を見つめながら、一言。

「今日は、よろしくお願いします」

「……うん。任せとけ」

　当たり前のようにそう答えると、あるみは小さくはにかんでくれた。



　さて、引きこもりの僕だが、こう見えても泳ぎにはちょっと自信がある。

　というのも、子供の頃ころに姉さんが造った『金メダリスト養成ギプス』なるヘンテコな器具を着けられてよく近所の川に放り込まれていたのだ。もちろん、無理やり。泳ぎが上う手まくならないと三さん途ずの川かわでスイミングというとんでもない逆境にいたわけである。

　だから泳ぎは割と得意。

　しかし、いくら得意でも、人に教えるのが上手いかと言われたら別なわけで――。

「あるみ。もっと力を抜いて」

「あっ、ダメです、マスター、やっぱり私にはこんなの無理ですっ」

「ゆっくりやれば大丈夫だから」

「は、はい……ひゃぅっ……ふぁっ」

「変な声を出すなよ」

　ただプールの水に浸つかっただけなのにさ。

　澄み切った夏空の下。

　傍はたから聞いたら誤解されること請け合いなトークを交わしてから、僕たちは水泳講座の第一歩を踏み出した。

　今僕たちがいるのは長方形の二十五メートルプール。ここは遊びたいというより泳ぎたい人のプールなためか、人口密度がかなり低い。やっぱりみんなアトラクション系が好みなんだろう。今の僕たちにはちょうどいい場所である。

「ていうか、あるみ。それ何？」

「むっ。見てわからないのですか？　これは私の命を守ってくれる救命胴衣です」

「………」

　いや、どう見ても浮き輪にしか見えないんですが。

　近くの売店で浮き輪のレンタルをやっていたのだが、あるみは迷わずそれを一つ借りて、装着していた。

　でも……。

「……ぷっ」

「っ。マ、マスターっ。今、私を見て笑いましたねっ」

「い、いや、ごめん……でもさ、おまえみたいなクールそうな性格をしたヤツが浮き輪でぷかぷか浮いてるのを見ると……っ」

「っ。もういいですっ。どうせ私は無愛想で生意気な妹でしょうからっ」

　ぷいっと僕から目線を逸そらすあるみ。

　うわー、どうやらちょっと怒らせてしまったらしい。でも、浮き輪をしてるせいか全然迫力がない。むしろ拗すねた子供みたいで可愛かわいいくらいだ。

「ごめん、あるみ。謝るから、そろそろ練習を始めようよ」

「あっ……ど、どうして私の手を掴つかむのですか？」

「え？　だって、こうした方が教えやすいだろ？　ほら、バタ足してみて」

「こ、こうでしょうか？」

「そうそう。なんだ、結構上う手まいじゃん」

「とっ……当然です。私は高性能の生体アンドロイドですから、学習能力の高さがマスターとは違うのです」

　浮き輪スタイルのあるみは僕に両手を引かれながら偉そうなことを言っていた。

　ちょっと悪戯いたずらで手を離してやろうかとも思ったけど、やめておこう。たぶん今の毒舌は褒められて恥ずかしいのを誤ご魔ま化かしてるだけ。

　四ヶ月。

　僕とあるみが一緒に暮らし始めてから、およそそれぐらいの時間が経たっていた。少しずつだけど、感情表現が苦手なあるみの心を読み取れるようになってきた気がする。

　この調子で、泳ぎの方も上達してくれれば……。

「……いいなぁ」

　と。

　そこで響いたのは、どこかこちらを羨うらやんでいるような声だった。

　そこにいたのは、桜さくらくるみ。

　彼女はあるみとは違って浮き輪なしでプールに入っていた。

「くるみ。あなたは私と違って泳げるのですから、わざわざ練習に付き合ってくれなくても大丈夫ですよ？」

「うっ……でも、あたしもお姉さまと一緒にいたいですし」

「くるみ……」

「けど、ここで二人の仲が良い姿をただ眺めているのは拷問に近い気が……」

「べ、べべべべ別に私とマスターは仲が良いわけでは……っ！」

「……あの、あるみ？　バタ足をするのはいいけど、もうちょっとパワーを抑えてくれ。これじゃスコールだ」

　あるみのバタ足で出来た水柱から落ちる水を顔面に浴びながら、僕は忠告する。まったく、相変わらずとんでもない運動能力である。

「くるみもあるみの邪魔をするなよな」

「なっ……あたしは邪魔する気なんてないもん。あたしはただお姉さまのことを護まもろうとしてるだけ」

「大丈夫だよ。あるみには僕がついてるから、水で溺おぼれることはない」

「どう考えても水よりもあんたの方が危険だわ」

「どういう意味だそれ!?」

「だって、猫ねこ子こが言ってたもん。『鉄てつ之の介すけくんは極度のシスコンだから、あるみちゃんがいないときに彼女の部屋に忍び込んで、ベッドの上でゴロゴロしながら枕まくらの匂においをクンクンしてるの』って」

「どこの変質者だよ……」

「……マスター。いくらなんでもそれは……」

「あるみまで信じるのはやめてくれません!?」

　あのサディスティックティーチャーめ。まさかこんな情報操作をしていたとは。厄介すぎるプロパガンダである。簡単に信じるくるみも素直すぎると思うけどさ。

「それに、あんたってシスコンなんでしょ？」

「違う」

「あ。わかった。シスコンでヘンタイなのね！」

「違うっつってんのがわからねえのか!?」

　こういう公共の場でシスコンとかヘンタイみたいな言葉を叫ぶのはやめて欲しい。おかげでただでさえ人口密度の低かったプールがほぼ貸切状態になってしまった。泳いでいた人が係員のところへ通報しに行ったんじゃないことを祈ります。

「けど、あんたってお姉さまと初めて会った日にプレゼントをしたのよね？」

「それぐらいじゃシスコンにはならないだろ」

「まあ、それはそうだけど……そもそも、お姉さまに何をプレゼントしたの？」

「………」

　思わず絶句する僕。

　……しまった。うっかり墓穴を掘ってしまった。

　なにせ、僕があるみにプレゼントしたのは下着。元はと言えば姉さんがあるみの下着を用意してなかったのが悪いんだけど、妹へのプレゼント初体験が下着っていうのは少々アブノーマルな気がする。

　だから、コイツにバラすわけには……。

「くるみ。私がマスターからもらったのは下着です」

「！」

「なかなか可愛かわいいデザインだったので、割と気に入っています」

「………」

「あ。そうだ。この際ですから、くるみもマスターに下着を買ってもらえば……」

「頼むからそろそろ黙ってくれないかなあるみさん!?」

　どうしてそんなことを平気で言えちゃうのさ。しかも、ちょっと嬉うれしそうに。何かいいことでもあったのか？　妹が上機嫌なのは喜ばしいことだが……。

「し、下着って……！」

　案の定、状況は最悪。くるみは口に両手を当てながら絶句していた。その頬ほおはプールに入っているのにグングン赤くなっている。

　うえー、絶対ドン引きしてるよコイツ。兄が妹に下着をプレゼントするとか正気の沙さ汰たじゃないもんな。下手をしたら、姉を守るために水という名の凶器を使って僕の息を止めに来る可能性も……。

「しまった！　その発想はなかったわ！」

「どうしてそこで感銘を受けちゃうのさ!?」

「だって下着よ!?　お姉さまがあたしの選んだプレゼントを肌身離さず身に着けてくれるのよ!?」

「とりあえずおまえは頭を冷やせ！」

　どうせならプールの底に沈めてやろうか。いや、コイツは生体アンドロイドだから水深三千メートルの深海に沈められても耐えていそうだが。

「……むっ」

　と。

　なぜか、あるみが不満そうに息を吐いた。

「どうした？　もしかして足でもつったのか？」

「いえ……ただ、やっぱりマスターとくるみは仲が良いと思って……」

　言って、あるみは口をへの字に曲げてしまった。いやいや、そこまで拗すねなくても。いくら僕が自分の妹と喋しやべってたからってさ。

「な、何を言うんですかお姉さま！　私はお姉さまだけの妹ですよ！」

　ご機嫌ナナメの姉を放っておけなかったのか、くるみが必死のフォローを開始していた。

　おお、初めてコイツのシスコンっぷりが頼もしく見えてきた。がんばれくるみ。おまえがナンバーワンだってことをあるみにわからせてやれ。

「つまり、くるみはマスターのことを兄とは思っていないと？」

「当たり前ですよ！　誰だれがこんな引きこもりの妹になんか！　あたしはこんなヤツのことをどうとも思っていません！」

「では、マスターの前で妹っぽい仕草を見せたこともないのですね？」

「えっ……」

　瞬間、くるみの顔が凍りついた。

　……マズい。

　まさかコイツ、この前黒くろ医い先生の家でやった兄妹ごっこのことを思い出しちゃったんじゃ……。

「くるみ。もしかして……何か心当たりでも？」

「ち、ちちちち違います！　別に大したことをしたわけじゃ……！」

「じゃあ何をしたんですか？」

「えっ、えっと……ちょっとだけ兄妹ごっこを」

「兄妹ごっこ!?」

「そ、そんなに驚かないでください！　本当に大したことはしてません！　色々あって、引きこもりのことを『鉄にぃ』って呼んじゃっただけです！」

「て、鉄にぃ……そんな親しげな愛称でマスターのことを？」

「あっ……ち、違うんですお姉さま、正確には『鉄にぃ』じゃなくて『てちゅにぃ』って呼んじゃって――」

「なるほど。つまり、私がいない間に二人は随分仲が良くなったということですね？」

「なんでそうなるんですか!?」

「でも、『てちゅにぃ』って呼んだって……」

「っ！」

　あぅあぅと口をパクパクさせた後、くるみは助けを求めるようにこっちに視線を向けてきた。

　げっ。コイツ、事態を悪化させるだけさせて僕にパスを出しやがった。

　これじゃ燃え盛るキャンプファイヤーにガソリンの入った一斗缶を投入したのと同じだ。姉であるあるみの前では嘘うそをつけなかったのかもしれないが、せめてもうちょっと上う手まくやってくれ。今の弁解じゃ変な誤解をされてもおかしくないんじゃ……。

「ノープロブレムです」

　が。

　僕の予想とは違ってあるみはいつも通りクールだった。

　おお、さすがはお姉ちゃん。妹ができてきっとあるみも少し大人になったんだろう。さすがにこれくらいのことで動揺するはずが……。

「そう、何も問題はありません。この際ですから、はっきりさせればいいだけです」

「……はっきり？」

　意味がまったくわからなかったので訊きき返す。

　すると、あるみは真剣な表情で――。



「私とくるみ。どちらがマスターの妹にふさわしいかを」



「………」

　大変だ。

　この妹、実際はかなり動揺しちゃってる。じゃなくちゃこんなことを言い出すわけがない。というか、兄妹ごっこをしたぐらいでそこまで焦らなくても。

「では、早速始めましょうか」

「ちょ、ちょっと待て！　おまえは何を始めるつもりだよ！」

「むっ。そんなの決まっています。どちらがマスターの妹にふさわしいか――妹アピールをして決めるのです」

「妹アピールって……」

　五月にカレンの家でやったみたいなヤツか？　あるみがメイド服を着て、カレンがキグルミを着ることになった事件である。今思い出すと、二人ともやってることが妹と関係ないのが恐ろしい。

「あのとき、私はメイド服という名の道具に頼ってしまいました。思えばそれがいけなかったのです。ちゃんと自分の実力だけを信じていれば、あんな結果にはなりませんでした」

「試合に負けた格闘家みたいなコメントをするなよ」

「というわけで――今回は、直球勝負で行きます」

「直球勝負？」

　あるみが口にした物騒な言葉についつい訊きき返したが――遅かった。

「なっ……!?」

　プールの一角で水面が波立った。

　なんと――あるみが正面から僕に抱きついてきたのだ。

　しかも、ぎゅっと強く。

「あ、あるみ！　何やってるんだよ！」

「何をって……妹アピールですが？」

　慌てふためく僕とは対照的にあるみはクールな態度で言いやがった。うわああああなんだコイツ。何もこんなところで抱きついて来なくても。いくら妹アピールだからって積極的すぎだろ。

「………っ」

　僕の腰に手を回してぎゅぅうううっと抱きついてくるあるみ。水の中で感じるあるみの温かな体温と柔らかさに、不覚にも心臓が高鳴ってしまった。

　密着する彼女の華きや奢しやな身体。

　お互いの吐息すら届きそうな距離。

　水着しか身に着けていないせいで直じかに触れ合う肌と肌。

　その中で――。



「…………おにぃちゃん？」



　柔らかな笑顔で微笑ほほえみながら、あるみは甘えるようにその言葉を口にした。

「………」

　……どうしよう。

　メチャクチャ可愛かわいいんですけど、僕の妹。

　こんな笑顔を見せられたら誰だれだってノックアウトされ……いや、待てよ。騙だまされるな。きっとこれは妹アピールをするためのあるみの演技なんだ。じゃなかったら、コイツがこんなに幸せそうに微笑むわけが……。

「おにぃちゃん……」

　と。

　そこで、あるみは再び僕を呼んで、



「私のことも……ぎゅってして欲しいです」



　頬ほおを上気させながら、そんな破壊力抜群なセリフを言いやがった。

「………っ」

　……ダメだ。

　いくら演技だろうが、これはノックアウト確実だ。まさかの一ラウンドＫＯ負け。しかも秒殺。普段見ることのできないあるみのデレっぷりに、こっちのハートはもう陥落寸前で……。

「ちょ、ちょっと引きこもり！　顔がにやけてるわよっ！」

　瞬間、棘とげのついた声で刺されて僕はハッとした。

　見ると、そこにいたのは桜さくらくるみ。

　彼女は「むっ」と唸うなりながらあるみに抱きつかれた僕を見ていた。

「お姉さま！　いくら妹アピールだからってそんなに抱きつかなくても！」

「何を言うのですか。私はあなたに負けないために全力を尽くしているだけです」

「そもそもあたしは勝負をする気なんかありませんからっ！」

「そんなことを言わないでください。まだあなたにも希望は残されていますよ？　私がマスターにしていることよりも、さらに過激なことをすればいいんです。たとえば……キスとか」

「き、きしゅって……っ！」

　カァアアアアっと顔を真っ赤にするくるみ。

　ああ、たぶん僕の顔もあんな感じでユデダコになってるんだろうな。くるみと話してるって言うのに、あるみは全然離してくれないし。

「で、でも、さすがにそんなことをするのは……」

「ノープロブレムです。さあ、イメージしてみましょう。まず、くるみはマスターにぎゅっと抱きしめられます」

「！」

「そのまま、マスターがくるみの口唇を……」

「っ！　負けです！　この勝負はあたしの負けですお姉さまっ！　だからそんな恥ずかしいことを考えさせないでくださいっ！」

「そうですか。では、負けてしまった罰ゲームとして人数分のジュースを買ってきてくれませんか？　お金は後で払いますから」

「わ、わかりましたっ！」

　よっぽど恥ずかしかったのか、くるみは真っ赤な顔でプールを出てそのままダッシュ＆ゴー。売店に飲み物を買いにいったんだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「大丈夫でしょうか。プールサイドはあまり走らない方がいいのですが」

「まあ、あいつなら問題ないだろ」

　なにせ生体アンドロイドだし。運動神経の高さは折り紙つきである。たとえ転んでもプールサイドの方が砕けそうだ。

「……ふぅ」

　何はともあれ。

　あるみｖｓくるみの姉妹対決は早々に閉幕。今回は姉であるあるみの貫禄勝ちってとこだろう。いや、実際はただ力任せにねじ伏せただけのような気もするが。

「あるみ。おまえ、途中からくるみのことをからかってたろ？」

「……すいません、マスター。慌てるくるみが可愛かわいかったので、つい……」

「まあ、僕に謝らなくてもいいけどさ」

「わかっています。お詫わびに、あの子にはジュースをご馳ち走そうしてあげます。あの子が私を慕ってくれているように、私もあの子のことが好きですから」

　幸せそうに、あるみは微笑ほほえんだ。

　僕が心配するほどでもなく、あるみとくるみの姉妹関係は良好なようだ。あるみもしっかりお姉ちゃんの貫禄が出てるしさ。

「でも、いくらなんでもキスはないだろ？」

　いや、それを言ったら僕のファーストキスはあるみなんだけど、さすがに妹アピールでそれはやりすぎなんじゃ……。



「――そうでしょうか？」



　しかし。

　あるみは、そんなことを言い出した。

　そして――ぎゅっと。

　彼女は、細くて華きや奢しやな腕で僕を抱きしめる。

「あ、あるみ？　もう妹アピールは終わったんだよな？」

　だから。

　もう、僕から離れてくれても。

「……おにぃちゃん」

　だけど。

　あるみは、僕の顔を上目づかいで見つめながら、



「もうちょっとだけ……こうしていてもいいですか？」



「―――っ」

　ドクンッと。

　心臓が大きく高鳴った。

　脳裏に蘇よみがえるのは――四月四日、入学式の日。

　あの日、家に帰ってきた後、僕はこんな風にあるみに抱きしめられた。生体アンドロイドのコイツはエネルギー補給とか言ってたっけ。そんな風に、姉さんに教えられたとか。

『人間はそうやって誰だれかからエネルギーを分けてもらうんだよっ♪』

　それが姉さんの主張。まったく、我が姉ながら筋金入りのロマンチストである。ポジティブすぎて僕と血が繋つながってるとは到底思えない。

　――でも。

「……わかった」

　彼女の言葉に小さく頷うなずいた。そして、彼女の抱擁に応こたえるように、両腕で細い身体を抱きしめる。

　……ああ。

　姉さんの言う通り、こうしているのはエネルギー補給になるのかもしれない。もちろん僕は生体アンドロイドじゃないけど、そんなことを思ってしまった。

　一週間。

　あるみが定期検診でいなかった時間。

　たぶん、僕は寂しかったんだろう。

　桜さくらあるみ。

　無愛想で生意気で不器用だけど――可愛かわいい僕の妹。

　そんな彼女と過ごす日常が当たり前になってしまったから、本当に情けない話だけど、一人きりで過ごす時間がやけに寂しく感じた。

　だから、こうしてあるみを抱きしめてるんだと思う。

　姉さんの言葉通り、誰かからエネルギーを分けてもらうために――。

「……んっ」

　小さく息を吐いてから、妹も僕の身体を優しく抱きしめてくる。

　そう――寂しかったのは僕だけじゃないのかもしれない。あるみも僕と同じように、寂しさを感じていたのだとしたら。

　妹アピール。

　ひょっとしたら、あれはきっかけが欲しかったんだろうか。

　こうやって、僕に抱きつけるきっかけが。だとしたらきっと、さっきのあるみの態度は演技でもなんでもなくて、ただ僕と久しぶりに会えて、こうやってデートしていることが嬉うれしくて――。

「―――」

　そして。

　頭に浮かぶのはさっきのあるみの言葉。



『――そうでしょうか？』



　キスの話を出したとき、コイツは確かにそう言った。

　それは、つまり――。

「…………おにぃちゃん」

　こっちの思考を読み取ったみたいに、あるみは僕の顔を見つめてきた。

　優美なガラス細工みたいに透き通った大きな瞳ひとみ。淡い初雪のように白い肌。スレンダーな胸と、迂う闊かつに触れたら壊れてしまいそうな華きや奢しやな手足。そして、熟練の職人が作り上げた機械人形のように整った輪郭。

　桜さくらあるみ。

　肌を触れ合わせている妹は、いつも以上に可愛かわいく見えた。

「―――」

　だからなのだろうか。

　気付いたら、僕はそれこそキスでもするみたいに、妹との距離を縮めて――。

「な、何してるの？」

『!?』

　突然声をかけられて、僕たちはお互いに飛とび退のいた。

　見ると、プールサイドにいたのは三人分のペットボトルを持ったくるみ。彼女は、顔を真っ赤にしながらさっきまで抱き合っていた僕たちを見つめていた。

「お、お姉さま……今引きこもりと……キ、キスしようとしてませんでしたか？」

「っ！　そ、そんなことはありません！　私はただマスターに泳ぎを教わっていただけで……！」

　手をバタバタさせながら、あるみがトンチンカンな弁解をしていた。

　いやいや、慌てすぎだろあるみさん。

　世界中のどこを探してもあんな泳法はないと思うし、水泳教室であんな教え方をしたら即セクハラで通報されかねないぞ。

「ひ、引きこもり！　あんたもこんな公共の場でお姉さまとキスしようとするなんて……！」

　ひいっ。言わんこっちゃない。今度は質問の矛先が僕に向いてきたぞ。

　何にせよ、マズい。

　さっき自分があるみに何をしようとしていたかはひとまず置いておいて、今はくるみの誤解を解かねば。黒くろ医い先生の話だとコイツってまだ身体のコントロールが上う手まくできないらしいし、このままじゃプールの水が僕の血でクリムゾンレッドにカラーリングされる。

「お、落ち着けくるみ！　実は……ちょっと気分が悪くなっちゃってさ。あるみは僕の身体を支えてくれただけだよ」

「えっ……そ、そうなの？」

「ああ。二日前に黒医先生の家にいたおまえならわかるだろ？」

「うっ……確かに、あの日あんたはやけに体調が悪そうだったけど……」

　どこか納得いかなそうな表情ながらも、くるみは追及をやめてくれた。

　……助かった。

　実際は薬を飲んでいるせいか例の頭痛は発生しなかったんだけど、これで事態は好転したはずで――

「――マスター」

　だけど。

　僕の耳に届いたのは不安げな妹の声だった。

「今の言葉は本当ですか？　もしかして……最近のマスターは、体調を崩していたのですか？」

「―――っ」

　その瞬間――僕は取り返しのつかないミスをしてしまったことを悟った。

　そう、あるみには僕の体調が悪いことは秘密だったのだ。

　せっかくのデート。

　久しぶりの兄妹の再会。

　だからコイツが気がねなく楽しめるように黙っていたのに――。

「い、いや、大したことないよ。今日はちゃんと薬を飲んできたし、おまえが心配するようなことじゃ――」

「ちゃんと答えてください！」

　あまりに突然のことに身体が震える。

　あろうことか、あるみが大声で叫んでいた。

　あの無愛想で生意気で、感情表現がどうしようもなく不器用な妹が……。

「……………マスター」

　そして。

　彼女は僕の目を真まっ直すぐに見つめてから。

「お願いですから、私に嘘うそを吐かないでください」

「………」

　すぐ目の前にある彼女の瞳ひとみ。

　微かすかに潤んだその眼まな差ざしを前にして、僕は嘘うそを吐けなかった。

「……ごめん。実は、最近ちょっと頭痛が続いててさ。黒くろ医い先生から薬をもらったから様子を見てたんだけど……」

「………」

　沈黙。

　僕たちの間を沈黙が支配する。

　そして、あるみは「そうだったんですか」と小さな声で呟つぶやいてから。

「……すいません。マスターは、私に気を遣ってくれてたんですね？　だから、体調が悪いのを誤ご魔ま化かしてデートを……」

「………っ！　違う！　僕は……」

　しかし、それ以上言葉を紡ぐことができなかった。

　突然、あるみが僕の腕を掴つかんでプールサイドまで引っ張っていく。

　そして、こっちを振り返らずに、一言。

「今日は、もう帰りましょう」

「えっ……でも……」

　せっかくプールに来たのに。

　今日一緒に遊ぶことを、あるみはすごく楽しみにしていたはずなのに……。

「お、お姉さま……？」

　くるみが不安げな表情であるみに問いかける。

　しかし、あるみは止まらなかった。

　僕の手を引いて、早足でプールサイドを歩いていく。

「………」

　時刻は午後二時半。

　僕とあるみの初めてのデートは、あまりにも呆あつ気けなく幕を閉じてしまった。



「……はあっ」

　時刻は午後四時。

　帰宅した僕は、後悔の念に苛さいなまれながら自分の部屋の天井を見上げていた。

　あの後、あるみの言う通り僕たちは大人しく帰宅した。

　くるみは必死で止めようとしてくれたけど、姉であるあるみの言葉に逆らえなかったんだろう。最後は、黒医先生の家へと帰っていった。帰り際、僕の頭痛のことについて訊たずねられたけど――あれは心配してくれたのかな？

「まあ、そんなことより」

　重要なのは、今日のデートを僕が台無しにしてしまったことだ。

　今でもはっきりと思い出せる。

　今朝、僕がプールに行くことをＯＫしたときの、あるみの笑顔。

　あんなに楽しそうにしてたのに、僕があんなことさえ言わなければ――。

「マスター」

　と、ウワサをすれば何とやら。

　コンコンとノックする音と同時に、ドアの向こうから聞こえたのはあるみの声だった。

「具合はどうですか？」

「ああ。おかげさまで異常ないよ。それに、黒くろ医い先生は夏風邪って言ってたけど、熱もないし身体もダルくないんだ」

　そう、自覚症状は頭痛だけ。

　昨日は倒れてしまったけど、たぶんあれは寝不足から来る貧血のせいもあったと思うし……。

「それより……ごめん、あるみ。せっかくプールに行ったのに、僕のせいで台無しにしちゃって」

　ドアの向こうにいる妹に真剣に謝った。いくら謝っても謝りたりないと思う。一週間ぶりに会ったっていうのに、僕が夏風邪なんか引いたせいで……。

「……いえ、むしろ謝るのは私の方です」

　しかし、あるみに謝られてしまった。

「すいませんでした、マスター。プールでは……私も冷静さをなくしていました。だから、無理やり帰ろうなんて言ってしまって……」

「あるみ……」

「後で、くるみにも何かお詫わびをしておこうと思います。私は、お姉ちゃん失格ですね。せっかくあの子が来てくれたのに、こんなことになってしまって申し訳ないです……」

　シュンと落ち込んだあるみの声。

　コイツはコイツで、今日のことを大分申し訳なく思ってるらしい。まあ、コイツもくるみが来てお姉ちゃんになったわけだしな。姉としての責任感が芽生えたのかも。

　そして、僕もあるみの兄貴なわけで……。

「そこまで落ち込むなよ。おまえは僕のことを心配してくれたんだろ？　くるみだって、おまえが謝れば許してくれると思うしさ」

「………」

　少しだけ沈黙が流れた後。

　あるみは、「……ありがとうございます、マスター」と呟つぶやいた。

　そう、僕はコイツの兄貴なんだ。

　だから、妹が落ち込んでたらちゃんと励ましてやるのが務めで……。

「マスター。もし体調に問題ないなら、今から庭に来てくれますか？」

「庭？」

「はい。あ、マスターの部屋のベランダには今日使った水着が干してありますよね？　それに着替えてきてください。私は先に行って待っていますから」

　少しだけ弾むような声で言ってから、あるみは一階へと降りて行ったようだ。

　……なんだろう。

　庭に行くのは別に構わないけど、どうして水着なんか着るんだ？

　そんなことを思いつつも、僕はベランダに干してあった水着を取り込んで、再び着替える。正直、あるみに対する申し訳ない気持ちが強かったせいか、彼女の言葉を断るつもりはなかった。

　そして、二階から一階へと降りる。

　我が家は住宅地の中にある普通の一軒家だが、それでも小さな庭があった。たぶんガーデニングとかをして楽しむスペースなんだと思うけど、あいにく僕は引きこもりだし、姉さんは出張中だからまったく活用はされていなかったんだけど……。

「………あ、」

　リビング。

　そこから見える庭を見た瞬間、僕は小さな声を上げていた。

　プール。

　驚くことに、庭には小さなプールがあった。よく幼い子供が遊ぶようなビニールプール。直径二メートルほどのそれには冷たそうな水が溜ためてあって、波のない水面がキラキラと輝いていた。

　まるで、小さな海みたいに。

「どうですか？　マスター」

　心なしか嬉うれしそうな声。

　庭にいたのは、桜さくらあるみ。僕と同じく再び水着に着替えた彼女は、庭の水道に繋つないだホースでプールに水を入れながら訊たずねてきた。

「あるみ。これ、どこにあったんだ？」

「庭にある物置の中です。以前博士が、子供の頃ころにマスターと庭でプールに入ったことがあると言っていたので、もしかしたらと思いまして」

「ああ、そんなこともあったような……」

　うわー、懐かしい。確か、姉さんが『夏休みの自由研究で小型Ｕボートを造ったよっ！』とか言い出したから、庭にこのプールを準備して二人で遊んだっけ。

　まだ僕が小学生の頃ころ――この家に引っ越してくる前の話。

　けど、プール自体はまだ取ってあったんだな。

「でも、このプールじゃさすがに泳ぎの練習はできないぞ」

「わかっています。泳ぎの練習はできませんが、二人でのんびりすることはできるでしょう？　マスターの具合が悪くなったら、すぐに家で休むこともできますし」

　言って、あるみは微笑ほほえんでくれた。

　……ああ。

　たぶん、コイツは僕のことを気遣ってくれたんだろう。だから、庭にこんなプールを準備した。

　幕を閉じてしまった、今日のデートの続きをできるように。

「……ありがとう、あるみ」

「いえ、このくらいでお礼は結構です。さあ、早く入りましょう」

「うん」

　軽く頷うなずいてから、僕はあるみと小さなプールに入った。

　と言っても、水の深さは三十センチぐらいだし、サイズ的にも高校生が二人入ると少し狭い。だから、子供のときみたいに元気いっぱい遊ぶのは無理だった。

　だから、僕たちは二人並んで寝転がった。

　身体を水につけてから、ビニールプールの小さな壁に頭を乗せるようにして、背筋を伸ばす。

　視界に映るのは夕空。

　耳に聞こえるのはセミの声。

　肌に感じるのは水の冷たさと、狭いせいで触れ合ってしまっているあるみの温かさ。

「たまには、こういうのもいいですね」

　僕と同じく空を見上げながら、あるみは呟つぶやいた。

「豪華なバカンスではありませんが、こうして二人きりでゆっくりプールに入るのも悪くないと思います」

「ああ。このプールならあるみも溺おぼれないしな」

「そうですね。それに、引きこもりのマスターが人ごみに酔うこともありません」

「ぐっ……おまえ、痛いところを突いてきたな」

「軽口を言ったのはマスターが先では？」

　言って、あるみはクスッと微笑んだ。

　つられたように僕も笑った。

　小さなプール。

　今日行ったレジャーランドのプールよりは色々と劣るだろうけど、僕たちにはちょうどいい気がした。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　二人きりでデートがしたかった、僕たち兄妹にとっては――。

「――おにぃちゃん」

　と。

　小さな声であるみは僕を呼んだ。

　いつもとは違う響きで。

　そして――ぎゅっと僕の手を握ってくる。

「―――」

　当たり前のことのように、僕は彼女の手を握り返した。掌てのひらに感じるのはプールの冷たさと彼女の温かさ。その二つの温度差が心地いい。

　そう、これが僕とあるみのデート初体験の思い出。

　小さなプール。

　確かに豪華なバカンスじゃないけど、たまにはこういうのもいいだろう。

　きっと、二人きりでいられるならそれでいい。

　それだけで十分だ。

　そんなことを考えながら、僕は鮮やかなオレンジ色に染まっていく夏空を眺めていた。

　この高校一年生の夏休みを、決して忘れないように。



「……ふぅ」

　夜。

　風ふ呂ろ上がりの身体を、リビングのソファーに沈める。幸いなことに昼間あれだけの熱を振りまいていた真夏の空気は一旦引っ込んで、代わりに訪れたのは一足先にやってきた秋みたいな涼しい夜だった。

「にしても、今日は色々あったな」

　カレンの家から帰ってきたら、あるみにデートに誘われて、くるみがやってきて、レジャーランドに行って……極めつきは、あの小さなプール。

　掌にまだ残っているのは、あのとき触れたあるみの体温。

「……って、何を恥ずかしいことを考えてるんだよ、僕は」

　しっかりしろ。あるみは妹なんだぞ。だったら手を繋つなぐくらい別にフツーじゃないか。

　ちなみに、あるみは今入浴タイム。

　あいつはじっくり風呂に入るのが好きなので、たぶん割と時間がかかるだろう。前に「なんだか温泉に浸つかるお婆ばあちゃんみたいだ」って言ったら、凄すさまじいラリアットで報復されたっけ。

「………」

　でも、一人でいると色々と考えてしまう。

　まずはここ最近続いている頭痛のこと。

　次に、サーカスインダストリアルとＥプロジェクト。

　そして、その創始者が僕の両親であるということ――。

「……まあ、いいか」

　悩みつつも、お気楽なセリフを呟つぶやいてみる。

　ウダウダ悩んでも仕方がない。頭痛は今度ちゃんとした病院で診みてもらえばいいし、Ｅプロジェクトや両親のことについては姉さんあたりに電話をして聞いてみよう。

　今はせっかくの夏休みなんだ。

　それに、やっとあるみが帰ってきて、僕たちロボ研のメンバーも揃そろったんだ。

　だったらもうちょっと夏休みを満喫しても――。

「ん？」

　と。

　突然、僕のケータイの着信メロディが鳴った。ディスプレイを見ると、そこには見慣れない番号。

　こんな時間に誰だれだろうか？

　そう思いながらとりあえず電話に出てみると――。

『も、もしゅもしゅ!?』

　電話の相手は、これ以上ないってくらいカミカミだった。

　ああ、この声は……。

「くるみ。ちょっと落ち着けよ」

『はあ!?　バッカじゃないの!?　別にあたしはケータイを使うのが初めてだから緊張してるわけじゃ……！』

「見事な状況説明をありがとう。で、何の用だよ？　残念ながら、あるみは今電話に出られないぞ」

『え？　もしかして出かけてるの？』

「いや、お風ふ呂ろに入ってるだけで……」

　瞬間、僕は後悔した。

　うわー、どうしよう。シスコンのコイツのことだから、『今すぐそのケータイをお風呂場まで持っていくのよ引きこもり！』とかテンションを上げて……。

『……ふぅん。そうなんだ』

「えっ……？」

　あまりにもそっけない回答にきょとんとしてしまった。おかしいな。テンションが上がるどころか、むしろくるみの声は落ち込んでいる気がするぞ。そもそもあるみに用があるんならあいつのケータイに直接かけてるはずだし。

『あのね……引きこもり』

　どこか怯おびえた様子で。

　くるみは声を絞り出してから。

『今日は……ごめんね』

　なぜか、そんなセリフを口にした。

「なんでおまえが謝るんだよ？」

『だ、だって、今日のデートが中止になっちゃったのはあたしのせいだと思うし。あたしがあんたの体調が悪いってことをバラさなければ、お姉さまがプールから帰ることもなかったのに……っ』

　くるみは今にも泣き出しそうな声で言った。

　ああ……そうか。

　責任を感じてるのは、僕だけじゃなかったんだ。



　――確かに、あの日あんたは体調が悪そうだったけど……。



　あのとき、僕の言葉にくるみはそう答えた。

　そして結果的にあるみに僕の体調が悪いことがバレてしまった。だから、コイツはそのことを気にして……。

「……バカ」

　気付いたら、僕は電波の向こうにいる彼女にそう伝えていた。

「おまえが謝る必要なんてないだろ。もともと、僕が体調を崩したのがいけなかったんだから」

『で、でも、あたしはお姉さまとあんたのデートを邪魔しちゃって……』

「気にするなよ。その証拠に、あるみだっておまえのことを怒ってなんかいなかったぜ？　むしろ、せっかく会いに来てくれたおまえに申し訳ないことをしたって言ってたよ。後でお詫わびもしたいってさ」

『ホ、ホントに……？』

「もちろん。僕だって、おまえのことを怒ってない。むしろ、謝るのは僕なんだ。ごめん。余計な心配させちゃってさ」

『あっ……あんたに謝って欲しいわけじゃないわよ……っ』

　こっちの言葉を聞いてホッとしたのか、くるみは涙声ながらも僕を気遣ってきた。

　うーん、それにしても……。

「なあ、くるみ。おまえって意外にいいヤツだな」

『なっ……！』

「だって、そうだろ。今日の件もちゃんと謝ってくれたしさ」

『っ！　ば、ばか！　ばかばかばかっ！　引きこもりのあんたにそんなこと言われても全然嬉うれしくないもんっ！』

　むっとくるみは電話口でうなっていた。

　よし、どうやらちょっとだけ元気を取り戻してくれたっぽい。それでこそ桜さくらくるみだ。個人的な意見だけど、さっきみたいなシュンとした態度はコイツに似合わないよな。

　そう、コイツはあるみの妹。

　あいつと同じように無愛想で生意気で不器用だけど……根は優しいヤツなんだと思う。

「じゃあな。今日はあんまり夜更かししないで早く寝ろよ」

　たぶん要件はもう終わっただろう。

　なら今日は早く眠った方がいい。プールで遊んで疲れただろうし……って、コイツは生体アンドロイドだからそんなのヘッチャラなのかな？

　そんなことを考えながら、電話を切ろうとしたが――。

『待って』

　やけに真剣な声で止められてしまった。

『話は、それだけじゃないの』

「………？　もしかして、あるみに代わって欲しいのか？　さっきも言ったけど、あいつはお風ふ呂ろに入ってるからすぐには無理だぞ」

　あるみがお風呂に入ってからまだ十分くらいしか経たっていないし、まだあいつが出てくるには時間がかかる。そう思って言ったんだが。

『――ううん。違うわ。話があるのは、あんたによ』

「……僕に？」

『そう。むしろ、これから話すことはお姉さまには知られない方がいいと思うの』

「………」

　あるみには知られない方がいい？

　それは、どういう意味だよ。

『ねえ、引きこもり』

　疑問に固まる僕に。

　くるみは、やけにはっきりとした声で言葉を紡いだ。

『教えてあげよっか？　あんたのお姉ちゃん……桜鈴すず音ねの就職先であるサーカスインダストリアル。そして――Ｅプロジェクトの秘密を』



    

  
    
      第５話　デイドリーム





　八月十七日。

　長い回想を終えてから、軽く息を吐いた。

　そう、くるみから電話があった日から二日後――僕たちは、電車で旅に出た。

　その目的地というのが――。

「……懐かしいな」

　電車を降りて、駅に着いた瞬間、うっすらと記憶の中に残っていた風景に息を呑のんだ。

　今僕たちが住んでいる街から電車を乗り継ぐこと二時間。辿たどり着いたのはどこにでもあるような田舎町。その街の外観は、微かすかに僕の脳内に刻まれていた。

　ここは、僕が生まれた町。

　そして――僕の両親が死んだ町だ。

「ふうん。なんか風情があるところね」

　駅の改札を出た瞬間、僕の横にいたゴスロリ娘――桜さくらくるみはそう言った。

　そんな服を着ていて暑くないのか？　と思うけど、たぶん生体アンドロイドだから平気なんだろう。服の趣味はアグレッシブすぎるが。

「……なあ、そろそろ教えろよ」

　あまり人ひと気けのない駅を離れ、アスファルトを踏みしめながら訊たずねる。

「どうして、僕を旅行になんか誘ったんだ？　しかも、あるみには秘密でさ」

　そう、今日僕たちがここにいるのはあるみには内緒。『ちょっと出かけてくる』という書置きだけを残して、僕は家を出た。それはすべてくるみからの指示。準備とかもあったから旅行の日にちは電話があった日から二日後……つまり、今日になっちゃったけど。

「まあ、お姉さまにはあんまり知られたくなかったのよ。お姉さまがＥプロジェクトについてどこまで知ってるかわからなかったし」

「は？　それじゃまるで、あるみが僕に隠し事をしてるみたいじゃないか」

「………」

　僕の問いに、くるみは黙った。

　沈黙。

　しばらく、僕たちは駅前で佇たたずんでから――。

「――そうよ。お姉さまは、あんたに何かを隠してる。それか――何か大切なことを忘れてるの。それが、お姉さまの保護プログラムだったあたしの意見」

「……つまり、おまえがまだあるみの中にいたときに感じたことってわけか」

「その通り。まあ、ただの勘なんだけどね」

「勘だけでここまで連れてこられたんじゃ笑えないぞ……」

　なにせ、電車で二時間。この前の姫ひめ宮みや先輩とのバイト代と僕の貯金がほとんどなくなってしまった。もしこれで何も収穫がなかったら痛すぎる。

「ていうか、早く教えろよ」

「教えろって……あっ、もしかしてあたしのスリーサイズとか？」

「いらないボケをかますな」

「ま、まさか胸のサイズだけでいいの？　うわぁ、そんなマニアックな……」

「マニアックなのはおまえの思考だ！」

「もう、そんなに怒鳴らないでよ。暑苦しい」

「おまえがいつまでもふざけてるからだ」

「はいはい。じゃあ、そろそろ本題に入るわね。あんたが知りたいのはサーカスインダストリアルの――Ｅプロジェクトの秘密なんでしょ？」

　どこか真剣な口調で、くるみは語り出した。

　そう、わざわざ僕がくるみの誘いに乗ったのはその言葉があったからだ。

　サーカスインダストリアル。

　そして、Ｅプロジェクトの秘密。もしそれが最近の頭痛や、おかしな夢、そして僕の妹である桜さくらあるみに関係することなら、知っておかなくちゃいけない。

　だって、僕はあいつの兄貴なんだから。

「ふふっ、せいぜいビックリするといいわ。命がけで猫ねこ子この部屋に忍び込んで入手した大スクープよ」

　偉そうに胸を張るくるみ。黒くろ医い先生の部屋に忍び込むって……大胆なことするなぁ。僕だったら絶対にそんなことはしたくない。バレたら解剖とかされそうだもん。

　けど、くるみがここまで行動を起こしていたとは。

　たぶん姉であるあるみのことが心配なんだろう。だからＥプロジェクトの中心人物の一人だった黒医先生の部屋に忍び込むなんてことをした。まあ、『重大な情報だから目的地に着いてから話すわ！』とか言ったときは、いくらなんでも勿もつ体たいぶりすぎだと思ったが。

「じゃあ、言うわよ？」

　どこか緊張した様子で息を吐いてから、くるみはビシッと僕を指さした。

「実は――あんたの両親は、サーカスインダストリアルの元社員だったのよっ！」

「………」

　瞬間、僕は絶句するしかなかった。

　……ヤバイ。

　まさか、それがくるみの掴つかんだ秘密なんだろうか？　だとしたらこの状況はかなりマズい。だって、その情報はこの前狼かみ谷や父に教えてもらったばっかりだし。

「……むっ。あんまり驚かないわね。でも、それだけじゃないわ」

「え？　ホントか？」

「もちろんよ。なんと――あんたの両親こそが、Ｅプロジェクトの創始者だったの！　どう!?　驚きよう愕がくの事実でしょ！」

「ごめん、くるみ。その情報はつい最近僕も教えてもらったんだ」

　あまりに自信満々なくるみがなんだか哀れに思えてきて、ついストレートに教えてしまった。

　案の定、くるみは「えっ……」とフリーズ。この真夏の太陽の下でも溶けそうにないくらいカチンコチンに凍りついてしまった。そして、待つこと数秒。彼女は「ばっ、ばっ、ばっ……」とゆっくり解凍され始めてから、

「バッカじゃないの!?　それを早く言いなさいよっ！」

「無む茶ちやを言うなって」

「うわぁああああああ恥ずかしいっ！　これじゃさっきまで偉そうに語ってたあたしは哀れなピエロじゃない……っ！」

「そもそも、おまえはなんでこの町に来ようと思ったんだ？」

「えっ……それは、あんたの両親がＥプロジェクトの関係者だったんなら、昔住んでた家とかに行けば手がかりが見つかるかもって……」

「まあ、それは一理あるかもな」

　確か、僕たちが住んでいた家はまだ残っていたはずである。他の誰だれかの手に渡ってる可能性もあるけど、それでも家を見れば何か思い出せるかもしれない。

「……ん？」

　思い出す？

　なんだよ、それ。

　僕は一体、何を思い出すって言うんだ……？

「よ、よし！　そうとわかればさっさとあんたの家に行きましょ！」

　自分の失態を隠すためなのか、くるみはやけに張り切っていた。

　相変わらずポジティブなヤツだ。この前向きさは僕も見習いたい。もっとも、コイツ一人じゃ家まで辿たどりつけないから僕が道案内しなくては。

「じゃあ、ついてきてくれ」

　そう告げて、夏の太陽に照らされたアスファルトを歩き出す。

　記憶では、僕たちの家はこの駅から割と近い場所にあったはずだ。だから、そんなに時間はかからないはずである。

「ストップ！」

　が。

　道を進もうとしたところで、くいっと後ろから服の裾すそを引っ張られてしまった。

　そこにいたのは、桜さくらくるみ。

　なぜか彼女は少しだけ僕から視線を逸そらしながら。

「……繋つないであげる」

「……は？」

　意味がわからなくて訊きき返すしかなかった。

「どういう意味だよ？」

「だ、だから、その……」

「あ。もしかして首輪と鎖で僕を繋ぐって意味か？　うわー、おまえって意外にハードな趣味を持って……」

「ちちちち違うもん！　あたしが言ってるのは手よ！　あんたと手を繋いであげるって言ってるのっ！」

　白い肌を桃色に染めながら、くるみは叫んだ。

　いやいや、いきなりそんなこと言われてもな。

「冷静になれ。まずは理由を説明しろ」

「うっ……だって、あんたには借りがあるし」

「もしかして、まだ一昨日のプールのことを気にしてるのか？」

　あの件はもう気にしなくていいって電話で言ったのに。

　まさかまだ気に病んでいたとは。

「違うわよ。借りって言うのはプールの件じゃなくて……電話のこと」

「電話？」

「そう。あのとき……あんたはあたしのことを励ましてくれたでしょ？　だから、そのときの借りを返してあげようと思っただけ」

　だから、今だけこうしてあげる！　とだけ言って、くるみは僕の手を掴つかんだ。

　うわー、コイツってあるみ以上に不器用なんじゃないか。こんな方法で借りを返してくるとは。まあ、そういうところはちょっと可愛かわいいけどさ。

「でも、なんで手を繋つなぐことが借りを返すことになるんだ？」

「はあ？　何言ってるのよ。あんたみたいな引きこもりがあたしと手を繋げるんだから、光栄に思いなさいよね」

「いや、そんなメチャクチャな……」

「あ。でも気を付けてね。あたしってまだ身体の制御が上う手まくできないから、ひょっとしたら加減を間違えちゃうかも」

「………」

　瞬間、僕の脳裏に電車の中でくるみに潰つぶされたペットボトルの遺えい影ぞうが浮かんだ。

　……怖こええ。

　傍はたからみたら女の子と仲良く手を繋いでデートしているように見えるかもしれないが、実際は万力と握手してるのと変わらないじゃないか。どんな拷問だよ。

「気を付けてくれ。さすがに手を潰されたらシャレにならない」

「心配ないわよ。身体のコントロールはこの夏でマスターしてみせるわ。だって、そうじゃないと間に合わないし」

「間に合わない？」

　歩きながら問い返すと、くるみは少しだけ黙ってから。

「実は……まだお姉さまには言ってないんだけど、夏休みが終わったらあたしも高校に通おうかなって思ってるの」

「えっ……それって、春原すのはら高校に？」

「うん。たぶん転入生ってことになると思うわ。学年はあんたたちと一緒。難しい手続きとかは、猫ねこ子こと鈴すず音ねがやってくれるらしいから」

「……なるほど。だったら、早く身体の制御をマスターした方がいいな」

　高校でバカ力を発揮したら生体アンドロイドだってことがバレる。しかし、くるみが転入生か。案外、僕やあるみと同じクラスになったりして。

「それで……引きこもり。あんたに一つお願いがあるんだけど……」

　と。

　くるみは不安そうに僕の手をきゅっと握った。

「あたしも……あんたたちと同じ部活に入っていいかな？」

「まあ、別に構わないと思うけど……僕たちの部活の内容はわかってるのか？」

「うん。みんなで高校デビューを目指すことでしょ？　それだったら、あたしも一つ目標があるから」

「へえー。ちなみに、どんな？」

「えっ……」

　ビクッとくるみは一瞬硬直した。

　そして、「あぅ……」とちょっとだけ困ったように俯うつむいてから。

「にっ……『人間としての高校デビュー』かな？」

「あ、なるほど。やっぱりあるみとお揃そろいがいいわけか」

「っ！　ち、違うわよ！　別にお姉さまとお揃いがいいわけじゃなくて、偶然目標が被っちゃっただけで……っ！」

　指摘されたのが恥ずかしかったのか、くるみはあわあわしながら否定していた。

　……まったく、本当に不器用なヤツだ。

　たぶん高校に入るのも姉であるあるみと一緒にいたいからなんじゃないだろうか。そういうところは健けな気げで可愛かわいいけどさ。

「な、何よ。どうしてちょっとニヤニヤしてるわけ？」

「いや、別に？　ただ、おまえってホントにあるみのことを慕ってるんだなって思ってさ」

「………っ！　う、ううううるさいわよこの引きこもり！　別にあたしが高校に入るのはお姉さまがいるからだけじゃないもん！」

「え？　そうなのか？」

「そうよっ！　あたしはただ、あんたたちと高校デビューを目指すのもちょっと悪くないかなって思って……」

「つまり、僕たちロボ研メンバーを慕ってくれたってこと？」

「っ！　ち、ちがっ、そういうわけでもなくて……っ」

　ポニーテールを揺らしながらあわあわするくるみ。

　……まあ、いいか。

　姫ひめ宮みや先輩やカレンもコイツが入部することに文句は言わないだろう。

　桜さくらくるみ。

　コイツなら僕たちの部活にもすぐに馴な染じめると思う。妹だけあって、やっぱりくるみもあるみと似てる。

　そう――普段は無愛想で生意気だけど……実はすごい可愛かわいいところとか。

「……ん？」

　と。

　僕がそんなことを思いながら町を歩いているときだった。

　不意に視界に懐かしい光景が映った。

「？　どうしたの、引きこもり」

「……いや、大したことじゃないよ。ただ、昔ここでよく姉さんと遊んだことがあってさ」

　言いながら、僕はそこに足を踏み入れた。

　公園。

　遊具はブランコやシーソーぐらいしかない小さな公園である。子供の頃ころ、僕は姉さんとここでよく遊んでたっけ。もちろん――両親と一緒に。

「―――」

　そう言えば。

　今まですっかり忘れていたけど、四月に姉さんから送られてきたホームビデオにこの公園が映っていたっけな。

　僕と姉さんと両親。

　あのとき見たのは、僕たち家族が仲良く遊んでいる姿。

　でも、その映像を撮ったのが誰だれなのかまでは思い出せなくて――。

「なんだ。そんなに昔のことを憶おぼえてるなんて、意外に記憶力がいいのね」

「まあな。ここは家族で遊んでた場所だし」

「ふうん。じゃあ、当たり前のことなのかな」

　と。

　くるみは何でもないことを言うみたいに、



「だって、自分の家族のことだもんね」



「――えっ？」

　瞬間――脳内が凍りついた。

　――そうだ。

　憶えていて当たり前じゃないか。

　この公園で遊んだことははっきりと記憶に残っている。だって、幼い頃に家族で遊んだ思い出なんだから。

　だけど、それなら――。

「―――」



　どうして僕は――自分の両親の職業を忘れていたんだ？



　フツーなら憶おぼえているのが当然だ。いくら死んだのが幼い頃ころだからって、祖母や姉さんから少しは話を聞いていたはずである。

　それなのに、僕はこれっぽっちも憶えていなかった――。

「――あ、れ？」

　刹せつ那な、クラリと眩暈めまいがした。

　そう言えば、考えれば考えるほど両親に関する記憶は曖あい昧まいな気がする。



　だって、僕は二人がどうして死んだのかすらも憶えていない。



　いや、病死ってことだけは知ってるけど――肝心の病名がまったく思い出せないのだ。

「―――っ」

　ゾクリと鳥肌が立つ。

　冷静に考えれば、それは恐ろしいことだった。

　何が恐ろしいって、自分が両親の職業や死の理由を知らないことについて、今までまったく疑問を持たずに生活できていたことが、恐ろしすぎる。

　おかしい。

　今の僕は、どこかおかしい。真夏の蜃しん気き楼ろうのようにおぼろげな過去の思い出。これじゃ、都合のいいように記憶を改ざんされたみたいな――。

「………っ!?」

　そんな思考を遮るように、頭が軋きしんだ。

　例の原因不明の頭痛である。

「へ、変だな、薬は電車の中でちゃんと飲んだのに……」

　そんなことを呟つぶやいている間にも、頭を万力でギリギリと締め付けられるような不快感が僕を襲う。まるで、両親について思い出すことを必死でやめさせようとしているように……。

「ちょ、ちょっと、大丈夫？」

　くるみが不安そうな声を出した。

「だ、大丈夫だ。また少し頭が痛むだけだからさ。だから、そんな泣きそうな顔をするなって」

「ばっ……バッカじゃないの!?　そんな真っ青な顔で言われても全然説得力ないわよ！　それに、もしあんたに何かあったらお姉さまに合わせる顔がないでしょ！」

「ああ、そうだな……」

　あるみには、一昨日プールに行ったときも心配をかけてしまった。この調子じゃ新学期が始まった後も心配される。僕もあいつも、ちゃんと高校デビューをしなくちゃいけないのに……。

「ぐっ……!?」

　だけど、そんな思いとは裏腹に膝ひざが地面についていた。

　頭が割れそうだ。

　いっそのこと気絶した方が楽なんじゃないかってぐらいの激痛。くそっ、黒くろ医い先生め。やっぱりあの診断は適当だったんじゃないか？　これは絶対に夏風邪なんかじゃないぞ。

「い、いや、やめてよ……なんでそんなに辛つらそうにしてるのよ……っ」

　僕の傍そばに寄り添いながら、くるみが必死に声をかけてきた。

　なんだ、やっぱりコイツっていいヤツだな。

　僕なんかのことを心配してくれるなんてさ。まあ、ここに連れてきたのはコイツだし、パニックになるのも無理はないか。

　でも、さすがにここまで心配をかけるのは申し訳ない。

　なんとか、立ち上がらないと――。

「あっ……」

　だが、そんな考えも簡単に断ち切られる。

　霞かすんでいく視界。

　徐々に失われていく手足の力。

　そして、薄れていく意識。

　その中で――。

「―――」

　どうしてか。

　祭まつり囃子ばやしの音色が、聴こえた気がした。



「おにぃちゃん。何をボーっとしているのですか」

　誰だれかにそう呼びかけられて、ぼくはハッとした。

　目に映るのは、夜空の下で群れる人ごみ。道の両側を占領した出店の群れ。そして、耳に届く賑にぎやかな祭囃子の音色。

　夏祭り。

　ぼくは、夏祭りの縁日のど真ん中にいた。

「あれ？　どうして、ぼくは――」

　状況がわからず一人呟つぶやく。

　すると、突然むにゅーっとホッペタを優しく引っ張られた。

　目の前にいるのは、小学校低学年くらいのちっちゃな女の子。桜色の浴衣ゆかたを着て、長い髪を二つに結った、お人形さんみたいに可愛かわいい少女。

　彼女は、不機嫌そうにぼくのホッペタを引っ張りながら。

「寝ぼけたことを言わないでください。わたしたちは、お父さんとお母さんと一緒にお祭りに来たんですよ？」

　女の子は、幼い顔には不釣り合いすぎる丁寧な言葉遣いで言った。

　――ああ、そうだった。

　ぼくは父さんたちと夏祭りに来たんだった。右手に巻かれたアニメキャラがデザインされた子供っぽい腕時計を見ると、時刻は午後七時四十三分。

　記憶では、八時から花火が始まる――。

「もう、おにぃちゃんのせいですよ。あと少しで花火が始まるのに、お父さんとお母さんと離ればなれになってしまいました」

「うっ……ごめん」

　そうだ。ぼくは縁日につられてうっかり父さんたちから離れてしまった。そして、人ごみに巻き込まれていつしか迷子になっていた。

　そう、彼女と一緒に。

「……ほら、早くお父さんとお母さんを探しに行きましょう」

　そう言って、彼女はぼくの手を小さな掌てのひらでぎゅっと握ってきた。

　思いのほか強い力。落ち着いたふりをしてるけど、実は不安なのかもしれない。まあ、迷子になってるんだから仕方ないよな。

「うん。わかってるよ」

　少しでも安心させたくて、ぼくは自分の小さな掌で精一杯彼女の手を握り返した。

　絶対に、離すことのないように。

「さあ。行こう、妹」

　安心させるように言って、ぼくは妹の手を握ったまま歩き出した。



　そう――ぼくに妹ができたのは、この年の初めだった。



　なんでも、母さんの遠い親しん戚せきの子供だったとか。その子は生まれてすぐに母親を亡くしてしまい、父子家庭で育っていた。けれど、新年を迎える直前に今度は父親が心臓の病で亡くなってしまった。

　幼くして身寄りがいなくなってしまった女の子。

　ほどなくして、父さんと母さんは彼女を引き取って育てることを決めた。

　しかし、彼女はぼくたち新しい家族になかなか心を開いてくれなかった。元から少し人見知りなところがあったんだと思う。それか――亡くしてしまった父親のことを引きずっていたのか。彼女は、どこかぼくたちに余よ所そ余よ所そしかった。

　ぼくはそんな彼女のことが放っておけなかった。

　だって、彼女は泣くのだ。

　ぼくたちに隠れるようにして、必死に涙声を零こぼさないようにして、いつも一人ぼっちで悲しんでいたのだ。

　きっと、見知らぬ家や人の中で暮らすことに不安を感じていたんだと思う。幼い子供なら無理もない話だ。むしろ、大声を出して泣き叫ばなかっただけ、彼女は強かったのかもしれない。

　けど、それでも小さな女の子であることには変わりない。

　だから――ぼくは、彼女にチョコレートをあげた。

　ある日、一人で泣いていた彼女を見つけたぼくは、初めてできた妹に何かしてやりたくて、少しでも涙を止めてやりたくて、そのとき持っていた板チョコをはんぶんこして差し出した。

　そして彼女は、少しだけぼくに心を開いてくれた。

　きっと彼女も一人ぼっちでいることに疲れきっていたんだろう。その日からぼくを「おにぃちゃん」と呼んで慕ってくれるようになった。その後で――徐々に他の家族とも打ち解けていった。まあ、結局言葉遣いだけは余所余所しいままだったけどさ。

　そんなことがあってから約半年が経たった、八月のある日。

　もうすっかり我が家の一員となった彼女と一緒に、ぼくは夏祭りの縁日を歩いていた。

「……見つかりませんね」

「大丈夫。父さんたちもぼくらを探してくれてると思う」

「やっぱり、鈴すず音ねお姉ちゃんも一緒に来られればよかったです……」

「仕方ないだろ。姉さんは病気なんだから」

　人ごみの中を小さな身体でかき分けるように進みながら、ぼくは応こたえた。

　そう、ぼくの姉さんである桜さくら鈴音は今日は留守番。

　夏風邪をこじらせてしまったのだ。しかし、「お姉ちゃんのことは気にしなくていいから、みんなで楽しんできて！」と言ってたから、たぶんすぐ良くなるだろう。「お土産もよろしくねっ！」って叫んでたし。相変わらず、元気な姉さんだ。

「鈴音お姉ちゃんはステキな人です。最初はちょっと頭のおかしな人だと誤解していましたが」

「たぶんその感想は当たってるよ」

「そ、そんなことはありませんっ！　それに、鈴すず音ねお姉ちゃんは背が大きくてナイスバディです！　わたしも将来は鈴音お姉ちゃんみたいになりたいのです！」

「………」

「……おにぃちゃん？　どうして急に黙るのですか？」

「い、いや……なんとなく、妹には難しいんじゃないかなって思ってさ」

　なぜだろう。コイツがナイスバディになっている未来がまったく想像できない。というか、姉さんみたいになりたいとか言うのはやめて欲しい。あんなのが二人もいたらこの国が崩壊する。

「ううっ……そんなことはありませんっ」

　うるうるっと小動物みたいに瞳ひとみを潤ませる妹。

　うわっ、やばい。コイツがこういう顔をしているときは涙のダムが決壊する直前なのだ。ぼくたちと家族になった後でも、相変わらず妹は泣き虫なのであった。

　でも、大丈夫。

　こういうときのために、ちゃんと準備はしてある。

「ほら、妹」

　ぼくは背負っていた小さなリュックサックから板チョコを取り出した。それをはんぶんこして、妹に差し出す。

「むっ……」

　すると、彼女は大きな瞳で板チョコを見つめてから。

「……おにぃちゃんはずるいです。いつもそうやってチョコレートをくれるんですから。しかも、これは自分のお小遣いで買ったヤツなのでは？」

　質問してから、妹は半分に割れた板チョコをカリカリと齧かじり始めた。

　……可愛かわいい。

　ぼくはその姿を見て素直にそう思った。

　掌てのひらに感じる柔らかな感触。

　彼女の小さな掌――。

「――なあ、妹」

「………？　なんですか、おにぃちゃん」

「―――っ！　い、いや、なんでもない！」

　チョコを幸せそうに齧っていた妹の顔が可愛すぎて、思わず視線を逸そらしてしまった。彼女は「変なおにぃちゃんですね」と呟つぶやいてから、チョコを齧る作業をリスタート。

「……はあ」

　――また言えなかったな。

　心の中で、ぼくはそんな言葉を呟いた。

　たぶん、この頃のぼくは、妹のことが好きだったんだと思う。

　初恋。

　そんなものがあるとしたら、きっと相手は彼女だ。

　あのとき。

　泣いている妹にチョコレートをあげたとき、彼女がぼくに見せてくれた微笑ほほえみ。

　涙に濡ぬれた小さな笑顔。



　たぶん、あのときぼくは彼女のことを好きになってしまったんだ。



　じゃなかったら、わざわざ自分の小遣いで買ったチョコレートをあげるかよ。十円単位の小銭ですら、小学生にとっては死活問題なのだ。

　だから――いつか、ちゃんと好きだって伝えようと思っていた。

　それはあまりにも子供らしい願い。

　幼いぼくが初めて体験した、どこまでも真まっ直すぐで淡い感情――。

「あっ……」

　と。

　そこで、チョコレートを食べ終えた妹が空を見上げた。

　瞬間――轟ごう音おん。

　どうやら父さんたちを見つける前に花火が始まってしまったらしい。縁日から見上げる空には、色とりどりの花が咲き誇っていた。そう言えば、二人きりで花火を見るのはこれが初体験だった。浴衣ゆかた姿の妹と手を繋つないだのも。

「うーっ、花火が始まっちゃいました」

「仕方ないよ。こうなったら二人で見てよう。たぶん、父さんたちも見てると思うから」

　言って、ぼくはぎゅっと彼女の手を握りしめた。

　もしかしたら、こんな風にずっと二人きりになりたかったのかもしれない。

　花火。

　そのカラフルな火花が妹の顔を照らす間――ぼくは、そんなことを思った。

「――そうですね」

　こっちの言葉に頷うなずいてから、妹もぼくの手を握り返してくれた。

　季節外れに咲いた桜の花みたいに、微笑みながら。

「―――」

　――ああ。

　できれば、この時間がずっと続けばいいのに。

　不意にぼくはそんなことを思った。

　そう――思ってしまったのだ。

「――あ、お父さんたちです」

　道の先。こちらに向けて手を振っているシルエットを見つけた妹が嬉うれしそうに歓声を上げた。

「よかったですね、おにぃちゃん」

　そして。

　彼女は、言う。



「これで、お家に帰れますよ」



「――えっ？」

　どうしてか。

　何気ない妹の言葉に、ぼくは激しく動揺していた。

「？　何をそんなに驚いてるんですか？　鈴すず音ねお姉ちゃんが病気でお留守番をしてるんですから、今日は花火を見たら早めにお家に帰るって約束だったじゃないですか」

　当たり前のことのように、妹は呟つぶやいた。そして、ぼくの手を引いて父さんたちの方へと歩いていこうとする。

　だが――。

「――ダメだ」

　気付いたら、ぼくは逆に妹の手を引っ張って駆け出していた。まるで――自分たちを迎えに来た両親から逃げるように。

「おにぃちゃん。どこに行くんですか？」

「決まってるだろ！　逃げるんだ！　じゃないと……じゃないと……！」

　そこからは、言葉が続かなかった。

　なんだ？

　逃げないと、ぼくたちはどうなるんだ？

　この先に、どんな未来が待ってるっていうんだよ。

「…………おにぃちゃん」

　夏祭り。

　祭まつり囃子ばやしが響く人々の中で妹はぼくを呼んだ。

　そして、ひどく哀かなしそうな声で――。



「逃げることは、できませんよ？」



「――えっ？」

　瞬間、場面が切り替わる。

　まるでＤＶＤのスキップ機能みたいに、ぼくを取り巻く映像は変わっていた。さっきまでいた縁日会場とは似ても似つかない、狭い空間。

　車の中。

　思い出した。ここは父さんの車の後部座席だ。そこに、ぼくは乗せられていた。隣にいる妹と一緒に。

「――おにぃちゃん」

　混乱するぼくに、妹は告げる。

「どんなに頑張っても、この世界で起きることを変えることはできません。だって、ここはおにぃちゃんの夢の中ですから」

「ゆ、夢の中って……！」

「そう。だから――」



　すべてが、すでに起きたシナリオ通りに進むんです。



　ひどく悲しげな声で言って、妹は哀かなしそうに微笑ほほえんだ。

　瞬間――衝撃。

　大きく揺れる車体。

　何かが粉々に砕ける甲高い音色。

　――交通事故。

　気付いたときには、車は道端の電柱に正面衝突する形で止まっていた。そう、もう走ることはできなくなっていたのだ。

「がっ……」

　痛い。

　全身がひび割れてしまったような激痛。

　事故の衝撃で激しく打ちつけられたのだろう。気を失わなかったのが奇跡なくらい、ぼくの小さな身体は痛めつけられていた。

「うっ、ううっ……！」

　けれど――一瞬で地獄に変わった車内で、ただ必死に身体を動かした。

　隣の席に座っている浴衣ゆかた姿の妹。

　同じように事故の衝撃で身体を打ちつけられたんだと思う。額から一筋の血を流して意識を失っている彼女の手を、ぼくは――必死に掴つかんだ。

「ぎっ……あっ……」

　ただ掴つかんだだけなのに、こっちの腕が千切れたんじゃないかって思うくらいに痛かった。たとえでもなんでもなく、全身の骨にヒビが入っているのかもしれない。

「ぐっ、うううぅっ……」

　もはや声にならない声を上げながら、満足に動かない身体でどうにか逃げようとする。

　早く。

　ここから逃げ出さないと――。

「………っ！」

　ようやく片方の手でドアノブを握って、渾こん身しんの力を込めて開ける。

　途端――隙すき間まから垣かい間ま見えた外の景色。

　いつもの町の風景。変わってしまった車内とは違う、平和な姿。その映像に――ほんのわずかに気持ちが弛ゆるんでしまったんだろうか。

「あっ……」



　開いたドアから身体を出したところで――車内にいた妹の手が、あまりにも呆あつ気けなく自分の掌てのひらから滑り抜けていくのを感じた。



　消えてしまった柔らかな感触。戻らない温かな体温。即座に振り向いて、その小さな掌をもう一度掴むために再び車内に戻ろうとしたときには――すべてが手遅れだった。

「―――っ!?」

　二度目の衝撃に、全身が震える。

　鼓膜を叩たたいたのは、さきほど夏祭り会場で聴いた花火の音色に似た響き。

　同時に、車のボディが赤く爆はぜた。

　炎。

　事故の衝撃で漏れ出した車の燃料に何かの拍子で火がついてしまったんだろう。さっきまで乗っていた車は、瞬く間に夏の夜を照らす篝かがり火びへと変へん貌ぼうしていた。

「ぐぅっ……」

　けれど――ぼくだけは無事だった。

　きっと車が炎上するときの衝撃で外に吹き飛ばされたのだ。

　だから、ぼくだけがそれを見ていた。

　次々と近くの民家から集まってくる人々。車の横っ腹に突っ込んできたであろう大型トラック。高く高く黒煙を上らせながら燃え盛る炎。遥はるか遠くで耳鳴りのように響いている祭まつり囃子ばやし。

　そして――。



「――――おにぃちゃん」



　そんな白昼夢の中で。

　ぼくは、自分が初めて好きになった女の子の声を聞いた気がした。



    

  
    
      第６話　クラシック





　全身を包む悪寒で目が覚めた。

　ガバッとベッドの上で身体を起こすと、真夏だっていうのに全身が氷のように凍りついていた。怖いくらいに冷え切った汗が肌という肌を覆っている。

　夢。

　たった今までぼく――いや、僕が見ていた夢は――。

「目が覚めたのですね、マスター」

「!?」

　聞きなれた声に視線を向ける。

　そこにいたのは――桜さくらあるみ。

　彼女は、いつもの無表情で僕のことを見つめていた。

「え、えっと、ここは……」

「病室です。憶おぼえていないのですか？　マスターは公園で倒れたんです。それで、くるみが救急車を呼びました」

「おまえは、どうして……」

「くるみから連絡を貰もらいました。距離があったのでさすがに到着するのが遅くなってしまいましたが、マスターが目を覚ますのには間に合ったみたいです」

　あるみの言葉に、僕は病室のデジタル時計を眺める。

　時刻は、午後七時。

　窓の外に広がるのは夜の闇やみ。

　どうやら、僕はかなり長い時間眠っていたらしい。

「くるみは？」

「今、売店に食べ物の買い出しに行っています。それより、ちゃんとあの子に謝ってくださいね。マスターが倒れたときは、泣きじゃくって大変だったらしいですから」

「そうなのか……」

　あるみの言う通り、くるみにはちゃんと謝るべきだろう。もちろん、お礼を言わなくちゃいけない。あいつのおかげで僕はちゃんと病院に搬送された。そして――この町に来ることができたんだ。

「…………マスター」

　と。

　そこで、あるみは少しだけ不安そうな声を出した。

　そして、僕の目を真まっ直すぐ見つめたまま――。



「思い出して――しまったのですか？」



　静かに、そう問いかけてきた。

　――そうか。

　たぶん、コイツは僕が知らないことを知っているんだろう。

　サーカスインダストリアル。

　Ｅプロジェクト。

　あの事故の真相。

　そして、僕が忘れていた――いや、自ら忘れようとしていた記憶を。

　だけど――。

「――ああ、そうだよ」

　それを教えてもらう前に、ちゃんと挨あい拶さつをしなくちゃいけない。

　きっとそれはあるみも望んでいることだと思う。

　だって、僕たち兄妹は――今この瞬間、本当に再会できたのだから。



「久しぶりだな、妹」



「………っ」

　その呼び名を聞いた途端。

　彼女は、透き通った瞳ひとみから透明な涙を一筋流した。

　――そう。

　彼女の名前は、桜さくらあるみ。

　僕の……義妹だ。

「…………やっと、」

　今にも消え入りそうな涙声で。

　あるみは一生懸命言葉を紡いだ。

「やっと……思い出してくれたんですね、おにぃちゃん」

「――うん。ごめん。おまえにどんな言葉で謝ったらいいのかすら、僕にはわからない。だって――」

　と。

　そこで、僕は黙らざるをえなかった。

　桜あるみ。

　彼女が僕の身体を抱きしめていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、ポロポロと涙を零こぼしながら言う。

「……いいんです。おにぃちゃんとまた会えただけで……おにぃちゃんが私のことを思いだしてくれただけで……私は……私は……」

「…………あるみ」

　ぎゅっと、あるみの気持ちに応こたえるように、僕も彼女を抱きしめる。

　細くて華きや奢しやな身体。淡い初雪のように白い肌。艶つややかな灰色の髪。優美なガラス細工みたいに透き通った大きな瞳。そして、熟練の職人が作り上げた機械人形のように整った輪郭。

　――でも。

　きっと、その身体は――。

「――教えてくれ」

　気付いたら、彼女に向かってそう告げていた。

「僕は、どうしておまえのことを忘れていたんだ？　それに……おまえはあの事故からどうやって助かったんだ？　やっぱりサーカスインダストリアルが――Ｅプロジェクトってヤツが関係してるのか？」

「………」

　僕の言葉に、あるみは沈黙していた。

　沈黙。

　病室を重い沈黙が支配する。

　そして――その沈黙を破ったのは、あるみだった。

「――おにぃちゃん。その質問に答える前に、私の言葉に答えてくれませんか？」

「おまえの言葉？」

「はい。おにぃちゃんが私のことを思いだしてくれたら、その言葉を伝えるよう博士に……いえ、鈴すず音ねお姉ちゃんに言われているんです」

「………」

「それに――その言葉は、今私が一番おにぃちゃんに確かめたいことでもあります」

「………」

　ちょっとだけ黙った後で。

　僕は「わかった」と応こたえた。



「……おにぃちゃん」



　僕が返事をした後、あるみはただ真まっ直すぐ僕を見つめていた。

　そして、桃色の口唇が動く。

　恥ずかしいのか、彼女は頬ほおを赤く染めながらも、必死に僕に何か言おうとして――。



「これからも……ずっと――私のおにぃちゃんでいてくれますか？」



「―――」

　そのセリフを聞くのは、初体験じゃなかった。

　一度目は、遠い昔に僕が初めてあるみにチョコレートを渡したときに。

　二度目は、今年の七月にあるみの夢から帰ってきたときに。

　そう――一度目と二度目は、大丈夫だったんだ。

　何も問題なんてなかった。

　まるで呼吸でもするように、僕はその問いに頷うなずくことができた。

　あるみと兄妹でいられると思った。

　これからもずっと、一緒にいられると思ったんだ。

　でも、今は――。

「―――っ」

　瞬間、激しい頭痛が僕を襲う。

　同時にフラッシュバックするのは――あのときの光景。

　夜の闇やみの中、炎に包まれた車。

　その中で、僕を呼んでいた女の子の姿――。

「……おにぃちゃん？」

　僕の様子に異変を感じたのか、あるみはこっちに近づいて来ようとする。

　が。

「来るなっ！」

　自分でもビックリするくらい大きな声を出して、僕は彼女を拒絶していた。

　ビクッと小さく震えてから、あるみは歩みを止める。そして、必死に涙を堪えながら、僕を見つめていた。僕が自分の言葉に応こたえてくれることを、願っていた。

　……当たり前だ。

　だって、僕たち兄妹は本当の意味で再会したばかりなんだから。

「―――」

　けど――わからなかった。

　こんな僕があるみの兄妹でいていいのか――わからなかった。

　一度目と二度目はちゃんと答えられたんだ。

　だけど――今は違う。

　だって、もう思い出してしまったんだ。

　さっきまで見ていた夢。

　炎に照らされた夜に、たった一人だけ助かった僕が見た光景。

　次々と近くの民家から集まってくる人々。車の横っ腹に突っ込んできたであろう大型トラック。高く高く黒煙を上らせながら燃え盛る炎。遥はるか遠くで耳鳴りのように響いている祭まつり囃子ばやし。

　そして――。



『――――おにぃちゃん』



　鼓膜の中に焼き付いているのは、あのとき聞こえた妹の声。

　そう――あるみは僕を呼んだんだ。

　でも、あのとき――。



　僕は――彼女を助けられなかった。



　僕があるみを車から引きずり出していれば、彼女は生体アンドロイドに――フツーの人間とは違う身体になることはなかったんだ。『人間としての高校デビュー』なんてものを目指す必要もなかったのに……。

　すべては、僕のせいだ。

　僕が妹を助けられなかったからなんだ。

　だから――。

「―――」

　僕は、あるみの問いに答えることができなかった。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

　病室にいるのは二人の兄妹。

　しかし、その距離は今までよりも遥かに遠くなってしまった気がした。

「―――」

　頭痛が止まらない。

　そして、頭の中で蘇よみがえるのは忘れかけてた遠い記憶。

　小さな女の子。

　そして、彼女を助けたかった男の子。

　本来なら、幸せなものになるはずだった思い出。夏祭りの日に、花火の下で浴衣ゆかた姿の妹と初めて手を繋つないだこと。

　だけど――。



　握りしめた彼女の小さな掌てのひらの温かさだけは、どうしても思い出すことができなかった。
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　西暦××××年八月十七日

　レポート作成者　ＧＭＴナンバーズ試作機　識別名称――桜さくらあるみ



　本日、八月十七日。

　おにぃちゃん……いえ、マスターは私のことを思い出してくれました。さすがに正確な日付までは桜鈴すず音ね博士の予定通りにはなりませんでしたが、これでＥプロジェクトの第二段階は無事終了したことになります。

　そう、第二段階の目的は――私とマスターが以前のように距離を縮めること。

　そして、マスターが桜あるみを思い出すことでした。それがお父さんとお母さんが大本を造り、博士が私たちのために計画し直してくれた、Ｅプロジェクトの第二段階。

　ですが――本当の問題はこれからです。そして、今までたくさんのご迷惑をお掛けしておいてこんなことを言うのは本当に失礼だと思いますが、他のプロジェクトメンバーの方々は、できるだけ手を出さないでいただけるとありがたいです。

　きっと――。



　ここからは、私たち兄妹の問題ですから。



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです！　最近、よく職業を誤解されます。あさのハジメです。

　いえ、例えば美容室などで職業を訊きかれたときに、「作家です」とはどうも言いづらいので、「自営業です」と答えているのですが、そうすると「もしかして……ラーメン屋さんですか？」とか普通に言われたりします。なぜにラーメン……。そんなことが気になる今日この頃です。

　さて、話は変わりますが『初体験にオススメな彼女』もついに四巻目に突入です！

　今回は短編集風味な一冊。主人公とヒロインが過ごす夏休みのエピソード、そして明かされていくＥプロジェクトと彼らの過去……と盛りだくさんな一冊となっておりますので、まだお買い上げでない方はこの本を持ったままぜひぜひレジの方にショートレンジラリアットを決めていただけるとありがたいです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。一緒に飲みにいくと高確率で自分が酔い潰つぶれてしまうのは本気で申し訳ない気がします。お互いの肝臓のコンディションに気を配りつつも、引き続きよろしくお願いします。

　今回もウルトラキュートなイラストでキャラクターを彩ってくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。大変お忙しい中、素す晴ばらしいイラストを描いてくださって……もはやなんとお礼を言ったらいいかわかりません。誠にありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に関わって下さったすべての方々……そして、もちろん読者の皆様。色々な方々のパワーが合わさって作品が作られてるんだ……と思えば、モチベーションがガンガン上がります。引き続き全力で精進して行きたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いします。

　さてさて、ここで次回予告のコーナーを。第五巻は文化祭編になりそうです。夏休みを終えて、進んでいく主人公たちの人間関係。そして、Ｅプロジェクト。色々な秘密も明らかになったりして、物語も佳か境きように差し掛かってくるのではないかと思います。

　そして、この本が出た約一ヶ月後、七月二十七日に『初体験にオススメな彼女』のドラマＣＤが発売予定です！　エピソードの時系列的には、ちょうどこの四巻の第４話と第５話の中間のお話になります。スタッフの方々や声優の皆様のお力のおかげで、原作ムード全開のパワフルな作品になりましたので、こちらもぜひぜひチェックを！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、今年の夏もアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　執筆中によくすることは、『ヘッドフォンで音楽を聴く』『歌う』『叫ぶ』『がなる』『ヘッドバンギング』……などなど。以上の理由から、家の中でしか仕事ができない引きこもり作家。

　　デビュー作は『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ刊）。



　イラスト

　高苗京鈴（たかなえ・きょうりん）

　　好物は某カード作品。あと他人に物を薦めること。

　　最近では私のせいで担当さんがショタに目覚めました。

　　セクシーなツンキャラが好物です



　　ＨＰ「苗床育成観察記録」

　　http://takanae.chu.jp
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